















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　CONTENTS







プロローグ

第一章　小枝を持つ少女

第二章　災いを齎す誘惑の女

第三章　半神の英雄

第四章　小枝の代償

第五章　反逆者

エピローグ

あとがき
















「さて、本日はどのようなご用件でしょうか。王女殿下」

　王都ヴェロネーゼの中央に位置する、王立魔法図書館。

　その三階にある司書室にて、僕は対面のソファに腰を下ろしている人物に両手を組みながら尋ねた。嫌な予感が脳裏にちらつくのは、恐らく気のせいではない。僕の勘はよく当たるからね。

　案の定、にやついた笑みが返ってきた。

「何って言われても、覚悟ができたのかを聞きに来たのよ。それが一番の目的ってわけじゃないけど」

「はぁ。あの、何度来られても僕の返事は変わらないとお伝えしたはずですが？」

「その日の気分ってものがあるでしょう？　いつまでも同じ精神状態や考えを維持できるわけでもないから、こうして時折来てるんじゃない。そ・れ・で？　ちゃんと言葉にしてもらわないとわからないわよ」

「じゃあ──」

　僕は傲慢な態度を取っている人物──スネイエルス王国第三王女、フィオナ＝スネイエルスにゆっくりと頭を下げた。

「申し訳ありませんが、お断りさせていただきます。王女殿下」

「ふ、ふふ……」

　微笑を浮かべた彼女は僕が淹いれた紅茶を一度口に含み──偉ぶっていた態度を崩し、紫水晶の瞳に涙を浮かべながら僕を見た。

「ねぇセレル……私といるのが、そんなに嫌なの……？　こんなにもお願いしているのに……なんで断っちゃうの？」

「うっ」

　ガラスの欠片かけらが突き刺さったように、僕は心にチクッとした痛みを感じる。突然可愛かわいらしくなるから困るなぁ……本当に最後まで態度が保てない子だ。

　それなりに長い付き合いだし、こうやってしおらしくなってしまうと無下には扱えない。そもそも王族なので、無下に扱ってはいけないのだけど……そこは幼おさな馴な染じみの特権というべきか。フィオナから敬語を使わないでほしい、とお願いされているし。彼女は幼馴染みである僕に、他人行儀な話し方をされるのを嫌っているのだ。

　僕は泣きそうになっているフィオナに、もう何度目かもわからない説明をする。

「何度も言ってるけど、僕は司書なんだ。いきなり君の専属護衛なんて、できるわけがないだろう？　第一、その栄誉ある役職は国王陛下から直々に任命された魔法士が就くもの。図書館の司書で……出自もあやふやな僕がなってはいけないよ」

「そ、その辺りは私がなんとかするわよ！　出自なんて、幾らでも偽造はできるんだから！」

「いや王女殿下が犯罪行為を推奨するなよ」

「私は王族なんだから、私が法律よ！」

「この図書館の地下に国の法典があるのは知っているだろう……」

　わけのわからないことを言い始めたフィオナに、僕は丁寧にツッコミを入れていく。

　法典だけに留とどまらず、スネイエルス王国の重要資料は、大部分がこの図書館に保管されている。中には、図書館を管理している僕でさえ、国王陛下の許可なく閲覧することができない代物まであるのだ。時折、そんな重要な場所を僕なんかに任せていいのかと思うけど、それを任命したのは他ならぬ国王陛下。誰も文句は言えないんだろうな。

　悔しそうに何かを言い繕おうとしているフィオナに、僕は念を押しておく。

「ただの司書に、そんな重要な役目を任せないでおくれ。君に何かあったら、僕は腹を切るしかない。それでも償いきれないだろうけどさ」

「ただの司書、ね」

「何だよ」

　含んだ言い方をしたフィオナを訝いぶかしげに見ると、彼女は脚を組んで肩を竦すくめた。

「そもそも、この図書館の仕事を一人で完璧にこなしている人は、普通じゃないのよ」

「？　別に普通でしょ。前の司書も一人でやっていたんだし」

「そうね。その人はあまりの仕事量に五日で辞めたけど」

「そうだっけ？　あんまり記憶にないな」

「そうよ。っていうかね、この馬鹿みたいに大きな図書館は本来一人で切り盛りするところじゃないのよ！」

　憤慨するフィオナに、僕はうんうんと頷うなずきを返した。

　確かに、フィオナの言い分は、よくわかる。この魔法図書館は国内で一番大きな図書館だ。地上二十階建てという高さであり、所蔵している本は一千万冊以上。正直これらを一人で管理しろ、というのはあまりにも酷だろう。

「大図書館の司書って、普通は二十人以上はいるべきなのよ？　だけど、あまりに膨大な仕事量、階段を行き来する体力、重要書物を狙ってくる襲撃者の撃退、何より……地下に封印された禁書が放つ瘴しよう気きに耐えられる人がほとんどいなくて、今では王都に常駐している宮廷司書は貴方あなた一人。全く、王宮で暇を持て余している賢者の爺じいさんたちを連れてくればいいものを……浮遊すれば階段を上る労力もいらないだろうし」

「僕がいなくなったら、この図書館は大変なことになるだろうね。だから、王女殿下の護衛よりも、こっちのほうが大事なんだよ」

「……私は大事じゃないの？」

「大事だよ、とても。でも、僕じゃなくても君を護まもることはできるから。それに、この図書館を離れると、君に危害が行くかもしれないだろう？」

　禁書が暴走でもしようものなら、王都全体が危ない。

　それは当然、王宮に住んでいるフィオナにも危険が迫るということ。そうならないためにも、僕は司書を辞めるわけにはいかないんだ。司書の仕事に、やりがいも感じているし。

　ここまでの話を聞いたフィオナは、一応は納得したと引き下がった。

「はぁ。仕方ないわね」

「ご理解いただけたようで何よりです」

「諦めたわけではないわよ？　セレルのような魔導書を持った人材を、こんなところで無駄にするわけにはいかないんだから」

「…………何のことでしょうか」

　そっぽを向いて目を逸そらすと、フィオナは自分の肩口まで伸びた薄い紫を含む白髪を触り、わざとらしい笑みを浮かべた。

「ふふふ、暗い世界にいたセレルを見つけたのは誰なのか、忘れたの？　貴方に関する情報は何でも知ってるわよ？　貴方の持つ魔導書の位階は、当然のことだけど」

「ぼ、僕の魔導書は能天書パワーズで──」

「へぇ……言い張るんだ」

「……嘘うそは言ってないから」

「そうね。嘘は言ってないわ。本当のことも言ってないけど」

　ずっとニヤニヤを崩さないフィオナ。

　自分のことを事細かに知っている相手というのは、本当に厄介だ。対話に於て優位に立たれやすいし、フィオナに至っては気が済むまで僕をからかってくる。その時の彼女は年頃の少女が見せる笑みを浮かべて楽しそうにするのだけど、こっちの内心も考えてほしいと思う。

　このままでは色々とまずいので、僕は強引に話題を変えることに。

「用が済んだのなら、帰ってくれないかな。知っての通り僕は忙しい身なんだ」

「まだ三番目の用事が残っているわ。と言っても、すぐに終わるけど」

「なんだい？」

　問い尋ねると、彼女は一枚の封筒を取り出し、僕に手渡した。

　ご丁寧にも封ふう蝋ろうが施されている。そのすぐ近くに書かれている名前は……。

「ベルナール公爵？」

「国王陛下の右腕と評される御お方かたよ。王国の領土を二分割した東側を任せられていて、領主であると同時に凄すご腕うでの魔法士ということでも有名。ちなみに彼の魔導書位階は座天書スローン」

「そこまでは聞いてないよ。どうしてこれを僕に？」

「六日後、貴方に用事があるからここに来るそうよ。これはその書状」

「僕に用事って、何の用？　会ったこともないんだけど」

「さぁ？　でも、この大図書館で年単位で司書を続ける人なんてそうそういないから、興味でもあるんじゃない？　もしくは貴方の頭に入っている膨大な知識と知恵を借りたい何かがあるとか」

　フィオナはそう言うけれど、特に思い当たる節はないな。

　会ったこともない、というかあちらが僕のことを知っていること自体が驚きそのものなのだし……ハッ！　もしや新しい司書を連れてきたから辞めろ、とか？

　ないか。そんな簡単に司書なんか見つかるなら、僕が今まで一人で司書をやっているはずがないからね。

「何にせよ、了解したよ。六日後にベルナール公爵閣下が図書館に来館ね」

「よろしく」

「それで、一番の目的っていうのは？」

　まだ聞いていなかった、フィオナがここを訪れた一番の理由。

　公爵閣下が面会を求めていることを伝える。これ以上に大事なこととは一体？　と思って尋ねると、フィオナはティーカップの中身を飲み干し、微かすかに赤みを帯びた顔で、俯うつむきながら言った。

「……セレルとお茶したかったから、来たんだよ」

「……」

　不覚にもその表情と言い方にドキッとしてしまいました。
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　どうしてこの王女殿下はこんなに可愛いんですかね。最後まで傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度を崩さないでほしい。それが作られたものだってことはわかっているけどさ。

　とりあえず……帰れというわけにもいかなかったのと、僕がドキッとしたので、紅茶をもう一杯淹れ、小一時間ほど談笑を楽しんだ。







　この日から丁度六日後。

　僕の人生の中で最も……は言い過ぎだと思うけど、とにかく大変な依頼が舞い込んでくることになる。
















　膨大な書物を所蔵する魔法図書館には、老若男女問わず王都内外から多くの人が訪れる。各々が読みたい書物を手に取り読書に励み、あるいは学習スペースに赴き自らの知識向上に取り組んでいる。

　学習スペースを使用しているのは、主に生徒だ。近くに王立魔法技能修練学校がある影響もあって、向上心のある生徒たちが復習や予習をしによく訪れている。

　司書は僕しかいないから、学習しに来る生徒とは仲良くさせてもらっているよ。本の場所を探したり、わからない問題を教えてあげたりと、結構関係が深い。

「……来たかな」

　フィオナから書簡を受け取った日から六日後。

　十七階で書物の整理を行っていた僕は、図書館の入り口前に一台の馬車が停車したことを感知し、吹き抜けになっている螺ら旋せん階段の中央から宙に身を躍らせた。

　一階まで繋つながっている吹き抜けはとても高く、当然このまま着地すれば骨折だけでは済まない。もしかすると、綺き麗れいな死に方はできないかも。

　僕は右手を翳かざし、その甲に刻まれていた紋章に念じて魔導書を召喚。

「雷天断章ラミエル」

　紫色の表紙をした魔導書──雷天断章を手にした僕は即座に魔力を流してページを開き、自分自身に浮遊魔法──空間遊泳メグアをかける。途端、重力に従って落下していた僕の身体は速度を落とし、途中で天井から吊つるされている巨大な照明を躱かわし、ゆっくりと安全に一階へと降り立った。

　着地成功。

　雷天断章を消し、図書館の入り口を開けて外へと出た。

「お待ちしておりました、クレロ＝ベルナール公爵閣下」

「……この時間に来ると、王女殿下から聞いていたのか？」

　丁度馬車を降りたばかりだったベルナール公爵は、図書館から出てきた僕を見るなり苦笑し、そんなことを尋ねられた。流石さすがにタイミングが良過ぎたからかな。事前に聞いていないと、ここまでタイミングは合わせられないと考えたのだろう。実際は違うけど。

「いえ、図書館全域、並びにその周辺一帯に感知魔法を使用しておりますので。こちらに馬車が一台止まったため、私の方からご挨拶をと」

「ふむ、フィオナ王女殿下から聞いていた通りだな。まだ若いというのに、膨大な知識と卓越した魔法技量。これなら、問題解決の糸口を見つけてくれそうだ」

「公爵閣下、詳しいお話は中で」

「そうだな。あぁ、その前に紹介しよう」

　と言って公爵閣下が、馬車から降りてきた一人の少女に手を向けられた。

「愛まな娘むすめのシオンだ」

「シオン＝ベルナールと申します」

　シオンと呼ばれた少女は、とても綺麗だった。

　腰元まで伸ばされた栗くり色いろの髪に、丸みを帯びた同色の瞳。年の頃は十四といったところだろうか？　年相応の体つきで、華きや奢しやな体たい躯くをしていた。

　丁寧なお辞儀をしながら挨拶をしてくれた彼女に、僕もまた礼を返す。

「ご丁寧に、ありがとうございます。それと、失礼いたしました。魔法図書館の司書を務めております、セレルと申します」

　公爵家の方々に先に名乗らせてしまった非礼をお詫わびし、僕は二人と数名の護衛の方々を図書館の中へと招き入れ、応接室へ入る。

　事前に準備していたアイスティーをガラスコップに注ぎ、お茶菓子と共にソファの前に置かれた透明なテーブルの上に置く。

　さて、話をする準備はできた。

　僕は二人の対面に座り、メモ用紙を取り出した。

「それで……本日はどのようなご用件でしょうか？　ただの司書である僕に、公爵閣下が抱えられている問題を解決できるとは思えないのですが」

　先程公爵閣下が問題の糸口を、なんて言っていたけれど、不安でしかない。

　公爵という立場であれば、領地内に幾人もの研究者や学者がいるだろうし、それこそ屋敷の中に専門家がいてもおかしくない。

　そんな方々がどうにもならないと匙さじを投げた問題を、僕のもとに持ってこられても困るんだよね。

　かといって門前払いなんてできるわけない。話を聞くだけ聞いておこうか。

「ただの司書、というのは語弊があるのではないか？」

「それはどういう？」

「謙遜しなくてもいい。王都で唯一の宮廷司書。危険な書物も保管されているこの図書館を任されているだけで、普通ではないぞ？」

「そんなことありませんよ。現に、僕の魔導書位階は能天書パワーズです。上位三書に連なる座天書スローンをお持ちの閣下には、遠く及びません」

「その位階で宮廷司書になったとは、余程魔法書を読み込み、学習と鍛錬を積み上げたのだろうな」

　感心だ、と頷かれる公爵閣下に、隣で表情を堅くしていたシオン様が首を縦に振った。

　魔導書と魔法書という二つの書物は、似たような名前をしているが全くの別物である。

　魔導書は、所謂いわゆる魔法士が魔法を発動するために必要な武具であり、契約を結んだ生涯のパートナー。詳しいルーツは解明されていないのだが、世界中に点在している魔導書には位階という階級があり、上位の魔導書程強大な力を秘めている。




第九位階──天書エンジエル

第八位階──大天書アーク

第七位階──権天書シパリテイ

第六位階──能天書パワーズ

第五位階──力天書ヴアーチエス

第四位階──主天書ドミニオン

第三位階──座天書スローン

第二位階──智天書ケルビム

第一位階、並びに最上位階──熾天書セラフイム




　低位の魔導書は比較的簡単に手に入るが、力天書以上の魔導書は各国の名家が代々所蔵していることが多いため、手にする者は限られてくる。

　特に熾天書ともなると、現在世界で確認されている数は六つしかない。

　その所有者は全員が国に仕えており、存在自体が強力な武力となっているのだ。事実、熾天書の契約者はたった一人で一国を相手にしたという文献も残っている。

　僕が持っている能天書なんて、持っている人はごまんといるだろうね。図書館を訪れる子たちの中にも結構たくさんいるし。

　それに対して魔法書とは、純粋に魔法式などが記された書物であり、読み込み己の中で理解を深め鍛錬を積むことによって魔法の精度や効果が向上していく。

　一度学習した魔法は魔導書の中に記録され、発動が可能になる。けれど、覚えたばかりの頃は威力も精度も全然足りない。学習と鍛錬を重ねることで、魔法は精錬されていく。

　魔導書は発動の媒体であり、魔法書とは魔法を学習・強化していくもの、という解釈をしてもらえればいい。

「で、そんな勤勉で秀才な貴殿に一つお願いがあり、今日はここまで来た」

　公爵閣下はシオン様の肩に手を置き、一度彼女の顔色を窺うかがってから言った。

「この子の身体を蝕むしばんでいる、病を治す方法を探してほしい」

「病、ですか」

　これは少々面倒なことになってきたな。

　病と言っても、様々なものがある。正直これは僕ではなくて魔法医を頼るほうがいいと思うんだけど……どうも、普通の病ではないようだ。でなきゃ、僕を頼ってこないか。

「その病というのは？」

「見てもらったほうが早いだろう……シオン、大丈夫か？」

「はい。勿もち論ろんです」

　シオン様は一度深呼吸をした後、首元のリボンを緩め、自分の鎖骨付近が露出するように胸元を広げた。

　白く美しい肌。けれど、その中の一点──鎖骨の中央辺りに、まるで異物が交じっているように黒い痣あざが存在していた。

　少なくとも、僕の知らない症状だ。打ち身、というわけでもない。黒い血なんて人間には流れていないからね。

「四ヵ月程前、突然出現した。病名は私にもわからない。ただこれがあるせいなのか、シオンは魔導書との契約ができていなくてな」

「魔導書との契約を妨害する病気ですか？　そんな病気は聞いたことがありませんが……」

「実際にそういった病気、というわけではないだろう。何か他の部分に悪影響を及ぼし、その結果魔導書と契約ができなくなっている、と考えるのが妥当か」

「なるほど。原因の解明と痣を消す方法。僕はこの二つを見つければいいというわけですね」

「そうだ。司書の仕事も多忙を極めると思うが、何とかよろしく頼めないだろうか？」

　僕の知らない病気だし、結構時間はかかるし大変な作業になるだろう。

　けど、僕の知らない未知の病、か。

　この図書館の書物をほぼ全て読み終え、膨大な知識を頭に叩たたき込こんでいる僕が知らないとなると、かなり興味がある。職業柄、僕は知識欲が人よりも旺盛なんだ。シオン様の病気、何としてでも詳細を知っておきたい。

「わかりました。色々と調べてみましょう」

「すまないな」

「その前に、シオン様の診断書などはありますか？　魔法医に診ていただいた時に、体内の魔力伝達力や生成濃度、他にも色々と調べていると思うんですが……」

「あぁ、念のため持って来ている。おい」

　閣下が背後に控えていた執事と思われる初老の男性に言うと、彼はすぐに懐から数枚の封筒を取り出し、僕に差し出した。

「シオンお嬢様の診断書でございます」

「ありがとうございます。今日は休館ですので、色々と調べを進めておきますね」

「よろしく頼む。それと、もしよければ、今日一日シオンをこの図書館に預けてもいいだろうか？　これから伯……まぁ、会談があるのだが、この子の苦手な相手でな。なるべく会わせたくないのだ」

「構いませんよ。今日は僕一人ですし。ですが、よろしいのですか？　シオン様お一人をここに残して」

「貴殿は王女殿下からの信頼も厚い。心配はしておらんよ。たとえ襲撃者が来ようとも、貴殿ならば一蹴できるとも聞いている」

「過大評価が過ぎると思いますが……」

　まぁ、信頼してもらえているのなら良しとしよう。ただ調べものをするので、あまり相手はしてあげられないと思うけど。一応ここは腐っても図書館なので書物には困らないし、かなりの暇潰しはできると思う。魔法書以外にも、学術書や哲学書のような本もあるからね。子供には難しいかもしれないけど。

「では、すまないな。そろそろ時間だ。会談が終わり次第迎えに来る」

「わかりました」

　僕はベルナール公爵閣下を入り口までお送りし、シオン様と連れ立って再び図書館の中に戻った。

「さて、まずは容体を確認しましょうか」

　第一にやることは、シオン様が現在どんな状態にあるのかを調べることだ。

　そのために、医学書が多く並んでいる八階へと上った僕は、応接室で預かったシオン様の診断書に目を通すことに。

　丁寧に封を開け、読書や学習用に置かれている椅子の一つに腰を下ろした。

　封筒の中に入っていた診断書は、全部で十三枚。シオン様がかなり多くの診察を受けてきたことが窺える。身体機能、脳の活動、筋肉の細部の診断結果まで詳細に記されていた。

　大変だっただろうなぁ。一つの診察を受けるだけでも疲れるのに、それを何度も何度も……親心があってのことだから、仕方ないのだろうけど。

「……なるほどなぁ」

　診断書を綺麗に折り畳み、再び封筒の中に戻す。簡単に診断書に目を通したけど、異常が見られたのは三つだ。

「シオン様は、ご自分の身体に起きている異常を把握されていますか？」

「い、いえ。その、お医者様がお父様とお話をされているのは聞いていましたが、詳しいことはよくわからなくて」

「専門的な言葉を使うことが多いですからね。ちなみに、今は学校のほうは？」

「今年から、魔法学校中等部の二年生になります。一年生は座学しか行わないので、魔導書との契約も必要なかったんですけど、今年からはそうも行かず……。そんなタイミングで、この病を患ってしまいまして」

　シオン様は悲しそうに目を伏せた。

　この図書館の近くにある魔法技能修練学校──通称魔法学校は、中等部と高等部に分かれている。十三～十五歳の子らは中等部になり、十六～十八の子らは高等部になる。それぞれの成長度合いに見合った授業を受けることになるのが、魔法学校の特徴だ。中等部一年生はまだ判断力に乏しく、魔法の制御も不十分で事故を起こしやすいので、実技ではなく座学を集中的に行い、必要な知識を養う。だから、魔導書との契約も必要ない。

　中等部の二年生になるということは、今年で十四歳か。僕の予想は当たっていたようだ。

「中等部の一年生というと、魔法の系統や魔導書の詳細などの修得が基本となってきますから、身体の魔法的器官に関しては習いませんね」

「魔法的器官、ですか？」

「これから習うと思いますが、少し予習をしましょうか」

　首を傾かしげるシオン様の姿は何とも可愛らしいけれど、僕は一切そんなことを口にせずに簡単な説明をすることに。今後の試験には絶対出て来るだろうし、ここで理解を深めておいて損はない。

「魔法的器官とは、魔法を行使する際に重要になってくる体内器官のことで、大きく分けて三つあります。魔力を生成する役割を持つアレコア。生成した魔力を全身に運ぶスケイル。そして余剰魔力を体外へと放出するブレメルド。臓器で言えば、アレコアは心臓。スケイルは血管。ブレメルドは肌です。心臓で生成した魔力を血流に乗せて運び、身体の熱を放出するように魔力を体外に出して、体内の魔力量を調整する」

　詳細なことは高等部で勉強するが、名称などの基本的なことは中等部でも触る程度のことはするだろう。

　魔法的器官を説明した今なら、シオン様の病気を噛かみ砕くだいて説明すれば理解できるはず。

「シオン様の身体は今、この魔法的器官が上手うまく機能していない状態にあるんです」

「え？」

　絶句するシオン様。そりゃ、そんな反応にもなるよね。何しろ、魔法的器官が機能していないということは、魔導書との契約どころか、魔法士になることすらできないことを意味しているのだから。

「魔力生成率、伝達率、放出率。その全てが極端に低下している状態にあります。恐らく今は大丈夫でも、近い内に、体調などに異常が現れると思います」

「そんな……」

「僕も魔法的器官全てがこのような状態になる病気を見るのは、初めてです。こんなことが起こりうるのですね……」

　初めて聞く症例だし、これは色んな魔法医が匙さじを投げてしまっても仕方ないかもしれないな。治療法は全くわからないし、魔法的器官は他の臓器と比べて凄すさまじくデリケート。下手な治療を施せば、最悪器官そのものが死にかねない。

　全く、公爵閣下は大変な仕事を持ってきてくれたものだ。

　いや、この場合責めるべきはフィオナか。公爵閣下に僕を紹介したのは彼女だし、そもそも詳細も聞かずに僕に任せれば大丈夫とか言わないでほしい。信頼されている証あかしなんだろうけどさ。

　今度会ったら……もう会わないとか言ってみるか。意地悪しよう。

「しかし、この病気で苦しんでいるシオン様を前に、匙を投げるのも後味が悪い。公爵閣下にも承諾の返事を出してしまった以上、やれることはやります」

「治す方法があるんですか？」

「それはまだわかりません。ですが、出来る限り調べます。まずは……八階にある医学書全てを精査することからですね──雷天断章」

　片手に魔導書を召喚し、身体の正面にそれを浮かせ、魔力を込める。雷天断章は淡い光と共に微量の放電を行い、大気を弾く雷の音を響かせた。

「それが、セレル様の魔導書……」

「はい。名は、雷天断章。九つの位階の内、第六位階である能天書というそれほど強くもない魔導書です。魔導書自体が持つ能力は、雷魔法増強と風魔法増強。これも、別に珍しくない能力です。一つの魔導書に二つの力があることは、ちょっと珍しいですけど」

「魔導書に、能力？」

「あれ？　ご存じではありませんか？　全ての魔導書は個々に能力を宿しているんです」

　基本的には一つの魔法系統を強化したりという、補助的な固有能力しか持たない。

　しかし、上位三書ともなれば、独立した力のような固有能力を有しており、それ自体がとても強力。

　位階によって当人の実力が大きく変化する。それが、この魔導書の特徴でもあった。

「僕は雷と風に特化していますが、職業柄、攻撃魔法を使う機会は限られてきます。ですので、こんな魔法を習得しました」

　魔導書に手を翳かざし、呟つぶやく。

「──書籍検出デバ」

　瞬間、魔導書から紫電が放出され、図書館に所蔵されている本を一瞬で伝う。通常の雷であれば、通電した瞬間に本から火が上がり大火災へと発展することだろう。しかし、本は焼けこげるどころか、傷一つつかない。

　それは当然、この雷は攻撃性皆無の雷だから。

「セレル様、今のは一体──」

「探っているのですよ……これくらいか」

　シオン様の疑問を遮った時、僕らのいる八階の本棚からは十数冊の本が静かに浮かび上がり、僕のもとに飛んできた。

　本は僕の周囲を旋回しており、時折バチっと纏まとった紫電を鳴らしている。

　シオン様は、日常ではまず見ないであろう光景に目が釘くぎ付づけになっているが、僕は目もくれずに魔導書を注視。その状態を維持し、ものの三十秒程度で雷天断章を閉じた。

　途端、僕の周囲に浮かんでいた本は再び飛んでいき、元の場所へ収納された。

「……やはり、医学書の中には、確実な治療法が記載されたものはありませんね。これは、見つけ出すのに苦労しそうだ」

「い、今のは……何ですか？」

　顎に手を当て長考を始めた僕に、シオン様が興奮気味に尋ねる。

　そうか、そう言えば彼女の言葉を途中で遮ったのだった。魔法士の魔法を詮索することはマナー違反だけど、今の魔法は、図書館に来ている人なら皆知っていることなので、別に教えたところで何も問題はない。

「僕が作った魔法で、書籍検出というものです。この世界の書物は、古来より砂鉄を含んだ色いろ雫しずくで書かれています。一般に流通している大量複製された本もそうです。それらに雷を流すことで僕の魔導書と連結させ、僕の望んだ事柄が記された書物を検出し、風魔法で僕のもとまで持ってきているんですよ。まぁ、僕が一度読んだものにしか効果を発揮しませんが」

「読んだもの、ですか？」

「はい。つまり、この図書館内の書物であれば、全て検出の効果を発揮しますよ」

　シオン様は絶句して何も言葉を発さない。

　そんな反応をするのも、無理はない。だって、僕が言っていることはこの図書館に所蔵されている一千万冊以上の本を全て読んだと言っているのだから。フィオナにも散々『人間じゃない！』なんて言われたし。実際、全部読んだけどね。

「シオン様は、この図書館に来るのは初めてですか？」

「はい。来たいとは思っていたんですけど、その、先生が授業の範囲なら学校の図書館だけで十分と言われて……」

「あぁ、それはあれですね。僕はあの学校の先生方に目の敵にされていますから。自分の生徒がここに来るのを引き止めたかったんだと思います」

「？　どうして目の敵になんか……」

　……あんまり言いたくないんだよねぇ。

　あの学校の先生は結構貴族主義というか学歴主義というか、とにかく魔法学校を出ていない人を見下す傾向があるんだ。

　勿論、生徒にはそんなことはしない。寧むしろ生徒に対しては積極的に教えて、将来王国の中枢をなす人物になるんだぞと激励を送るくらいだ。理由はまぁ、この凄すごい子は私が育てたんだ！　って自慢したいからだろうね。

　で、平民で魔法学校も出ていない僕がこの図書館で司書をやっていて、あまつさえ僕が生徒たちに勉強を教えていることを知った教師たちが数名乗り込んで来たんだよ。貴様ごときが教えるなとか、学のない者がこの図書館で司書をするなとか、それはまぁ色々と言われたよ。

　で、僕も素直に謝れるような性格じゃないから、ついつい言ってしまった。

　汚ねぇ口を開くな、雑魚ども。って、笑顔で。

　当然教師たちは大激怒。声を荒らげて詰め寄ってきて、一触即発な空気になったけど、その時一緒にいたフィオナの一言で、渋々、本当に渋々帰って行った。教師たちが帰った後、フィオナにはしこたま怒られたね。

　それ以来、新規の生徒が来ることが少し減ったかな。

「そうだったんですね……」

「まぁ、生徒が減っても減らなくても、僕としては興味ないです。ただ、来てくれた子たちには、多少勉強を教えています。時間が空いていれば、ですけどね」

「うぅ、もっと早くに来ていればよかったです」

「学校が始まったら、いらしてください。でも、その前にシオン様の病気を治す方法を見つけないといけませんね」

　お世辞にも状況は良いとは言えない。早いところ……そうだな、少なくとも新学期が始まる前には問題を解決しておきたい。シオン様だけが魔導書との契約を済ませていない、なんてことがないようにしないと。身分的にも大丈夫だとは思うが、いじめの原因にもなりかねないからね。

「具体的な治療方法は見つかりませんが、このままにしておくのは非常にまずいです。何らかの処置を行わないといけませんね」

「処置、ですか？」

　首を傾げるシオン様は、あまりピンと来ていない様子。そりゃあ、わからないだろうね。魔法的器官の名称や働きを簡単に説明しただけだし、内部で問題が起こっていても、その問題が目に見えたり、身体で実感できるほど表に出ているわけでもないし。

　けれど、シオン様の体内では着実に病は進行している。このまま放置しておくと、重大なことになりかねないので、今ここで多少なりとも処置をしておくべきだ。

「処置と言っても、大掛かりなことはやりません。治療と言うのも大おお袈げ裟さな程、簡単なことですよ」

「……痛いですか？」

　シオン様は不安そうに僕を上目遣いに見上げられた。痛いのが怖いのはまだまだ子供だなぁ。いや、実際子供か。

「大丈夫ですよ。痛くはありません。ただ、ちょっとふわふわした感じになるかもしれません。何しろ、身体の中に蓄積している無駄な魔力を強引に外に出すわけですから」

「無駄な魔力を外に？」

「はい。シオン様の身体は今、余剰魔力を十分に放出することができない状態にあります。生成率が低下しているとはいえ、それでも魔力は生成されています。この状態で放置しておけば、いずれ身体の中に溜たまった魔力が暴走して、取り返しのつかないことになるかもしれません。最悪、許容量の限界を迎えた身体が爆発します」

「ひぇ………」

　体内の魔力が暴走し爆発する。

　そのことを連想したのか、シオン様は青ざめた様子で身体を震わせた。

　そういう事故になった例は案外少なくない。体内で生成した魔力が放出されずに行き場を失い、やがて当人の身体が爆発してしまった……。空気を入れ過ぎた風船と同じ原理だね。許容量を超えてしまうと、破裂してしまう。

　そうならないために、常日頃から魔力は体外へと放出されているわけなので、病以外では基本的に許容量を超えることはないから特に心配する必要もないんだけど……シオン様は心配をしなくてはならないね。

　このままでは、その未来が到来してしまう。

「どどど、どうすればッ！」

「安心してください。そうならないために、今から処置をしますので」

　恐慌状態に陥る前に、学習机の近くに設置されていたソファに彼女をうつ伏せに横たわらせる。

　次いで、僕は彼女の背中に右手を置いた。

「あの、セレル様？」

「では、行きますね。最初は驚くと思いますけど、しばらくすれば慣れて来ると思います」

「え？　ちょ──んっ！」

　少し色っぽい声を上げたシオン様は、数秒程身体に力を入れていたが、やがて筋肉を弛し緩かんさせ、気が抜けたように表情も緩めた。部屋でリラックスしている時のように。

「これ、すっごく気持ちいぃですぅ……」

「心地よくなってきましたか？　シオン様の内包魔力量からすれば……そうですね、五分程はこのままでいましょうか」

「はい……。何を、なされているんですかぁ？」

　身体を弛緩させた状態のシオン様がこちらに視線を向けたので、僕は空いているもう片方の手に紫電を纏わせ、微かすかに放電させた。大気を弾く音が間近で聞こえ、シオン様は、え？　と表情を強こわ張ばらせた。

「雷、ですか？」

「はい。と言っても、人体に害があるくらい高出力なものではありませんよ。蓄積している疲労を解ほぐしたり、血流をよくしたりするくらいの微弱なものです。シオン様の身体に蓄積している余剰魔力は今、じんわりと身体の外へと放出されています。身体がポカポカしているのがわかりますか？」

「とっても、気持ちいいです。このまま、眠ってしまいたいくらい……」

　目を閉じるシオン様は本当に気持ちよさそうにしているな。

　ちなみにこの治療方法は、知っている限り僕しかできない。雷をここまで微弱に発動させることがそもそも難しく、加えて長時間維持させるのは至難の業なのだ。習得するにはかなりの訓練が必要になる。

　背中に手を当てているのは、心臓の真上から僕の紫電を流すと、血流に乗り全身くまなく電流が流れるので、疲労改善、並びに余剰魔力放出効率も向上するから。

　流石さすがに胸に触れるわけにはいかないからね。

　治療中は特にやることもないので、僕はシオン様に尋ねる。

「シオン様が契約する予定の魔導書は、やはり上位の位階である魔導書ですか？」

「そうですねぇ。確か、お父様よりも上だったはずです」

「……となると、智天書ですか？　それはまた……凄いですね」

　流石は公爵家。そんなに貴重で強力な魔導書を持っているとは。

　上位三書はそれ以下と比べて極端に数が減り、智天書ともなれば世界に四十冊もない程になるだろう。お金で買うことができない程の価値がある貴重な魔導書を所持しているのは、それだけで家の影響力を示していることになる。シオン様がその魔導書と契約して、魔法を学び成長した暁には、とてつもない魔法士になっていることだろう。

　公爵家の人間としてだけでなく、王国の魔法士として凄すさまじい力を発揮されるだろうね。

　この病を治さないと、彼女個人だけではなく、王国全体の損失になる。

「絶対にこの病を治して、智天書の魔導書と契約をしなければなりませんね。それを用意してくださった公爵閣下のためにも」

「はい！」

　その意気やよし。彼女が魔法士として立派に成長するためにも、僕も司書としてこの図書館で培った知識の力を振るうとしよう。現状手がかりが一切ないので、どれくらいの期間で問題が解決するかはわからないけど。

「せ、セレル様……んっ」

「あ、すみません。ちょっと強かったですね」

　他のことを考えていたので、少し電流が強かったかもしれない。

　僕がすぐに弱めると、シオン様は再び身体を弛緩させてリラックスした状態になった。危ない危ない。慣れているからって集中を乱すのは危険だ。

「これ、本当に気持ちいいですね……マッサージ屋さんをやられたら、とても繁盛しそうです」

「やりませんよ。僕は司書の仕事が気に入っているので、そんな面倒な仕事はしません。寧むしろ、僕が雷でマッサージができるということ、あまり広めないでくださいね？」

「？　どうし──あ、そうですね。わかりました」

　下手に知られてしまうと、やってくれと色んな人から頼まれかねないからね。

　司書の仕事はただでさえ忙しいんだから、そんなことをしている暇なんてないんだ。今回はシオン様の命を助けるためだし、特例でやっているだけ。あと、偶たまにフィオナにやってあげるくらい。

　と──。

「ん？」

　シオン様の全身を絶え間なく巡っていた電流が今、一瞬だけ止まったような気がした。行く手を、壁のようなもので遮られたように。

　そう、丁度、あの痣あざがあった鎖骨あたりで。

「……気のせいか？　いや──」

　微かな違和感ではあったが、こういった疑念を気のせいというだけで片付けてしまうと、後々後悔するのはよく知っている。なので、見逃しはしない。

　シオン様に流している電流は止めることなく、的確に、痣があった箇所にだけ少し強めの雷を──ッ!?

「弾かれたッ!?」

　雷を痣へと直接ぶつけた瞬間、強制的に魔力に戻され分解されたように掻かき消きえた。雷を構成していた僕の魔力は、そのままシオン様の体外へと排出される。

　いよいよ、この痣がただの病気なのかどうか怪しくなってきた。魔法を弾いたということは、痣自体が魔力を含有しているのだろう。

　いや、そもそも魔法を弾くなんて……。

「わからないことだらけになってきたな……」

「どうかなさいましたか？」

「いえ、何でもありません。さ、治療はこれで終わりですね」

　シオン様を不安にさせないように全力で笑みを浮かべ、僕は彼女の背中から手を離し、召喚していた雷天断章も消滅させる。色々と説明するのは、もっと情報を収集してからにしよう。

　立ち上がったシオン様は肩を回したり、その場で飛び跳ねたりして、疲労の消えた身体に歓喜の声を上げていた。

「す、凄すごいです！　身体が凄く軽いです！」

「それはよかった。ですが、あんまり無む茶ちやはしてはいけませんよ？」

「はい！　ありがとうございます！」

　嬉うれしそうな彼女を見ていると、僕まで心が和んでくる。

　うん、確か我わが儘まま王女殿下にこれをやってあげた時も、似たような反応をしていたな。あの時は勢い余って僕に飛びついてきたけど、シオン様はそこまではしたない行為はなされないようだ。

「さて、僕はまだこれから色々と調べてみますけど、シオン様はどうなさいますか？　書物ならたくさんあるので、退屈することはないと思うんですけど」

「あ、その、実は少しお願いがありまして」

「なんですか？」

　小首を傾げていると、シオン様は持っていた手て提さげ鞄かばんの中から一冊の問題集を取り出した。そこに書かれているのは、魔法基礎の文字。

「春休みの宿題なんですけど、ちょっとわからないところがありまして。ご、ご迷惑でなければ、少し教えていただけませんか？」

「いいですよ。教えるのは慣れていますし、なんなりと聞いてください」

「はい！」

　嬉しそうに返事をするシオン様は、早速ページを開く。

　僕は調べものの片手間、シオン様に色々と問題の解き方を教えながら、その日を終えた。




　　　　◇




　結局、一日中探しても、シオン様の病を治療する方法を見つけることは敵かなわなかった。

　あらゆる専門家が匙を投げた問題を一日で解決しよう、ということがそもそも無理な話なんだけど、それでも僕は落胆を隠せないでいた。

　だって、あの図書館にあった本──医学書と魔法文献を精査したというのに、手がかりが一切なかったんだ。対象の魔法的器官に障害を与える病や魔法について記された本は一冊も見当たらなかった。正確には、魔法的器官の病気については見つけることができたけど、それはあくまで一つの器官における障害であり、三つ同時に能力が低下するという症状については記されていなかった。治療方法も薬の服用によるものばかりで、シオン様は既にそれを試して治らなかったと言っている。

　それに、痣についても有力な情報は皆無。

　魔法文献にもそれらしい記述はなかったが、少しでも手掛かりになるものを探さなくては、ということで、一日で二千冊以上を読んだ。本当に、疲れた。

　本来なら一日二千冊も読むことなんてできないけど、僕はそれを可能にするため、魔法の力に頼った。


一．書籍検出で僕が望む本をピックアップし、僕のもとへと持ってくる。

二．手元に飛んできた本に、雷天断章を介して必要な内容が記されているページがあるかを調べ、該当箇所があればそのページを開く。

三．僕の求める情報がなければ本を元の位置に戻し、次の本へ。



　この作業を延々と、僕の脳が限界を迎えるまで行った。しかも、合間にシオン様の勉強を教えつつ。

　本当に、大変だった。書籍検出自体は、普段から来館者が本を探してほしいという時に用いているので、使用することは造作もない。

　けど、今回は本を見つければいいというだけではなく、内容まで精査しなければならなかった。

　何しろ、どんなに小さな手がかりでもいいので欲しい状況。

　必要なワードだけを探していたら、何か重大なことを取とり零こぼしてしまいそうで怖い。なので、僕は片っ端から確認していったというわけである。

　速読に加えて、二冊以上を同時に読むために並列思考ブレビアという魔法も使いながら。

　もう、頭痛が酷ひどくてならない。途中からは吐き気も加わった。

　数年前の僕は一日で六千冊以上読んでいたこともあると考えると、当時の僕がどれだけ異常だったかがわかる。一日中図書館に籠もり、並列思考を常時使用しながら読み進めていたような。

　一日二千冊も常人離れ……いや、もはや人間じゃないな。

　僕が疲れて休憩している時に公爵閣下は会談を終えて戻られ、シオン様を連れて王都内にある屋敷へとご帰宅された。

　しばらくは王都に留とどまるそうで、シオン様をよろしくと言い残されて。

　流石に毎日は来ないだろうし、僕も司書の仕事がある。可能な限り時間を見つけて、調査を進めておかないと。

　シオン様の病気や今後のことを考えて眠りに就いたのは、日付が変わった頃。夢を見ることもなく深い眠りから抜け、起床したのは早朝の五時。いつもはもう一時間くらい遅くに起きるんだけど、多忙な僕が時間を作るためには睡眠時間を削るしかないんだ。寝足りないため瞼まぶたが重く、再び目を閉じればすぐにでも眠りに落ちる自信がある。だけど、今二度寝してしまうと絶対に寝坊する羽目になる。体感では五分程度でも、実際には二時間経過していた、なんてことになりかねない。

　そうならないために、閉じかけていた目を擦り、大きな欠伸あくびをしながらベッドから抜け出した。身だしなみを整え、いつもの司書服に黒い博士帽子を着用し、下宿先を出てまだ暗い王都の街中を歩く。

　朝というのも躊躇ためらわれる時間のためか、通りの店はほとんど明かりが灯ともっていない。唯一ベーカリーが早朝の仕込みを行っているようで、店頭とは違う裏口から微かすかに光が漏れ出ている程度。

　可能ならば、僕も喫茶店で朝食を摂ってから仕事に向かいたいところだけど、そんな贅ぜい沢たくも言っていられない。今日の仕事に集中せねば。

　図書館が開く時間は、午前九時。今は五時過ぎなので、四時間弱は調べものをする時間が得られるはずだ。司書室にはお茶菓子の他にも、パンなどが保管されているので、朝食はそれを食べればよし。ちなみに、司書室に寝泊まりすることも多いので、中には寝具の他にも生活必需品が結構揃そろっている。

　頭上にある夜明け前の空と星を見上げながら数分程歩き、図書館の裏口に到着。

　懐から鍵を取り出し、鍵穴に差し込もうとした時、

「あれ？　セレル？　なんでこんな時間に？」

　聞き馴な染じんだような、馴染んでいないような、どっちともつかない声が鼓膜を震わせた。

　まぁ、一度は聞いたことがあるのは確かなんだけど、そこまで頻繁に会うわけではないので、聞き馴染んではいないか。

　振り向き、僕は博士帽子の位置を直しながら声をかけてきた人物に視線を向けた。

「そういうエゼルこそ、なんでこんな時間にこんなところにいるんだよ」

「俺は朝の訓練で団長に呼び出されたんだよ。こんな時間にな」

　気け怠だるそうに溜ため息いきを吐いた彼の名は、エゼル＝フロイジャー。

　凄すご腕うでの魔法士を輩出している王国きっての名家である、フロイジャー侯爵家の次男坊。上に兄と姉が一人ずついて、下には妹さんが二人だったかな？

　兄弟は全員、魔力にも才能にも恵まれていたが、中でも群を抜いて魔法の才能があったのがエゼルだった。

　代々最も魔法に優れた者が家督を継ぐことになっているのがフロイジャー家であり、本来ならば家を継ぐのはエゼルだった。が、彼は絶対に家は継がない、と父である侯爵閣下に言い放ち、強引に家出してきたという豪胆な経緯を持っている。

　家の繋がりは一切頼らず、実力だけで成果を上げ、今では宮廷魔法士団のエースを張っているのだから、素直に称賛する。今年で十九歳だった、と思う。

　知り合った経緯は……また後日。

「訓練って……こんな朝早くから大変だねぇ」

「そうなんだよッ！　まだ眠たいのにさぁー。人使いが荒すぎるっての！」

「はは、でも団長さんも何かあったから呼び出したんじゃないの？」

「罰だとよ」

　思わぬ台詞せりふが返ってきたことに、思わず目を見開く。

　罰？

「えっと……何かやらかしたの？」

「団長がいない時の訓練でよ、他の団員たちに纏めて稽古してやるって言って、全員ぶっ飛ばした」

「あぁ、それは君が悪いね。潔く団長にボコボコに……はされないだろうから、適度に汗を流してきなよ。あんまりやりすぎないようにね」

「訓練場を壊さない程度に頑張って来る。んで、セレルはどうしてこんな時間にいるんだ？」

　エゼルに問われ、何と返そうか一瞬迷った。流石に公爵令嬢が病にかかっていて、それを治す方法を見つけるために早く来た、とは、言えない。シオン様が魔導書との契約ができなくなっている件は、外部の人間には知らされていないだろうから。

　僕はエゼルに、嘘うそと本当が交じったことを伝えた。

「個人的な調べものだよ。僕は普段忙しいから、調べものをする時は深夜か早朝にしかできないからさ」

「こんな時間から調べものとは、知識欲の権化だな、お前は」

「いやぁ、強い人を見るとすぐに模擬戦を挑む戦闘欲に塗まみれた獣には言われたくないかな」

「戦意のない奴やつよりは、魔法士としてよっぽど役に立つと思うけどな」

「まぁね。僕もそれ自体は悪いと思ってないよ。ただ、断られた時に駄だ々だを捏こねるのはやめよう。勧誘も程々に」

「それは肝に銘じておくが、まだお前を諦めたわけじゃねぇからな？」

　口角を釣り上げたエゼルは、僕の肩を右手で掴つかんで耳打ちする。これは、いつものお決まりのパターンだな。

「今からでも遅くない。俺たち宮廷魔法士団の仲間にならないか？　お前ならすぐに副団長くらいにはなれるだろ」

「何度も断ってるだろう？　僕はただの司書だし。っていうか、そんな簡単に言ってくれるけど──」

　僕は目を細めてエゼルを軽く睨にらんだ。

　本当に簡単に言ってくれるというか、僕に対しての評価が過大だと思う。

「君も団長も副団長も、契約している魔導書は智天書じゃないか。その時点で副団長なんて無理だよ。僕の雷天断章は能天書。その差は歴然だ」

「その差を物ともせずに俺と対等にやり合ったお前が言うと、嫌いや味みにしか聞こえないな。あの時は下手したらどっちか死んでたぞ？」

「それはエゼルがムキになって、訓練場を半壊させたからじゃないか。こっちの身にもなってくれ。それより、いいの？　時間」

「あ、やべ！」

　話し始めてから既に十数分が経過している。

　あんまり遅くなりすぎると、宮廷魔法士団長殿が怒り心頭で彼を迎えに来ることになるだろうね。そのことが脳裏を過よぎったみたいで、エゼルは「じゃあなッ！」と慌て気味に言い残して走り去って行った。

　全く元気な人だよ、本当に。あの言動では、とても僕より年上だとは思えないな。魔法の実力は凄すごいんだろうけど、もう少し落ち着いてほしいと思う。

「……何か食べるか」

　エゼルの後ろ姿を見送った僕は差し込んだままだった鍵を回して扉を開け、図書館の中へと入った。




　図書館の中に入った僕は真まっ直すぐに司書室へと向かい、軽い朝食を摂り、昨日の続きを行っていた。

　医学書は昨日の内にほとんど読み終えてしまったので、今日は病気を誘発する植物や物質に関する文献を重点的に読よみ漁あさっていく。書籍検出と並列思考を同時発動して。

　時折、並列思考の酷使によって痛む頭を休めるために休憩を挟みながら、着実に未読の数を減らしていく。中には印象に残っている本もあり、読んでいる最中に「懐かしいなぁ」なんて感慨に耽ふけったりしながら。

　だけど、幾ら読めども目的の事柄が記された本は一向に出てこない。というか、相変わらずこの図書館、本多すぎだろ！　一向に終わりが見えないなんて、軽く絶望してしまうくらいなんだけど……。

　並列思考を増やすか？　かなり魔力を使うし、脳を酷使することになるから頭痛が凄いことになるけど、できないことはない。

　だけど……デメリットが大きすぎる。

　僕は並列思考を最大七つまで使えるのだけど、それを使うと五分もすれば脳の処理能力が限界を迎えて、数日間寝込むことになってしまう。現実的に見れば、三つが限度かな。三つでも相当疲れるから、やりたくはないんだけどね。でも、時間には代えられないし、ここは覚悟を決めて──頭を撫なでまわされる感覚。一拍置いて、僕がよく知る少女の声が聞こえた。

「朝からこんなに本を読んで、何やってるの？　疲れてるみたいだし、目元の隈くまもかなり濃いわよ？」

「…………フィオナ？」

「そうよ。フィオナ様ですよ～。ちゃんと見えてる？」

　僕の頭から両りよう頬ほおに手の位置を移した王女殿下──フィオナは僕の顔を覗のぞき込こむなり、心配そうに目を合わせた。

　この子が本気で僕の心配をしてくれるなんて珍しい。いつもは偉そうな態度を取りながらも、最後まで続かなくて可愛かわいい姿を僕に晒さらしまくっているのに。

　僕は一旦並列思考を解除し、大きく息を吐いて身体を弛し緩かんさせた。

「見えてるよ。ちょっと、並列思考の使い過ぎで疲れているだけさ」

「並列思考って頭に相当負荷がかかる魔法じゃない。この浮かせている本の数も凄いけど……何冊読んだの？」

「昨日と合わせて……二千五百とか？」

「異常よ、異常。そんなに読んだら疲労が溜たまるどころか、破裂するわよ？　頭がパンクするの」

「いや死ぬことはないけど……流石に疲れたかな。今何時になった？」

　多分、二時間くらいは読んだと思うけど、時計を見てなかったから時間がわからない。フィオナは大きな溜め息を吐き、懐中時計を取り出して僕に見せた。

「八時前よ。図書館が開くにはまだ一時間くらいある」

「そっか……なに？」

「こっち」

　フィオナは有無を言わさずに僕の手を引いたかと思うと、背もたれのないソファに僕を横たわらせ、後頭部を自分の膝に乗せた。

　柔らかな感触に、微かに鼻び腔こうを擽くすぐる香水のいい匂い。

　こうして僕が疲れている時、フィオナはよく膝枕をしてくれる。本当に、心の優しい王女様だ。

「ありがとう。ちょっと休ませてもらうよ」

「どういたしまして。でも、本当に疲れた顔してるわよ？　今日は図書館閉めて、休んだら？」

「そういうわけにもいかないよ。勉強したい子たちだっているだろうし、何よりあんまり時間がないんだ」

　シオン様の体調は、現段階では問題ない。昨日の処置で魔力も十分に放出させたので、しばらくは蓄積障害を起こすこともないだろう。

　だけど、悠長にしている暇もない。刻一刻と、あの病はシオン様の身体を蝕むしばんでいるのだから。

　フィオナは僕の髪を撫でつけながら、なるほど、と相あい槌づちを打った。

「シオンのことね」

「うん。ちょっと厄介な病にかかっていてさ。文献を片っ端から漁あさっているところなんだよ」

「病？　あぁ、だからベルナール公爵はあんなにも焦った様子で私に相談してきたのね。そりゃあ、娘の一大事ともなれば取り乱しもするか」

「君は詳細を知らされないまま僕を紹介したんだろう？　なんて相談を受けたんだい？」

「誰か、博識で常人では太刀打ちできない知識を持つ賢人を知らないかって」

「その問いで僕の名前を出したの!?」

　賢人って……そんなの遙はるか昔の歴史に消えただろう。

　人智を超越したような存在に、僕みたいなまだまだ未熟者の名前を出さないでほしい。公爵閣下が過度な期待をしていたのは、そういう理由もあるのか……。おのれ。

「フィオナ。前から思っていたんだけど、あまり過剰に僕の評価を上げるのはやめてくれないか。力不足にも程があるよ」

「あら？　そんなことないでしょ。王都で唯一の宮廷司書にして、この図書館に所蔵されている書物を全て読破し、あらゆる知識を身に付け、尚なお且かつ能天書と位階の低い魔導書を持ちながら常識離れした雷と風魔法を操る。私のセレルに対する評価は全く過大ではないわよ」

「……どう思いますか？　ルーナさん」

　僕はフィオナから視線を外し、先ほどから本棚の陰に隠れてこちらを見ている──正確には、王女であるフィオナを護衛している女性に声をかけた。

「気配は完璧に消していたはずなのですが……」

　ふてくされながら姿を現したのは、動きやすさを重視した軽装に身を包んだ騎士──フィオナの専属護衛を務めている、ルーナさん。
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　鋭い眼光を持つ赤い瞳と、後ろで一つに束ねられた赤い髪が特徴的な美女であり、近衛の中でも実力はトップクラスだと聞いている。

　そして、初めて王族の専属護衛になった、竜人族の戦士でもある。

　僕はムスッと口をすぼめる彼女に笑みを浮かべた。

「ここを何ど処こだと思っているんですか？　図書館にいる人が気配を消そうと、僕には容易に感知できますからね」

「お見それしました。それと、私としては、フィオナ様のセレル様への評価は全く過大ではないと思います。寧ろ、過小評価に過ぎる程とも言えるでしょう」

「貴女あなたまでフィオナの肩を持つんですか？　はぁ、ただの司書が賢人を名乗るのは些いささか無理が過ぎると思うんですけど」

「「ただの司書とは言えないわよ（です）」」

　即座にそう返され、僕は諦めて目を閉じた。

　個人的には、宮廷魔法士団の主戦力である魔法士や、広大な領地を統治している人たちのほうが凄いと思っているんだけど。僕はたかだか、この図書館を管理しているに過ぎないのだし。

　でも、どれだけ言っても評価は変わりそうにないので、僕は話を変えることに。

「大体、フィオナは僕を専属護衛にしようとしているんですよ？　僕の事、快く思わないんじゃないですか？　ルーナさん」

「フィオナ様の意見を尊重します。それに、なにも専属護衛は一人と決まっているわけではないのです。もしもセレル様が専属護衛を引き受けるのならば、私と二人でフィオナ様をお護りすることになるのでしょう」

「その通りよ。私は優秀な人は手元に置いておくタイプだし、気に入った人は更に傍に置くの。だからセレルを勧誘してるのに……いけず」

「だから僕は司書なんだって……あぁ、このままじゃ鼬いたちごっこだ。今やるべきなのは、シオン様の容体の解明だよ。早く調べを進めなくちゃ──」

「まだダ～メ」

　起き上がろうとしたけど、フィオナに肩を押さえられて止められた。再び膝枕の状態に戻った僕を見て、彼女は柔らかな笑みを浮かべている。

「時間いっぱいまではこうしていなさい。王女としての命令よ」

「……わかったよ」

　ここで抵抗しても無駄なのは、経験則から理解している。今は大人しく、フィオナの言う通りにしておくとしよう。

「全く、目を離すとすぐに無理するんだから」

「でも、無理しないとシオン様がね？」

「それはそれ。これはこれ。シオンも貴方あなたが身体壊すまで頑張ることを望んでいるわけじゃないでしょう？　無む理り無む茶ちやをし続けるなら、王宮の私の部屋にしばらく監禁するわよ？」

「……何するつもり？」

「…………お、女の子の口からそういうことを言わせようとしないの!!」

　いや監禁した僕に何をするのかを聞いただけなんですけど……。口にするのも憚はばかられるようなことをするつもりなのですか？　この変態王女さん。

　ここはとことん追及してみようか、なんて考えたところで、ルーナさんがクスクスと笑う声が聞こえた。

「お二人は本当に仲がよろしいですね。仲なか睦むつまじい、恋人のようです」

「王女殿下という身分のフィオナと、平民の僕が結ばれることはまずありえませんがね」

「……そうね。今のままでは、無理ね」

　実際には身分の違いが結婚の妨げになるような法律はないが、やはり王族ともなれば配偶者にもそれなりの地位が求められる。国の外にまで目を向ければ、王族が平民と結婚する例はあるけど……ごく僅かだ。

　身分を無視できる程の功績が僕にあれば話は別だけど、残念ながら僕はただの図書館勤めの司書だ。功績を上げる機会なんてそもそもない……フィオナがニヤニヤと笑っている。なんだ、その表情は。

「現状なら反対が大多数よ。セレルが現状を維持するなら、ね」

「……何が言いたいんだ？」

「ふふ、さぁ？　でも、言うとすれば……身分の差を無視できる程のものを、貴方は持っている。以上」

「……」

　からかう口調のフィオナから視線を逸そらした。この件に関しては、僕は何も言わないほうがいい。絶対にボロが出るから。

「……今日はやけにからかってくるね。何かあった？」

「フィオナ様は昨日の会談で気分が落ち込んでいるので、セレル様とお話ができて嬉しいのですよ」

「ちょっと、ルーナ!?」

「会談？　そういえば、公爵閣下も会談があるって言っていたなぁ。確か、伯爵が相手、とか言っていたような気がする」

　日付的に、一緒の会談だったようだ。

　貴族は平民にはわからない政治だったり、家同士の付き合いだったりと、やたら会談やらパーティーやらを行っているイメージがある。で、当然それはいいことばかりではなくて、嫌なことも起こるわけで。

　寝転がったまま、僕はフィオナの頬に手を添えた。

「何か嫌なことでもあったの？　気持ちが楽になるなら、話を聞くよ」

「……そういうとこよね」

「鬱うつ憤ぷんを溜めているフィオナを放ってはおけないだろ。ほら、話してみなよ」

「……じゃあ、ちょっと愚痴を聞いてもらおうかしらね」

　嬉しそうに言ったその言葉を皮切りに、フィオナは胸の内に溜め込んでいた鬱憤を吐き出し始めた。会談であった嫌なことを始めとして、日頃から思っている不平不満を、途切れることなく。

　彼女の話を聞いていると、王族という身分はとても気苦労が多いことを痛感させられる。確かに平民よりいい生活をしているかもしれないけど、それ以上に負担が大きいみたいだ。強いストレスを感じる人付き合いに、命を狙われる危険、更に公務で奪われる時間や行動の自由。心底、僕は身分が低くてよかったと思う。

　フィオナの愚痴は、三十分程続いた。

　その間、彼女はずっと僕の手を握りしめていて、時折怒りが込み上げてきたのか、握る力が強くなる。その都度軽く握り返してあげると、安心したように脱力する。何だか、小さい子の相手をしているみたいな気分だった。

「でね！　グランツ伯爵の家とは正直もう会談なんてしたくないわ！　長男のレベスが私たちのことをいやらしい目で見て来るし、発言がいちいち貴族主義的で、いつの時代の馬鹿なの？　って思ったくらいよ。盛りのついた獣ね、あれは」

「貴族も大変だねぇ」

「そうよ！　ベルナール公爵家やフロイジャー侯爵家を始めとした人たちがいたから、何とか我慢できたけど……会談の終わり際にレベスからお茶でもどうかって誘われたしね。気持ち悪くて鳥肌が立ってしまったわ」

「断ったんだろう？」

「当然よ。何されるかわからないし」

　確かに、話を聞く限りでは性根も腐りきっているように思える。二人きりになれば、それこそ強引に関係を持とうと襲ってくるかもしれない。もしくは、何か薬を盛られるとか。

　まぁ、どちらにせよフィオナにそんなことをしようものなら、彼女が魔法士としての実力を発揮するだろう。相手は正気を保っていられるかどうか。

　と、フィオナは不機嫌そうにしていた表情を一変させた。

「それに……私と二人きりになれる権利は、既に譲渡済みだから、ね？」

「……」

　いつの間にか逆転してしまった膝枕。

　その辺りは気にせず、昨日の会談で多大な精神的ストレスを被ったお姫様の髪を撫なでる。気持ちよさそうにしている姿は、何処か猫を連想させた。

「そういうことを恥ずかしがらずに言うところ、君らしいと思う。でも、たとえ二人きりになって君に手を出そうとしても、君のすぐ近くにはルーナさんだって控えているわけだし、大丈夫だと思うけど。君自身も相当強いし」

「二人きりの空間、っていう時点で嫌なのよ。それに、私が魔法を使うと最悪部屋が吹き飛ぶわ」

「まぁ、身の安全を考えるならできる限り一緒にならないほうがいいね。近寄ってきても、何とか取り繕って逃げるとか」

「それができればいいけど、仮にも王女という身分である以上、そうもいかないのよね。第三王女で、王位継承権も下位だけど」

　本当に嫌になる、とフィオナは大きな溜め息を吐いた。

　王女という身分のフィオナが特定の貴族を邪険に扱ってしまえば、それは大変大きな問題になってしまう。王族はどんな身分の者にも平等に接しなければならない。平等に接しなければならないのは誰にでも言えることだけれど、現実には差別意識が強い貴族がいる。幸いにも、当代の王族は皆差別意識がないが。

　それでもやっぱり人間だから、好き嫌いはあるだろうけどね。嫌いな人に無む理り矢や理り笑顔を振りまくなんて……僕には絶対に無理だ。生あい憎にく、僕はそこまでの愛あい嬌きようは持ち合わせていないから。

「グランツ伯爵家は、他の貴族からも嫌われている……みたいだね」

「嫌われているわ。うち以外にも、ベルナール公爵も嫌悪感を露あらわにしている。現当主のグランツ伯爵は、どうも上位貴族との関係が欲しいらしくて、公爵家や侯爵家の人と顔を合わせる度に、自分の子供を婚約者にどうだって訴えかけているわ。努力が実を結んだことはないけど」

「貴族主義ってだけで、正直会いたくないな。多分、僕なんか顔を合わせた途端に罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げかけられるだろうし」

「……そんなことをするようなら、あの家を徹底的に潰すけど。何か嫌なことをされたら、すぐに私に言ってね？　私が持つ権力をフル活用して、相手を地獄に叩たたき落おとすから」

「お姫様がそういうことを言わない」

「はいはい。あ、そういえば、昨日は図書館でシオンの面倒を見ていたそうね」

　フィオナが不ふ貞て腐くされたように言い、僕は誤魔化すこともないかと、素直に首肯する。

「ベルナール公爵閣下にお願いされたからね。シオン様が苦手な人がいるからって理由だったけど、話を聞く限りグランツ伯爵家の人間みたいだね」

「シオン……は、そうね。あの子は元々男の人を苦手としているところがあるから、露骨にあんな視線を向けられるのは拷問みたいなものなのよ。シオンはレベスの求婚をかなりばっさりと断っていたし」

「へぇ……でも、そんな嫌な相手に求婚されるなんて」

「嫌よね、普通に考えて」

　可哀かわい想そうに、と言いながらフィオナは僕の手と自分の手を絡める。別に抵抗することなくそのままにさせて、僕は思考に耽ふけった。

　シオン様にそんな弱点があるとは思わなかったな。

　僕とも普通に接してくれるし、男性嫌いっていうイメージは全然湧かない。寧ろ、愛想も良くて色んな人から好かれるタイプの子かと思っていたよ。

　昨日見た限り、勉強にも熱心に取り組んでいて、集中力も高い。病さえなければ、今頃魔導書と契約して数多あまたの魔法を使いこなしていただろうな。

「本当に、男性が苦手っていうのは厄介よね。貴族なら子を残すことは義務のようなもの。いざ婚約者を、っていう時に必ず困るわ」

「そうなっても、好きになった相手なら大丈夫なんじゃない？」

「馬鹿ね。恋愛結婚が必ずできる程、自由度は高くないわ。政略結婚だって十分にあり得る。まぁ、ベルナール公爵は子供想おもいだし、シオンの希望に沿った形の結婚をさせてあげようとするでしょうけど」

「最近は、魔法士としての才を重視するところが増えているからね。エゼルも次期当主にされそうなところを逃げてきたらしいし」

「あの若輩者は我わが儘ままが過ぎるのよ」

「あいつは僕らよりも年上だよ……」

　とても年上には見えない程我儘放題なのはその通りだけど。それでも部下をしっかりと育てているし、人一倍仲間想いな面もある。僕から見れば、エゼルは悪いところよりも良いところのほうが圧倒的に多いと思うな。

「それにしても、婚約かぁ……」

「なぁに？　興味があるの？」

「ないと言ったら嘘うそになるよ。肉体年齢だけど、僕も十八になるし、王宮に行くと知り合いからまだ結婚相手はいないのか？　って凄く聞かれるしさ。この歳としまで色恋沙汰とは無縁だったから、積極的にはなれないけどね」

「ふ、ふぅん……」

「それに、そういう人が出て来るのはもっと先のことだと思っているから、今の僕は司書をやりつつ、自由にやりたいことをするほうが性に合ってる」

　なんだかんだ言っても、恋人がいなくても日常は充実しているからね。無理してそういう人を作る必要もないし、この図書館に籠もって知識欲を満たしつつ、時間を浪費するのが楽しいんだ。

　何より、僕には優先的にやらなければならないことがある。

　と、不意にフィオナが起き上がり、僕の背中に回って抱き付いてきた。そのまま耳元に口を近づけ、囁ささやくように問うてくる。

「……好きな人とか、いないの？」

「……まぁ、それはね」

　明確に断言することはしない。けど、自分自身では心の中に確かな恋心を宿していることは、自覚している。多分、これはこの先どれだけ素敵な人と出会っても、変化することはないだろう。

「……ねぇ、セレル」

「ん？」

　突然顔を少し赤らめて僕の名を呼んだフィオナは、一度咳せき払ばらいをした後、意を決したように口を開いた──時、先ほどから無言で僕らの会話を聞いていたルーナさんが言った。

「恋愛関係にある人がいないのでしたら、私との婚約も考えてみてはいかがですか？」

「へ？」

「な──ッ、ル、ルーナッ!?」

　突然言われた言葉に、フィオナが叫ぶ。

　えっと……ルーナさんを婚約者に？　いや、一体何ど処こからそんな話が出てきたの？

「実は私も父から散々言われておりまして。まだ結婚はしないのか、いい男がいないのなら見合いをさせようか、なんてことを帰省する度に言われるのです」

「それで、どうして僕なんですか？」

「そ、そうよッ！　大体、竜人族が人族の婿を取るなんて聞いたことが──」

「確かに少なくはありますが、ゼロというわけではありません。私の村にも、人族と結婚した者はおります。セレル様は宮廷司書というお立場もさることながら、魔法技量においてはかなりの実力者と伺っています。私が伴侶とする男性は、少なくとも私より強い方が望まれますので」

　戦闘種族らしい考え方だなぁ……。

　僕が戦っている姿を直接見たことがある人って少ないし、ルーナさんは見たことがないはず。伝聞──恐らく、フィオナから聞いたのであろう情報だけで判断するのはよくないよ。

　婚約者っていうのは、生涯を添い遂げるべき人のことだ。

　大切な人をそんな簡単に決めるのはいけない。もっと時間をかけて見つけ出し、そこから愛を育んでいくことが必要……らしい。恋は一瞬とかいう言葉もあるけど。とにかく、きちんと断らないと。

「魅力的な提案ですけど、僕よりもいい人がいると思いますよ。それこそ、宮廷魔法士団には僕より強い人がいますから」

「振られてしまいましたか。フィオナ様」

「な、なによ」

「頑張ってください」

「何がよッ[image: かんたんふ]」

　僕の肩に両手を置いていたフィオナはガルル！　と唸うなり声ごえを上げるように威嚇する。顔が赤く染まっているのは、恥ずかしさからかな。仲なか睦むつまじいようで何よりですね。

「はぁ、本題を思いっきり忘れるところだったわ」

「本題？」

「そうよ。今日ここに来た二番目の理由」

　そう言って、フィオナはポケットの中から何かを取り出し僕に手渡してきた。数日前にも同じようなやりとりをした気がする。

　既視感を覚えながら受け取ったものは、鍵。しかも、これって──。

「禁書封印室の鍵よ。これからは貴方あなたが持っておきなさいって、お父様が法院と協議した結果だそうよ」

「国王陛下が？　どうして──」

　当然のことながら、これは本来安易に手渡していい代物ではない。

　本来ならば王宮の宝物殿にて厳重に保管し、何十重にも封印を施しておかなければならない代物だ。この鍵があれば、それこそ世に出回れば大変な惨事を生みかねない書物が何千と保管されている場所に入れてしまうから。

　宮廷司書の僕ですら、この鍵を手にしたことは数度しかない。

　なのに、突然どうして？

「数日前、宝物殿に何者かが侵入して、結界を破ろうとしていたらしいわ」

「宝物殿に？　警備は？」

「全員気絶させられていたわ。王宮内にどうやって侵入したのかも不明。幸い、貴方が施した封印のおかげで鍵を奪われることはなかったけど、このままあそこに置いておくのはまずいと判断したの。で、宝物殿にはダミーを置いて、本物は貴方に持っていてもらったほうが安全だろうって。攪かく乱らんにもなるし」

「いや、普通僕よりも上位階の魔導書を持つ魔法士に託したほうが──」

「へぇ？」

「……わかった。わかりました。これは僕が責任を持って預からせていただきますよ、王女殿下」

「よろしい。まぁ、その、大変だと思うけど、頑張ってね」

　照れ隠しなのか、そっぽを向いてそう言うフィオナ。

　こういう時、本当にこの子の魅力は格段に上がると思うな。照れている時とそうでない時のギャップで、とても可愛く思える。

「ありがと。ちなみに一番の理由は？」

「…………セレルの顔が見たかった」

　やっぱり、この王女殿下は最高に可愛いよ。




　　　　◇




　フィオナとルーナさんは、図書館の開館五分前に裏口から出て王宮へと帰った。

　流石に人通りの多くなってくる時刻なので、表通りに面した正面入り口から出れば、騒ぎになりかねないからね。フィオナも図書館の裏口の鍵を持っているし、出入りは結構自由にできるんだ。

　二人のおかげで、大分気分がよくなった気がする。煮詰まった時は、親しい人と雑談するのが一番いいらしい。今後も遊びに来ることがあるだろうし、その時はお茶菓子でも出してあげないと。

「さて、時間か」

　三階のカウンター内に入ったタイミングで開館時刻になり、正面入り口の施錠が自動的に開かれ、数拍を置いて幾人もの来館者が扉を開き中へと入ってきた。来館者は皆、学習机へと一目散に向かったり、朝刊を手に取りソファに座ったり、求める本が置かれている本棚を物色したりと、各々の行動を取っている。

　ちなみに、僕が司書としてここで働く以前は、扉に自動施錠の機能などはなかった。それどころか、館内全域を照らす照明すらなく、本を探す時には蠟ろう燭そくなどの光源を手に持たなければならなかったのだ。利用者への配慮も何もない。

　あまりにも不便な図書館に、当時の僕はイライラが爆発。

　国王陛下から直々に許可を賜り、魔法図書館を大改造することにした。

　日光を取り入れるために天井をガラスにし、各階に十五の窓を設置。加えて、巨大なフラスコ形の照明を天井から吊つり下さげ、僕が魔力を通せば夜間でも館内を明るく照らすことができるようにした。

　更に遊び心というか、落ち着いた空間を演出するため、ガラス天井の外側と巨大照明に水を溜め、光を屈折させる工夫を施した。

　コンセプトは、水中図書館。

　これらの水は全て僕の魔法で生み出しているものなので、休館日にはこの光景は見られません。開館日限定。

　国王陛下からは「やりすぎじゃね？」と若干苦笑いをされたが、図書館の評判はとても良いので、やってよかったという結論に落ち着いた。民から頂いた税を、民のために使ったと考えれば支出は実質ゼロである、とは、図書館でのびのびと読書をしている人々を見た国王陛下の言葉。本当によくできた統治者だな、と子供ながらに感心してしまった。フィオナの民を想う優しい心は、この父親から受け継いだのかな、とも思った。

　王の器……というのは、大おお袈げ裟さかな。

「あの、セレル先生……」

「……ん？」

　開館してからおよそ二時間。

　カウンターで書類の整理や来館者の対応をしながら時の流れに身を任せていた時、不意に僕は名前を呼ばれ、そちらに顔を向ける。僕を先生と呼ぶ子は限られているのだが……あぁ、やっぱりそうか。

「君たちもいたんだね。シセラ、リーロ」

　そこにいたのは、僕が見知った二人の少女だった。

　シセラは淡い水色の長髪と同色の瞳を持ち、少々内気ではあるが心優しい性格。

　逆に、リーロは能天気で物事を細かく考えず、直感的に行動することが多い。赤髪を後ろで一つに纏めたポニーテールが特徴的だ。

　二人はそれぞれ別の参考書を手にしており、それを見れば朝から学習スペースで勉強していたことが窺える。勉強熱心、向上心が高いことは素晴らしいことだ。

「春休みとはいえ、勉強しないとやばいっすからね～。特にシセラが」

「リーロちゃん言わないでよぉ……あの、セレル先生、今お時間ありますか？　ちょっとわからない部分があって」

「う～ん、そうだなぁ……」

　僕はすぐに、頭の中で今後の予定を思い浮かべる。

　今日は新しい本が届くわけでもなく、特にトラブルが起こっているわけでもない。やることと言えば、本の整理や館内の清掃、依頼された本を捜すことくらいか。いや、普通は清掃だけで一日が終わる程の仕事量なのだけど、僕は魔法を使って行うので、そこまで大変ではない。並列思考を使えば、複数の作業を同時並行で進めることもできるし。

　数秒考えた結果、特に問題はないだろう、と了承した。

「いいよ。ただ、大事な調べものをしなくちゃいけないから、そんなに時間は取れないけど」

「はい！　わかりました！」

「お願いします」

　嬉しそうに顔を綻ばせたシセラとリーロをカウンターの中に招き入れ、使われていない椅子に座らせる。

「じゃあ、まずはシセラのわからないところから教えようか。何処がわからない？」

「えっと……魔法応用理論にある『変換済み魔力による、未変換魔力への侵食作用』という項目についてなんですけど、変換後の魔力が接触した場合にはどうなるのか、というのが難しくて」

「あぁ、そこは躓つまずきやすいね」

　シセラたちがやっているのは、魔法学校でまだ習っていない範囲──所謂いわゆる予習だ。習う範囲を学習しておくのは素晴らしいことだけど、教えてくれる人がいないので躓きやすい。しかも、シセラが悩んでいる範囲は教師が教えても理解しづらい箇所だ。

「まず、変換済み魔力──魔力の変換とはどういうことかわかる？」

「えっと、体内にある純粋な魔力を魔法という事象に変化させることです」

「う～ん、残念」

「え？」

　シセラは目を見開いて驚く。

　僕の有する知識と、学校で教えている内容では微妙な齟そ齬ごがあるようだ。

「魔力の変換というのは、正しくは系統変換という、体内にある純粋な魔力をそれぞれの系統に適したものへと作り変えることを言うんだ。わかりやすく言えば、火を起こす燃料を、より燃えやすいものに変えるみたいな感じ。





一．魔法を発動する際、アレコアで生成した純粋な魔力を、発動する系統の魔法に適したものに変換する。

二．変換した魔力をスケイルで運び、ブレメルドで余剰魔力を体外に放出し、魔導書を介して魔法を発動する。






という流れになるんだ」

「でもセレル先生、自分たちは魔法を発動する時に、そんな工程を踏んでいないですよ？」

　リーロも不思議そうに首を傾かしげる。

　これは、少し学習が浅くなりすぎているような気がするな。

「魔導書と魔法士は一心同体。一の工程は、魔導書が補助して行ってくれるから、自分で意識的にやることはないよ。話を戻すけど、変換された魔力が未変換の魔力に接触した場合、同質のものへと変化する。これは理解できるね？」

「「はい」」

　ＡとＢが接触した時、ＢはＡに変化する。互いの魔力量にもよるけど、これは魔法士ならば絶対に知っている知識だ。中等部の三年生で習うのかな？

「で、シセラが悩んでいる系統変換済み魔力同士の接触だけど、これは変換した系統によるとしか言えないかな。雷と闇では完全に相殺されてしまうし、風と炎だったら融合する。一概にこうなる、と言い切ることはできない」

「では、この問題はどう解答すればいいのでしょうか？」

「系統が明確に記載されていないなら、系統ごとに反発や融合などの作用が起きる。でいいと思うよ。ただ、この手の問題は大抵どの系統かを指定されていることが多い。そうだな……雷天断章、書籍検出」

　僕は魔法を用い、目的の書籍を検出。数秒で本は発見され、僕のもとへと飛んできた。

「四百六十ページで分厚いけど、この『簡単！　もう悩まない応用理論』は結構わかりやすいと思うよ。中学生がしっかりと理解できるように噛かみ砕くだいて説明されているし」

「わかりました、読んでみます！」

　手渡された本を開き、シセラはパラパラと中身を確認する。

　残念ながらこの図書館は貸出禁止だから図書館でしか読むことはできないけど、彼女は頻繁にここを訪れるので、十分に学習することはできるだろう。

　さて、じゃあ次だ。

「リーロは？」

「自分は特に困っているところはないっすね。ただ、特定の毒素を中和する物質の一覧表を暗記するのに苦戦しているくらいっす」

「毒素の中和？　それって、魔法学校で習うの？」

「高等部では一年生の時にやるって聞きました。中等部の範囲は正直わからないところがないので、勉強してるんすよ」

「あぁ、そういえばリーロは成績優秀だったか」

「前回のテストは学年三位でした～」

　リーロはにへら～、と笑いながらピースサインを向けてくる。能天気そうに見えるのに、実はとても賢いのだ。シセラよりリーロのほうが、格段に成績がいいことを知った時は、正直驚きを隠せなかったね。

　それにしても、毒素か。

「歴史に名を刻む人物は、毒を盛られて殺害されていることが多々あるよね」

「暗殺の定番っすからね。有名な人だと、魔法的器官を初めて提唱した魔法医のコルネリス＝マセイスに、大陸西部のグルーズ金山を発見したヘラルト＝フォルン、とか」

「二人とも、蠍さそりの毒を酒に盛られて暗殺されたね」

「はい。でも、二人の毒殺がきっかけで、あらゆる毒物の解毒や中和方法が研究されて、今に至るっす。それを考えると、二人が毒殺されたおかげで、毒が大きな脅威と呼ばれなくなったとも言えるんすよね」

　リーロは感慨深げに手元の本に視線を落とす。

　確かに彼女の考えには賛同できる点が多いけど、否定しなければならない点もあるかな。

「毒は依然として大きな脅威だよ。それは、昔から変わってない」

「でも、解毒や中和の方法は確立されて──」

「研究されていたのは、解毒や中和の方法だけじゃない。如い何かにして気づかれず、対象を毒殺するかも研究されていたんだ」

　進化したのは、毒殺の方法も同じ。

　太古の時代には存在しなかった気体の毒や、無色透明の毒、更には目に見えない程の微量で死に至るものまで、多種多様になった。その点を踏まえると、寧ろ昔よりも今のほうが毒の脅威は大きくなったと言える。

「そもそも学校で毒素の中和について勉強するのも、将来毒を使う敵と戦う可能性があるからだろう。人殺しにルールなんてないからね。国に仕える魔法士は、魔法を使う人じゃない。魔法を使って、人を守る人のことだ。まぁ、中学生でここまで理解している子は、あんまりいないと思うけど。殉職することだって、普通にある。心構えは今の内から持っておいたほうがいいよ」

「……心に響いたっす」

　僕と視線を交差させて、リーロは真剣な表情で頷く。

　自分でも説教じみたことを言ってしまった自覚があるので、そんなに真剣に受け止められると恥ずかしい。僕は魔法士として国に仕えているわけではないし、魔法士の心構えを説くことができる立場じゃないからさ。

　何となく居心地の悪さを感じ、僕はわざとらしく時計を確認した。

「さ、僕はこれから調べものをするから、君たちは昼食でも食べておいで」

「あ、もうそんな時間ですか」

「セレル先生も一緒にどうっすか？」

「流石に図書館を離れるわけにはいかないよ。僕がいないと、あらゆる機能が停止することになるし。あと、何度も言ってるけど、僕は君たちの先生ではないからね？」

「「いや、それは」」

　どういうことだ。

　僕は教師に転職する気なんてさらさらないんだけど。あくまでこの図書館の司書をやりつつ、わからない問題があったら教えてあげる、というスタンスを貫き通すつもりだ。頼まれても、教師にはならない。




　シセラとリーロが昼食を摂りに図書館を出た後、僕はさりげなく司書室に置かれていたフィオナお手製のお弁当を食べ、文献漁あさりの続きに取り掛かった。

























　調査を初めてから三日、シセラたちに勉強を教えてから二日が経過した。

　その間、僕はいつも通り司書としての仕事をこなしながらも時間を作り、シオン様の身に起こっている現象についての調査を進めた。図書館の閉館後、一人で夜遅くまで残って本を調べたり、合間の時間を見つけては書籍検出デバを使ったりして。

　残念ながら核心に至る情報を得ることはできなかったが、僕はかき集めた大量の情報から、二つの仮説を立てた。

　一つは、魔法的器官の機能を低下させる作用がある物質を体内に取り込んだ説。

　毒物の中には魔法的器官に作用する効果を持つものが存在しており、シオン様がそれらを口にしてしまった可能性だ。黒こく皮ひ樹じゆ、月げつ盛せい葡ぶ萄どうなどが、前述の効果を持つ植物としては有名だ。ただ最初に説明したように毒物なので、もしも本当にこれらが原因なのだとすれば、血液検査に異常が見られるはず。シオン様の診断書を見る限り、血液中に毒素が含まれているわけではなかった。血液検査でも発見できない未知の毒素という可能性も捨てられないけど、可能性は低いだろう。

　もう一つは、身体の成長に伴い、一時的に魔法的器官の能力が低下した説。

　ごく稀まれに、身体の成長過程で魔法的器官の能力が弱まることがある、という医学文献を発見したことで、この説が浮かび上がった。しかし文献には、あくまで微かすかに低下する、と記されており、シオン様のように大幅に機能不全に陥っている前例は確認されていない。恐らく、今回のシオン様の症状は成長過程という言葉では説明できないだろう。これも、可能性はゼロに近い。

　あとは昔事故に遭ったとか、精神的なこととかも考えたけど、シオン様は大きな事故を経験したことも、精神的にショックを受けたこともないとのこと。

　正直に言って、現状では万策尽きたというか、これ以上は有益な情報を得ることは難しいだろう。そろそろ、別の方法を探さないと。

　人も少なくなってきた昼頃。

　睡眠不足のためか、頭の中を空っぽにしてフラスコ形の照明内で揺れる水を見つめ続ける。流石に三時間睡眠を二日続けたのはまずかったか。フィオナにばれたら、本当に彼女の部屋に監禁されかねないな。

　過去の大国に君臨した皇帝は一日三時間しか眠らなかったと言われているけど、あれは嘘うそなのではないかな。こんな睡魔に襲われながら、国なんて統治できるわけないし。

　どうでもいいことを考えながら睡魔に抗あらがっていると、不意にカウンターに人の気配を感じた。

　そちらを見ると、そこには教材を片手に持ったシオン様の姿が。彼女はペンを片手に動きを止めていた僕と目が合うや否や、微笑を浮かべた。

「セレル様、今、お時間ありますか？」

「えぇ、勿もち論ろんですよ。何ど処こか、わからない箇所がありましたか？」

「はい。って、セレル様、凄すごい隈くまができていますよ？　あまり眠れていないのですか？」

　シオン様は教材をカウンターに置き、心配そうに僕の顔を覗のぞき込こんでくる。変だな、顔を洗う時に鏡を見たけど、一目見てわかる程の隈はなかった気がするんだけど……暗かったし、よく見えていなかったみたいだ。

「最近は遅くまで調べものをしていまして。少し寝不足になっているだけですよ」

「……それって、もしかしなくても私のことです、よね」

「そうですね。でも、シオン様がお気になさる必要はありませんよ。ベルナール公爵から依頼を引き受けたのは僕ですし、昨日に関しては、よく勉強を教えている子たちにオススメする本を探していたのですから」

「勉強を教えている子たち、ですか。それって、魔法学校の？」

「はい。中等部の三年生の子たちですね。高等部ほどではありませんが、三年生になると相応に授業が難しくなるんですよ」

　魔法式構築理論、系統別魔力変換の法則、転換効率など、様々な分野が入ってくる。より詳しくは高等部で学ぶので浅く触る程度だけど、中等部のテストでの正解率はかなり低い。大半の生徒がその分野の問題で間違えるのだ。

　将来学者になりたいと考えている生徒にとっては、完璧に理解しなくてはならない範囲なので、避けて通ることはできないんだけどね。

　僕はその辺りも理解できているので、質問に来た子たちには教えてあげることもできる。まぁ、高貴な身分でない僕に質問をしに来る子たちは、身分を気にしない良い子たちだけではあるが。親の教育なのか、身分差別が身についている子供は結構たくさんいる。が、僕が勉強を教えてあげた子たちが成績上位を独占しているのが現状だ。ざまぁみろ。

「シオン様も、いずれは学ぶ範囲になりますので、予習しておいて損はないですよ。と言っても、今の範囲で手一杯だと思いますが」

「そうですね……余裕ができて、魔導書との契約ができたら、学びたいと思います」

「まずは魔導書との契約のためにも、病気を治さないといけませんからね」

　シオン様は痣あざのある部分を片手で押さえた。

　辛いだろうなぁ。同年代の子たちは、既に大半が魔導書との契約を済ませている。明らかにスタートでは出遅れているし、今のシオン様は座学だけでも身に付けようと必死になっているのだ。不ふ貞て腐くされたり、過度に悲観したりすることもなく、今自分にできることに全力を尽くしている姿は、素直に尊敬する。

　その意気やよし。

　ならば僕も、彼女の努力が報われるように頑張らなければ。

「ところで、わからない問題は何処でしたか？」

「あ、そうでした。ここなんですけど──」

　そう言って彼女が示したのは、中等部二年で習う『特定系統魔法接触時における魔力抵抗増幅作用』についての問題だった。二日前、シセラに教えた範囲とよく似ているが、シオン様がわからないのは……なるほど、計算問題か。しかも、魔力抵抗の定数を用いる効率の応用問題。

　ここは躓つまずく子が多そうだなぁ。そもそも計算問題を苦手としている子が多いから、テスト前になると質問に来る子がたくさんいそう。

「そうですね。まずは計算式ではなく、言葉の意味から復習していきましょうか。特定系統魔法接触時、というのはどういう意味ですか？」

「特定の二つの系統を持つ魔法同士が、互いに衝突することです。その際、衝突した系統の組み合わせによって、抵抗に差が生まれます」

「そうですね。様々な系統の組み合わせがありますが、一番大きな抵抗の数値を持つ組み合わせは、闇系統と雷系統です。この二つは衝突した際、ほとんど混じり合うことなく反発します。この問いでは光と雷が用いられていますが。闇と雷の抵抗は光と雷の七十倍にも上ります。つまり、闇魔法で攻撃を受けた際には雷魔法で、雷魔法を受けた際には闇魔法で防御をすることで防ぐことができます」

「防御魔法を使えばいいのではありませんか？」

「防御特化の魔法は、軒並み消費魔力が多いですからね。消費を最小限に抑えるべき時には、こういった特性を利用して防ぐほうが効率的なんです」

　防御魔法はあらゆる系統の魔法に対して効果を発揮するという特性上、消費魔力が汎用攻性魔法の三倍に上り、長期戦などには全く適さない。その点、こういった特性を利用して攻撃そのものを相殺してしまえば、最小限の魔力で済むというわけである。

「話が逸れましたが、この魔力抵抗増幅作用には基礎公式が存在していて、それが……これですね。定数Σは魔法系統ごとの固有定数ですので、そこは暗記するしかありませんが、他の数値は問題に記されているはずです」

「あ、計算して求めるものではないんですね」

「はい。炎系統なら六の三乗。水系統なら四の二乗という感じに。これを覚えるのは大変だと思いますが、そこは頑張ってくださいとしか言えません」

　計算問題は正直、説明しているほうもされているほうも疲れるので苦手だ。

　僕が理解していることが、他者には理解できないというのはざらにあるので、その辺りを子供たちにどう伝えていくのかが難しい。何度も同じような説明を懇切丁寧に繰り返し、理解するまで教えた経験は、何度もある。

　だが、シオン様は呑のみこみが早いので、僕の説明だけで理解してくれているみたいだ。

「ありがとうございます。何だか、解けそうな気がしてきました」

「それは何よりです。次年度の範囲ですから、今の内に理解を深めておくと、後々有利になると思いま──」

「？　セレル様？」

　シオン様が呼ぶけれど、僕はそれに返事はせずにジッと参考書の文字列を眺める。

　魔力抵抗増幅作用……その中で抵抗が大きいのは雷と闇の二つの系統の衝突。

　そして、闇系統の魔法は大部分を、あの魔法が占める──咄とつ嗟さに僕はシオン様の痣あざがある鎖骨部分に目を向けた。

　不意に脳裏を掠かすめた、とある仮説。

　もしも僕の推測が正しいのならば、これは問題だ。大問題だ。早急に国王陛下やベルナール公爵に伝えなければ──いや待て。まだ知らせるわけにはいかない。もっと確信に至る証拠を見つけてからでないと、余計な混乱を招きかねない。

「あの、セレル様～？」

「──ッ、すみません。少し考え事をしていました」

「大丈夫、ですか？　やはり、睡眠不足が響いているのでは……」

「平気ですよ。さ、勉強の続きをなさってください。僕もこれから調べものが──」

　と、何でもないふりをして、シオン様を勉強机に向かわせようとした時だった。

『平民は口を開くなッ!!!!』

　そんな差別的な発言が響き渡り、館内に静寂を齎したのは。

　一体誰だ？　僕が司書を務めるこの図書館で、そんなゴミのような発言をする輩やからは……。

　カウンターから出て、僕はシオン様を連れ立って下を覗のぞく。

　そこにいたのは、高価そうな派手な服装をしている一人の少年だった。小太りな体型で、お世辞にも容姿端麗と表現することはできないな。後ろには、取り巻きではなく護衛かな？　数人の者が控えている。彼らの腰元に剣が装備されていることから、それなりの身分であることは容易に想像ができた。

　そして、小太りな少年と相対しているのは、数人の女の子たち。

　何かトラブルが起きたようだ。

「あれは……貴族、ですかね」

「あ」

　どうやらシオン様は少年を知っているようで、不快そうに顔を歪ゆがめる。彼女の反応を見れば、彼が快く思われていない人間であることは明白だろう。

「お知り合いですか？」

「一応……。あの、先日私が会談を欠席した理由の方で……」

「あぁ、なるほど。あれが」

　あんな差別思想に染まりきっている者では、フィオナもシオン様も不快感を覚えるのも無理はない。正直、温和な僕ですら今すぐに図書館から叩たたき出だしたい気分だ。僕が司書を務めているからには、この図書館内での身分差別は排除させてもらう。

「傍若無人、失礼千万な伯爵家という噂うわさに間違いはなさそうですね」

　問題だらけの伯爵家、その血族がこの図書館に到来してしまったということか。全く、国王陛下もガツンと言ってやればいいものを。古くから王家に仕えているから～、とかの理由はあるんだろうけど、今は今、昔は昔で割り切って処罰を下すべきだと思う。処罰が下る程のことは、上手うまく包み隠しているのかもしれないけどさ。

　なんにせよ、図書館での迷惑行為、並びにトラブルは見過ごせない。

　僕はシオン様を三階に残したまま螺ら旋せん階かい段だんを下り、一階を目指した。

　一段ずつ階段を下りる間も、図書館内に静寂とは程遠い怒声が響き渡る。

　汚い差別的発言をしている少年の声と、それに反抗している複数人の少女たちの声だ。傍聴していて、どちらが悪いのかは明白。耳に入ってくるだけで不快な単語を幾つも、それも偉そうに撒きちらしているのは少年のほうだし。

　喧けん嘩かならせめて外でやってくれればいいものを。図書館内には静かに読書をしたい人や、勉強に集中したい子たちがたくさんいるんだ。彼らの迷惑になることを……考えるわけないか。自分が一番と思っている自己中野郎だし。

　本来ならば、吹き抜けになった図書館中央から飛び下りて現場に急行するべきなんだろうけど、正直行くのが嫌なので、最大限の抵抗として階段をゆっくり下りながら向かう。

「なんか……言い争いが激化してる？　歩いて向かったのは愚策だったか」

　段々と言い争う声が大きくなっている気がした。比較的落ち着いているうちに向かったほうがよかったかも。

　いや、今更そんなことを言っていてもしょうがない。相手は貴族だし、どうせ司書であっても僕が行ったら色々と言われるだろう。典型的な貴族至上主義者なら、高貴な身分でない僕が物申せば罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐だ。もっとも、誰であろうとこの図書館内でのルールは遵守してもらうし、違反者への対応は国王陛下から直接、僕の裁量に委ねると申し付けられている。つまり僕に決定権があるんだ。

　荒事になる可能性もゼロではないので、念のため雷天断章ラミエルを召喚し、揉もめている子たちに声をかけた。

「どうかしたのかな？　図書館内では静かにしてもらいたいんだけど」

「あ、司書さん」

　少女の一人が僕の呼びかけに反応し、状況を簡単に説明してくれた。

「この男がいきなり私たちが読んでいた本を横取りしてきたんです！　しかも、咎とがめた途端に逆上して本をこの子に投げつけて！」

「投げつけた？」

　その少女の隣にいた子を見ると、投げつけられた本が額に直撃したらしく、少し血が滲にじんでいた。近くの床には本が開かれた状態で転がっている。

　わかっていたけど、ここまで来るとどちらが悪いかは一目瞭然だね。言葉だけならまだしも、こうして他者に怪け我がをさせる行為に及ぶとは……呆あきれるしかない。

　僕は怪我をしている少女のもとへと近づき、額の患部に手を添えた。

「ぇ」

「ちょっとごめんね。すぐに傷を治してあげるから」

　魔力を込め、簡単な治癒魔法を発動する。血が滲んでいるとはいえ軽い怪我なので、これで治るだろう。若いから、自然治癒力も高いだろうし。

　案の定、数秒程ですぐに傷は治った。

「うん、痛かったね」

「あ、ありがとうございます」

　ここまで慰めてあげなくてはならない歳としではないのだろうけど、僕からしたらこの子たちはまだまだ未熟。だから、どうしても子供扱いしてしまうんだ。彼女は恥ずかしそうに俯うつむいてしまったけど。

　さて、本題に入ろうかな。

「それで、確か女の子たちが読んでいた本を、君が横取りしたということだったね。どうしてそんなことをしたんだ？」

「おいお前、誰に物を言っているんだ」

「は？」

　想定外の言葉が飛んできて唖あ然ぜんとしてしまう。

　この少年は一体何を言っているんだ？　いや、言っている意味は理解できるけど、この期に及んで反省するどころか、逆に踏ん反り返るとは……どうしようもない奴やつだな。

「言っている意味は大体わかるけど、平民が貴族に対してそんな口を聞くな、とかそんな感じか？」

「当然であろうが！　貴様は平民であろう！　ならば、グランツ伯爵家次期当主のレベス＝グランツに対する言葉遣い、態度を改めろッ!!」

「はぁ……」

　くっっっっだらな。

　貴族に対して敬意を持って接するのは、その人物が敬うに値する人物だと思うからであって、傲慢な態度で人を傷つけ反省する素振りすら見せない阿あ呆ほうを敬うわけがない。だから、僕は彼に対する態度は絶対に改めない。寧むしろそっちが改めるべきだ。

　こんな馬鹿を育てるような家に爵位を与えるとかどうなっているんだ？　話を聞いていた図書館内の人たちも皆不快そうな目を向けているし、少女たちに至っては睨み殺さんとする勢いだ。

　僕は子供に向ける微笑ほほえみを消し、鋭い視線でレベスを射い貫ぬく。

「貴族としての振る舞いに欠ける君に対して敬意を抱くことはないから、僕は態度を改めない。誰に対しても平等、且つ自分に正直に、というのが僕の信条だからね」

「なんだとッ!!」

「それに、僕はこの図書館の司書だ。ここで起こった問題を解決する義務があるし、その際の裁定は僕の判断に委ねると国王陛下から承っている。当然、貴族であろうと平民であろうと、身分は関係なしだ」

「──ッ」

　国王陛下という名が出て、迂う闊かつに何かを言うことを恐れたのだろう。

　こういう家の権力を振りかざして好き放題言っている奴には大概いそうな取り巻きがいないのは、彼の人望のなさを示しているのかもしれないな。繋がりを持ちたいと思う者すら現れないのは、何とも哀れなことで。

　終始視線を四方八方に泳がせていたレベスだったが、やがて上方の一点で視線を止めると、微かすかに口元を歪めた。その意図はわからないが、とにかくこれ以上ここで騒ぎを起こさせるわけにもいかない。

「で、知っての通り……君は知らないのかな？　人が読んでいる本を横取りするのは禁止行為だし、そもそも倫理的にアウトだ。それをしたのは、事実だね？」

「き、貴族は優遇されるべきものであって──」

「それは君の中での認識だ。この図書館内では全員が平等。貴族だからといって人が読んでいる本を横取りすることは許されないし、逆上して人に怪我をさせるなんてもってのほかだ。しかも──」

　風魔法でこちらに浮かせた本を手に取る。

　あーあ、やっぱり。落ち方が悪かったみたいで、ページが破れてしまっているし、折り目までついている。

「図書館の……本をこんな風にするなんて論外だ。君は一冊の本を作るのに、著者がどれだけの時間と知恵を振り絞っているのかを知らないのか？　彼らの努力と叡えい智ちの結晶である本を乱暴に扱うなんて、正直許せない。今回の件は、完全に君が悪いよ。はぁ、王国の貴族がここまで低俗で下げ賤せん、ゴロツキと大差ない輩だったなんて、がっかりだよ。失望した」

「て、低俗だとッ!?」

　僕の発言が癪しやくに障さわったレベスは拳を震わせ、顔を真っ赤にして怒鳴り声を上げた。沸点もかなり低いらしい。

「さっきから聞いていれば平民如ごときが偉そうな口を利くなッ!!　俺は伯爵家の人間だぞッ!?　高貴な身である俺に向かって侮蔑の言葉を並べおって……」

　怒りで我を忘れたレベスは、背後に控えていた護衛に怒鳴りつける。

「お前たち、こいつを処罰しろッ！」

「承知いたしました。不遜なその者を切り捨てます」

　腰元の剣を抜いた護衛が二人、僕に迫る。

　上段に構えたそれは、すぐにでも僕を切り捨てるために振るわれることだろう。けど、護衛の割には全然強そうには見えない。そもそもさぁ……。

「護衛が主人を護まもること以外に剣を抜いてどうするんだよ──雑魚が」

　目的を完全に履き違えていることにも呆れるけど、それ以前に僕は今魔導書を召喚した状態で、即座に魔法を発動させることができるんだ。それなのに剣で勝てると思っている辺り、この護衛たちの程度の低さが窺える。

　呆れと共に、僕は迫ってきた護衛二人に地面を伝う電流を流した。

　以前シオン様に行ったマッサージ用のものではなく、意識を完全に狩り取るほどの威力を持つ雷だ。それでも、後遺症や怪我などは一切なく、ただ単に気絶させる程度のものだけど。

　剣をカランと床に落として倒れ伏した二人の護衛を一いち瞥べつし、僕はパタンと雷天断章を閉じた。傍から見れば、僕は何もせずに立ったままであり、向かってきた護衛たちが勝手に気絶し倒れこんだように見える。魔導書の強さが全てではないけれど、剣で魔法士に対抗しようとするなら相応以上の実力がないとね。それこそ、宮廷魔法士団の部隊長クラスの。

　倒れた護衛を見たレベスは、自分の魔導書を召喚する素振りを見せたが、結局手ぶらのまま数歩後退さった。驚いているのがよくわかる。

「い──っ」

「グランツ伯爵家次期当主レベス様。これより貴方あなた方がた一族の、図書館への一切の入館を禁止致します。既に魔力を記録致しましたので、強引に入館なさろうとした際には強力な電撃が身体を焼き焦がすことになりますので、ご注意を。それと──」

　人差し指をくいっと上げると、レベスをはじめとした一行の身体が宙に浮かび上がり、大きな音を立てて開かれた入り口の扉の中へと吸い込まれる。

「これ以上この場におられても不快ですので、さっさと出て行ってくださいな」

　去り際に何かを叫んでいたレベスだったが、風魔法でその声を掻かき消けし、強引に館外へと放り出す。扉が閉じられた後に、館内にはしばしの間静寂が訪れる。

　うん、やっぱり図書館内はこうでなくてはね。

　静かになった館内に満足しながら、僕は少女たちに話しかける。

「もう大丈夫だからね」

「あ、ありがとうございました！　あと、その、うるさくしてごめんなさい」

「いいよ。あの馬鹿が騒がしかっただけだし。君たちは自分の勉強に集中しな。わからないところがあったら、遠慮なく聞いてくれていいからさ」

　少女たちにそう言い残し、僕はレベスが投げ飛ばし破損した本を回収してカウンターへと戻る。

　その後、シオン様にレベスが図書館へ入って来られなくなったことを伝えると、彼女は心底嬉しそうに「安全地帯ができました！」と喜んでいた。

　誰にでも優しいシオン様にも好き嫌いはあるんだな、と再確認したと同時に、レベスのあまりの嫌われように、僕は苦笑を漏らした。




　その日の夜。

　図書館の閉館時間をとっくに過ぎている時間。照明が消えて暗くなった館内の一角で、僕は蝋ろう燭そくに火を灯ともし、本を開いていた。表紙に書かれたタイトルは『魔法系統特徴一覧』。

　窓から見える半月は既に高い位置まで昇っており、恐らく街の人々も大半が寝静まっている頃だろう。そんな時間まで図書館に残っている理由は、人がいなくなった図書館でやることがあるから。

「やっぱり、そうなるよな」

　開かれたページを読み終えた僕は呟き、思わず天井を仰いで溜ため息いきを吐いた。

　最悪の予想が、的中しそう……。いや、今までの特徴や断片的に入手した情報を元にして考えられることが、これだっていうことはわかっていた。

　けど、心の中で嘘うそであってほしいと願っている自分がいる。

　この予想が事実であるとすれば……これをベルナール公爵に伝えれば、大問題になる。いや、既に大問題になっているんだけど、下手をすれば疑わしい者の首が全て吹っ飛ぶことになる。処刑人が働きすぎで過労死するぞ……？

　あぁ、もう！　本当に厄介だな！

「シオン様の痣あざは闇系統の一種。そして、闇系統に属する魔法の大部分は……呪じゆ詛そ魔ま法ほう」

　その魔法が使われた可能性がある事実に、気が滅め入いってしまう。

　呪詛魔法とは、禁呪とも呼ばれる悪質な効力を持つ魔法の総称である。

『禁呪大全』という書物に記された魔法であり、それら全てに共通して言えることは、害悪であり悪質な効力を持っている、ということ。生物に長期間苦痛を与える、生物としての機能を不能にする、覚めることのない悪夢を見せる、など、どれも通常の汎用魔法にはない力だ。現在では習得することすら禁忌とされており、特別な許可がなく大全を開くだけで死罪になるほど。

　そして、呪詛魔法の大部分は闇系統に分類されていることが、今回最も重要なことだ。

　先日シオン様の体内に蓄積された魔力を放出するために行ったマッサージ。その際、あの痣があった箇所を電流が流れた時、正常な魔法の進行を妨げ、尚なお且かつ完全に弾いたのだ。普通の痣であれば、まずありえない現象。

　もしかして痣の箇所に蓄積していた魔力量が多く、突然電流を流したので抵抗が増幅し弾かれたのかも、とも思った。

　けど、よくよく考えればそれは違う。

　未変換の魔力は魔法に対する抵抗力を持たず、系統変換された魔力に触れた時点で、その魔力系統へと変化する。

　つまり、僕の魔法が体内で弾かれたということは、何らかの事象に変換された魔力──即ち魔法が体内に存在していることになるんだ。

　更に僕が疑いを深めることになったのが、シオン様が持ってきた教材にあった、『特定系統魔法接触時における魔力抵抗増幅作用』の問題。

　闇と雷の組み合わせが最も抵抗を生むというのは周知の事実だったけれど、シオン様の痣に電流が弾かれたのは正しくそれだ。

　明日にでもシオン様の痣を調べれば、恐らくはっきりさせることができるだろう。それが、呪詛魔法なのかどうか。

「まぁ、それは明日考えるとして……そろそろ行こうかな」

　本を閉じて元の場所に戻し、僕は右手に持った鍵を指先で回す。

　これは図書館裏口の鍵ではなく、先日フィオナから預かった大切なもの──門外不出の禁書が保管されている、禁書封印室の鍵である。

　言うまでもなく、禁書封印室の在処ありかはごく一部の人間しか知らない。王国の有力者の中でも、知っているのは国王陛下と二人の公爵くらいだろう。

　禁書封印室の在処は、トップシークレットの中でも重要なこと。外部の人間に知られれば、瞬く間にそれを狙った者たちが襲撃に訪れることだろう。無論、襲撃したところで行きつく先はあの世だけどね。

　僕は司書に就任する際、口外禁止の契約を結び、その在処を特別に教えられている。この契約は魔法による厳重な契約であり、破れば十日間途切れることのない苦痛を受けながら死に至ることになっている。司書を辞める際に契約は解除され、記憶も消される予定だ。司書を辞めるのは、いつになるかわからないけど。

「入るのは、久しぶりだな」

　十四階、歴史文献が並べられた本棚の前で足を止めた僕は、雷天断章を召喚し、右手でその本棚に触れた。数秒後、登録されている僕の魔力を感知した本棚は浮き上がりその場からずれ、床に刻まれた魔法陣を露あらわにした。

　この魔法陣は、ただ本棚を移動させただけでは浮かび上がらない。これは太古の時代より用いられた古代魔法であり、本棚に登録された魔力が流れることで、初めて現れるのだ。

　複雑な式が描かれた魔法陣の中央に立ち、魔力を込め、魔法陣の魔法を発動させる。

　その効力は、遙はるか昔に消滅したロストテクノロジーである、転移。

　行き先は、僕の目的地である禁書封印室──に、繋がる通路だ。

　入れ替わった周囲の景色は先ほどまでの図書館ではなく、遺跡のような石造りの空間。壁には削って描かれた絵や文字がずらりと並んでおり、歴史を感じさせる。話によれば、この空間はスネイエルス王国が建国された当時から存在していたらしい。

　僕は明かりのない通路を、魔法で生み出した光球で照らしながら進む。通路は一直線で曲がり角もないため道に迷うことはないが、暗すぎて正直不気味だ。しかも、禁書封印室に近づくにつれ、扉から漏れ出た濃密な瘴しよう気きが身体を襲い、常人ならば直立することさえままならない状態になってしまう。

　僕は内包魔力が多く、何度も来ているので慣れているから平気だけど。

　そのまま直進すること数分。視界が不気味な瘴気に覆われた頃、突如として眼前に重厚な石の扉が出現した。まるでそこから先に進むことを拒むように、威圧感すら放っているように思える。この扉を初めて見れば、漏れ出ている瘴気に耐えられた者でも、思わず足を竦すくませてしまうだろう。

　が、見慣れている僕は特に何かを思うわけでもなく扉の鍵穴に鍵を差し込み、重厚な扉を開いて禁書封印室の中へと入る。ちなみに解錠すると扉に刻まれているレリーフが光るという演出があるのだが、見慣れているので特に何かを思うこともなかった。

　禁書封印室の中は封印されている書物から放出される瘴気によって、視界が非常に悪くなっている。僕は頭の中に叩たたき込こんである禁書封印室の見取り図を思い浮かべながら、瘴気をかき分けて進んだ。

　ここを訪れた目的は、大きく分けて二つ。

　一つは、今日が禁書封印室の点検日であり、納本された禁書に異常がないかどうかを調べるため。禁書は全て鎖の拘束が施されており、容易に中を見ることができないようになっている。

　瘴気を放出する禁書は、読むだけで記された魔法を習得することができる代わりに、耐性のない者が読めば精神が破壊されるという特徴を持っている。

　過去を遡れば、禁書によって精神が壊れた者は何百人も存在するのだが、今後禁書による被害者が出ないように、という理由で封印の鎖が施された。

　点検の主な内容は、この鎖が解かれていないかどうかの確認である。

　そしてもう一つは、呪詛魔法が記された本──『禁呪大全』を読むため。

　瘴気を放出し、精神が破壊されてしまう類いの本ではないが、『禁呪大全』は紛れもなく禁書である。閲覧を禁止された、危険書物に相違ない。

　通常、『禁呪大全』を読むことは禁止されている。しかし、僕は国王陛下と法院から『スネイエルス王国の安寧を脅かす事態が起こり、その解決に必要と判断した場合、禁書封印室に封印されている全書物の閲覧を許可する』という特別な権限を貰もらっている。

　呪詛魔法は小国を滅ぼしたこともある危険な魔法。そんな魔法が使用された可能性があるということは、国の平和が脅かされたということと同義なのだ。

　その大義名分のもと、僕は呪詛魔法関連の禁書が納められている本棚に手を伸ばし、目的の書物を探す。

「……あった」

　曖昧ながらも、前回の点検で見た場所を覚えていたので、数十秒程度で見つけることができた。赤に染色された革でコーティングされた辞典で、表紙の中央には小さな文字で『禁呪大全』と書かれている。これは来館者が自由に読むことができる魔法書と同じで、読んだところで害はない。記されている禁呪を習得することで、その当人が害そのものになるというだけ。見つかれば、その場で処刑されてしまうだろうね。

　僕はランプと『禁呪大全』を近くの机に置き、南なん京きん錠じように人差し指を当てた。

　解錠する方法は比較的単純で、一定量の魔力を南京錠に流せば鎖の封印を解くことができる。ただ、その魔力量は結構なもので、一般的な魔法士が内包する平均魔力の三倍は必要になる。多数の魔法士がこの部屋に入ったとしても、本の鎖を解錠することができずに終わるのだ。

「この中に、ヒントはあるのか……いや、あってもらわないと困る」

　苦労してこの可能性まで辿たどり着ついたんだ。ここで全く違う、なんてことになれば流石に心が折れる。

　一から調べなおしという最悪の結果にならないことを祈りつつ、僕は南京錠に魔力を注ぎ始めた──その時。

「！　なんだ？」

　図書館内に巡らせた感知魔法が、正面扉を勢いよく叩たたく人影を捉えた。今は日付が変わる直前で、こんな時間に図書館を訪れる人なんて普通いない。一瞬禁書を狙う襲撃者かとも思ったが、それならわざわざ扉を叩くこともしないだろう。

　思い当たる節は全くないが、このまま放置するわけにもいかない。僕は『禁書大全』を元の場所に戻し、大急ぎで禁書封印室から図書館内に戻った。

「──いませんかッ!!」

　転移した直後、十四階でも微かすかに聞こえる声が鼓膜を震わせた。かなり大きな声で叫んでいるようだけど……近所迷惑にならないかな。いや、そんなことを気にしていられない程、切羽詰まった状態なのかもしれない。僕に助けを求める理由は、わからないけど。

　本棚を戻した僕はいつものように一階まで飛び下り、乱暴にノックされている正面扉を開けた。

「なんです──」

　か？　と、言いかけた時、扉を叩いていたのであろう人物──メイド服を着た茶色髪の若い女性──は、僕の両手を掴み、平常心を失った様子でまくしたてる。

「い、いい急いで屋敷に向かいましょうッ！　早くしないと、早くしないと間に合わなくなっちゃいますのでッ!!」

「お、落ち着いてください！　状況が全く理解できません！　貴女あなたは誰で、どんな用事があってここに来たんですか？」

　錯乱している様子のメイドさんを落ち着かせ、一つ一つ、ゆっくりと尋ねる。と、彼女は「す、すみません」と謝り、一度深呼吸をしてから、僕の質問に答えた。

「私はベルナール公爵家で使用人をしている者です。夜分遅くに申し訳ありませんが、宮廷司書のセレル様で間違いないでしょうか？」

「はい、僕がセレルであっています」

「よかった。で、ここに来た理由なんですけど──」

　次にメイドさんの口から発せられた言葉に、僕は思わず目を見開いた。段々と忍び寄っていた眠気など一気に吹き飛び、且つ心臓が鷲わし掴づかみにされたかのように収縮するのを、感じながら。

「シオンお嬢様が先ほど、突然倒れられました。今は魔法医の先生に診てもらっていますが、旦那様よりセレル様をすぐにお呼びするようにと命令を受け、こちらに参りました」

　メイドさんの言葉を何度も脳内で繰り返し、停止しかけた脳を無理やり働かせる。

「シオン様が倒れてから、それほど時間は経たっていないんですよね？」

　脳内で整理がついた瞬間、僕は即座に正面扉の施錠を施し、足元で紫電を放電させながら聞き返した。一瞬彼女が何を言っているのかわからずに放心しかけたけど、ここで呆ぼう然ぜんとしていても無駄に時間を浪費するだけだ。今できることに、全力を尽くさないと。

　メイドさんは勢いよく何度も頷いた。

「はい！　私はシオン様が倒れてすぐにこちらに向かいましたので、倒れられてから十分も経っていないかと」

「十分ですか。馬も使わず、よくその時間でここまで来られましたね……」

「屋敷から疾走風ベルフアルドを使ってきましたから」

「風で走る速度を上げてきたわけですか……なるほど、優秀だ」

　疾走風は風系統の中でも比較的難しい魔法だ。風系統は魔法の中でも特に繊細で、微妙な魔力の違いでそよ風にするつもりが、突風になったりする。それなりの技量を必要とする疾走風を使うことができるこのメイドさんは、魔法士としても優秀ということだ。

　だが、

「疾走風では僕には追い付けないので、抱えていきますね」

「え──ちょっ!?」

　失礼します、と断りを入れてからメイドさんを横抱きに抱え、僕は紫電を纏わせた足で街中を全速力で駆け抜ける。昼間は賑にぎわう無人の通りを、雷が放電する音を奏でながら。

　減速することなく角を曲がったタイミングで、メイドさんが困惑気味に叫んだ。

「な、なんで、私を抱えるんですか!?」

「疾走風も速いですけど、僕の脚雷レンペルには到底敵かなわないので」

「だ、だったら私は置いていけば──」

「僕一人だけで屋敷に辿り着いても、シオン様が何ど処こにいるのかわかりませんし。それどころか、早々に衛兵に槍やりや剣を向けられそうですから」

　突然雷を纏まとった男が屋敷に飛び込んだら、普通は来客とは思えないだろう。寧むしろ襲撃者と思い、即座に排除せんと動くに決まっている。訓練された騎士なら、特にね。

「一人だけで屋敷に到着した途端に殺されるのは勘弁なので、我慢してください」

「……わかりました──あ！」

　他の建物との違いは一目瞭然、絢けん爛らん豪ごう華かな建物が視界に入った。一直線で向かえば十数秒で到着できるが、建物が密集しているせいで、入り組んだ道を通らなければならない。

「屋敷の入り口はそこを左に曲がって、二つ目の角を右に曲がり、更に六つ目の角を──」

「その時間も惜しいので、口を閉じていてくださいね。舌を噛かまないように！」

「え？　あ、ちょっとうわぁッ!!」

　流石に何度も曲がるのは面倒くさいし、時間も惜しい。

　僕は大きく踏み出した一歩の着地と同時に大きな紫電を爆散させ、力強く踏み込み跳躍。屋敷の手前に立ち並んでいた建物を一気に飛び越え、噴水や水路など、水場の多い屋敷の庭園へと下り立った。

「到着。さぁ、シオン様のもとへ案内してください」

「む、無む茶ちや苦く茶ちやすぎますよぉ……こちらです」

　気の抜けた声で抗議をするメイドさんに連れられて、僕は屋敷の中へと入っていく。

　突然屋敷に現れた僕に、使用人たちは唖あ然ぜんとしていたけれど、見知ったメイドさんと一緒に走っているので、客人と判断したのだろう。誰かが僕を呼び止めることはなかった。

「あれか」

　屋敷の階段を一気に駆け上がった僕は、二階の突き当たりにドライフラワーが飾られている扉を発見。部屋の中に人が密集していることからも、そこがシオン様の部屋で間違いないだろう。

「え、セレル様!?」

　僕はメイドさんを追い越し、ノックをすることなく扉を開け中へ入った。シオン様の容体を第一に考えれば、返事を待つ僅かな時間さえ惜しいと思うべきだ。本来なら考えられない非礼なので、その場で処罰されてもおかしくはないけど──首元に短剣が突きつけられた。

「何者だ」

　警戒心と敵意を剥むき出だしにした、冷たい声音。

　ちらりと横目で声の主を確認すると、短剣を突きつけているのは執事服に身を包んだ藍色髪の青年だった。細められた鋭い瞳は僕を睨み殺さんとする威圧感を放ち、下手な動きをすれば即座に喉元を切り裂くと告げているようにも思える。

　何の理由もなくこんなことをされたら手加減なしでぶっ飛ばすところだけど、今回は完全に僕が悪い。

　どうしようかな、と考えていた時。

「やめろアトス！　私の客人だ！」

　部屋の奥に置かれたベッドの傍にいた公爵閣下が声を張り上げてくれた。アトスと呼ばれた執事の青年は瞬時に短剣を引き「失礼致しました」と一礼して下がった。そのタイミングで道案内をしてくれたメイドさんが「遅かったですか……」と何があったのかを察した様子で部屋に入ってきた。

　僕は振り返り「ありがとうございました」と彼女に小声でお礼を告げ、ベルナール公爵閣下のもとに歩み寄った。正確には傍にいる、衰弱しきった様子でベッドに横たわる、シオン様のもとへ。

「申し訳ありません、遅くなりました」

「いや、随分と早く来てくれた。すまないな、こんな夜遅くに」

　優しい言葉を僕にかけてくれる公爵閣下の表情は、悲痛そのものだった。愛まな娘むすめの痛々しい姿を見て、かなり心を痛められている様子。彼の傍に控えていた魔法医と見られる白衣の男性も、無念そうに目を伏せていた。

「シオン様が倒れられたとお聞きしましたが……申し訳ありません。僕が、もっと早くに対処をしておけば」

「……娘は、シオンが一体どんな状態にあるのか、わかったのか？」

「まだ確信したわけではありませんが」

「構わん。聞かせてくれ」

「では」

　僕は自分の鎖骨部分に指を当てながら、周囲にも聞こえるように説明する。

「シオン様の鎖骨部分に現れた痣あざは、自然に現れたものではありません。恐らく、何者かが何らかの手段で彼女に刻み込んだ、呪詛魔法の刻印です」

　誰かが息いきを呑のむ音が聞こえた。

　まぁ、驚くのは無理もない。貴族の、それも公爵家の娘が何者かに呪詛魔法という禁呪を使われたんだ。しかも見る限り──。

「私見では、これまで体調に変化は見られなかったので、魔法的器官の能力を低下させるだけのものかと思っていました。しかし、今のシオン様の容体を見る限り、明らかに生命力そのものを奪っているよう思えます。呪詛魔法の中でも特段凶悪な、対象を衰弱死させるものでしょう」

「……では、あれか？」

　公爵閣下が怒りに声を震わせながら、僕に睨み殺さんばかりの鋭い視線を向けた。

「このままでは……シオンは死ぬ、ということか」

「……」

　僕は無言で目を伏せた。

　それは、言葉にない肯定だった。術者が特定できず、尚且つ効力がここまで発現している以上、それは免れないだろう。

　それを確認した公爵閣下は歯を食いしばり、顔を伏せられた。

「呪詛を解く方法は？」

「……効力を発現している刻印の魔力が切れるか、術者を見つけ出し始末する。この二つが、呪詛魔法を解呪する方法です」

「前者は論外として、術者を見つけだす、か。魔法医、シオンの命は、どのくらい持ちそうなのだ」

　その言葉に、魔法医の男性は即座にシオン様の脈を取り、検診用の魔法を発動する。

　一分ほどの時間が経過した後、魔法医は首を横に振った。

「恐らく、もう一日も持たないかと」

「……」

　一日、か。

　そんな短い時間で術者を見つけ出すのは無理だ。現実的じゃない。

　呪詛魔法は一度発動したら、魔力を追跡することも不可能な魔法。故に、どうしても特定には時間がかかってしまう。早くても、一ヵ月、といったところか。そんな時間は当然残されていない。

「……何な故ぜ」

　公爵閣下の無念そうな呟きが木こ霊だまする。

「何故娘がこんな目に遭わなければならないのだ……。民からも慕われ、人一倍思いやりが強く優しいこの子が、どうして……」

　今の彼は、威厳ある公爵としての姿ではない。

　愛娘を護まもることができない、助けることができない自責の念を吐露する、一人の父親としての姿だった。

　目の前にいるのに、手を握ることができるのに、助けることができない。もどかしさと悔しさと悲しみで、胸がいっぱいになっているのだろう。

　同時に、娘をこんな目に遭わせた者に対する怒りも感じているはずだ。

「旦那様……」

　側近の初老の執事が、項うな垂だれる主の肩に手を添え、慰めるように摩さする。

　室内に漂う空気は酷ひどく重苦しい。誰もが口を噤つぐみ、悔しさに下唇を噛み、拳を握って震わせている。

　自らが仕える主の一人娘が今この瞬間、生命力を奪われ苦しみの渦中にあるのだ。風前の灯となったシオン様を前に、笑顔を浮かべられる者などいるはずがなかった。

　皆が悲しみと無力感に苛さいなまれている中、僕の視界には魔法医が広げていた医療道具を片付ける姿が目に入った。

　思わず、僕は声をかける。

「お医者さん、何を？」

「……心苦しいが、呪詛となれば私の専門範囲外だ。これ以上、私にできることはない。公爵閣下、お役に立てず、申し訳ありません」

　深く頭を下げる魔法医に対して、公爵閣下は一度頷くだけ。

　為なす術すべがなく、完全に気力を失っているのは、彼の丸くなった背を見れば理解できた。刻一刻と死に向かっている愛娘の姿は、父親の心を挫くじくには十分すぎる。

　唯一の希望として呼び寄せた魔法医は、あっさりとお手上げ宣言。早々に帰ろうとしたのも、残りの時間は親子二人だけの時間にしてあげようという気遣いからだろう。

　その気遣いは素晴らしい。

　でも──それは全員がシオン様を諦めてからにしてほしい。

「まだ帰ってもらっては困ります」

　部屋の扉まで進んだ魔法医を呼び止めると、その場にいた全員の視線が僕に集中した。

　あぁ、言ってしまった以上、後には戻れない。

　けど、やるしかないよね。現状やれるのが僕一人だし、何より──未来ある子供をここで死なせるなんて、何もせずに結果を受け入れるなんて、到底許せない。

「公爵閣下、少し離れていてもらえますか？」

「何を、するつもりだ？」

「当然、シオン様を助けるんですよ──雷天断章」

　帽子と眼鏡めがねを外した僕は魔導書を召喚し、片手に微かな紫電を纏わせて告げた。

「お医者さんができないなら、僕がやるしかないでしょう。ここでシオン様を見捨てる程、人として腐っているわけではありませんので。他に治療方法がないのなら──完膚なきまでに破壊します」

























「貴殿がやる、だと？」

　公爵閣下は何を言っているのかわからないと言った様子で、僕を呆ぼう然ぜんと眺める。周囲の使用人たちも、唖あ然ぜんとした様子だ。

　まぁ、突然現れた何ど処この馬の骨ともわからない若造が、魔法医の投げ出した問題を解決するとか言い出したんだから、その反応も妥当と言えるだろう。僕は本気だけどね。

　公爵閣下は僕の両肩を掴み、大きく目を開いて問うた。

「治療方法が、あるのか？　貴殿は先ほど、術者を殺す以外に方法はないと言っていたが」

「正確には、治療方法でも解呪の方法でもありません。魔法理論に基づいた……所謂いわゆる、戦いをするんですよ」

　公爵閣下の目が、余計にわけがわからない、と訴えているのがわかった。

　大事な娘さんだから、何をやるか明確にしてもらわないと容認できない、といった気持ちも強いのだろう。僕が施術を行うために、納得のいく説明をしなければ。

「魔法学校の中等部で習う現象である、魔力抵抗増幅作用を利用するんですよ。呪詛魔法は大部分が闇系統に属しますので、最も魔力抵抗が大きくなる雷系統魔法を用いて、シオン様の中に刻まれている呪詛の刻印を相殺、消滅させます」

「それはつまり、シオンの身体に雷の電流を流す、ということか？」

「そういうことになります。勿論、人体に影響がないギリギリの威力で行いますので、目覚めた後のシオン様に後遺症などはありません。ですが、これはかなり危険が伴うということは、ご理解いただきたい」

「そうでしょうな……」

　頷いたのは魔法医だった。

　流石さすがに人間の身体に電流を流すということの危険性は、十分に理解しているようだね。

「もし、もしほんの少しでも貴方あなたが雷の制御を誤れば、お嬢様は即座に亡くなられるでしょう」

「ッ」

「しかも、貴方が制御できていたとしても、ぶつかり合った呪詛が何か異変を起こす可能性はゼロではない。正直、賭けだと思います。貴方の雷魔法が勝つか、呪詛の闇魔法が勝つか」

　それを聞いた公爵閣下は額に手を当て、長考される。

　悩む気持ちは、とてもよく理解できる。愛まな娘むすめの生死を僕の腕に委ねるという選択を、突然強いられているのだから。死ぬか生きるかという、究極の賭けと言ってもいい。

　と、公爵閣下が悩みに悩み、決断しかねていた時。

「お、父様……」

　掠かすれた声でシオン様が公爵閣下を呼ばれ、閉じていた瞳を微かすかに開いた。血色の悪くなった手で毛布をギュッと掴み、今この瞬間も身体を襲う苦痛に耐えている。

　公爵閣下はシオン様の手に自らのそれを重ね、心の内を吐露するようにゆっくりと言葉を絞り出した。

「シオン……私は──」

「大丈夫、です。お父様……、私は、怖くありません。もし、駄目でも、覚悟はできています。それに……セレル様、を……信じて、いますから」

「──ッ」

　シオン様は、既に覚悟ができているようだ。僕の施術を受ける覚悟を、自らの生を手放す覚悟を。そして……その覚悟以上に、信じてくれている。僕が、無事に施術を成功させることを。

　ならば、僕は彼女の期待に、信頼に応えるまでだ。

「公爵閣下。一つ、無礼な発言をすることをお許しください」

「……許そう。言ってみよ」

「では──シオン様のお覚悟を、無駄にするおつもりでしょうか？」

　シオン様は齢よわい十四の子供だ。身も心も成熟しきっているわけでもなく、ましてや死を覚悟するには早すぎる年齢。彼女の微細に震えた手を見れば、忍び寄る死への恐怖に心が蝕むしばまれているのは容易に想像ができる。しかし、彼女は周囲の人たちを不安にさせまいと本心を隠しているのだ。

　恐怖心を押し殺して決めたシオン様の覚悟は、絶対に無駄にしてはいけない。

「シオン様は内心の恐怖心や不安感を押し殺し、覚悟をお決めになられました。誰にでもできるわけではない、勇気を振り絞りました。ならば、父親である貴方も覚悟を決めるべきだと思います」

「……もし、失敗したら？」

「その時は、この首を差し出しましょう。それで足りないというのであれば、僕が持つ全てを差し出します」

　僕が言い終えると同時に無言になった公爵閣下は目を閉じ──数十秒間の長考を経て、頷うなずきを一つ返した。

「すまない。貴殿に責任を問うのは間違いだったな。娘を……頼む」

「はい、お任せください」

　二人が覚悟を決めたのならば、僕がやることは一つ。シオン様を蝕む呪じゆ詛その刻印を完全に消滅させるだけだ。

　シオン様に「失礼します」と断りを入れ、痣あざのある鎖骨部分を露あらわにする。と、痣は以前見た時とは明らかに形を変化させ、はっきりとした刻印を描いていた。

　これさえ消滅させてしまえば、シオン様は助かる。

「シオン様。今から貴女あなたの身体に、電流を流します。恐らく、その間常に激痛が身体を襲うことになりますが、耐えてください」

「大丈夫、です。どれだけ辛くても……我慢して、みせます」

　ローブの裾を軽く摘まんだシオン様は、力尽きたように脱力し、瞳を閉じる。身体に力を入れることすら困難にする程の、強力な呪詛。一体誰が何の目的で仕組んだのかは、まだわからないけど……一ひと先まず、犯人の目的は阻止させてもらおう。

「頑張ってくださいね。絶対に、死なせませんから──微流雷ストラル」

　シオン様の鎖骨に刻まれた呪詛刻印に右手を置き、一息に雷を走らせた。

「く──ッ、ああァァッ[image: かんたんふ]」

　苦く悶もんの悲鳴を上げるシオン様は、僕の左手首を弱々しく握る。迸ほとばしる雷とシオン様の苦痛に染まった表情を見ていた使用人が、僕を止めようと動きかけたが、公爵閣下が手でそれを制していた。黙って見守れ、と。

　電流が身体を伝うシオン様は……とても辛いだろう。人体に悪影響はないとはいえ、それはあくまで結果の話。

　日常生活では感じることのない痛みを感じているはずだ。今僕が流している電流の威力は、拷問などに用いられる威力と同程度なのだから。

　衰弱しているとはいえこの痛みを暴れずに耐えるとは……僕はシオン様の精神力の強さを甘く見積もっていたようだ。

[image: ]

「頑張ってください、シオン様！」

　最大限の集中を切らさずに彼女を激励し、僕自身も自分を激励する。

　大丈夫だ。信じろ。僕は雷系統魔法で宮廷魔法士団の実力者とも渡り合う実力があるんだ。こんな呪詛くらい、僕の敵ではない！

　心中では叫びつつも、緊張で手が震えそうになる。けど、そうなったら最後だ。絶対にミスは許されないプレッシャーはあるけれど、僕よりも辛いのはシオン様なんだから、僕が負けるわけにはいかない。

　人体が耐えられるギリギリの出力で放出される紫電は少しずつ、しかし確実に呪詛刻印を削っていく。施術を開始してからどれだけの時間が経過しているのかはわからないが、呪詛刻印は既に半分以下の大きさになっている。

　シオン様は長時間の苦痛に耐えられなくなってきたのか、僕の左手首に血が出る程爪を食い込ませている。呪詛刻印の効力が弱まり、身体の力が戻ってきたのだろう。

「あと少しです!!　頑張ってッ[image: かんたんふ]」

　呪詛刻印は既に消滅しつつある。しかし最後の最後まで気を抜かず、慎重に、それでいて確実に呪詛刻印を消滅させる出力を維持しつつ、電流を流す。

　最後の最後、勝ったと思った時が最大の油断であり負け筋。

　その言葉を脳内で何度も復唱しながら魔法を維持し続け──道を塞いでいた障害物が突然消滅したように、電流はシオン様の身体を流れた。

　呪詛刻印の消滅を確認したと同時に紫電を霧散させると、シオン様は力が入っていた身体を一気に弛し緩かんさせて脱力し、荒い呼吸を何度も繰り返す。

　施術が終わったと理解した公爵閣下が、興奮気味に叫んだ。

「成功したのかッ！」

「近づくなッ！」

　こちらに駆け寄ろうとした公爵閣下を制し、僕はシオン様からも距離を取る。最後の最後、突然違和感がなくなったと思ったら……。

「ど、どうしたのだ？」

「呪詛刻印が僕の身体に乗り移りました。他の人の身体にも乗り移る可能性があるので、絶対に近づかないでください」

「な──ッ」

　恐らく、消滅する寸前に蓄えていた魔力を用いて、シオン様に触れていた僕の身体に乗り移ったのだろう。このままシオン様の身体にいては、消されることを術者が感じ取って。

　確かに他の身体に乗り移ってしまえば、その人物の魔力を奪って呪詛刻印を復活させることも可能だろう。

　だけど、乗り移った先が僕の身体ならば、それが敵うことは絶対にない。

「雷怒魔ゾルマ」

　左手を力強く握った直後、室内が紫色の光に包まれる。

　シオン様の身体を労わって使っていた、微弱な雷とは威力が桁違いのもの。既に消滅寸前だった呪詛刻印が、超高電圧の電流に耐えられるはずもなく──。




　──ギィアアアアアアァッ！




　雷光が消える間際、金切り声のような断末魔の叫びが響き渡り、呪詛刻印は完全に消滅した。僕の左手には奇妙な紋章は残っておらず、元の白い肌が見えるだけ。

「……やっと終わった。いや、始まりか」

　流石に精神的な疲れを隠せず、僕は額に浮かんだ汗を拭いながら近くの椅子に座り込む。

　もう大丈夫、と視線で公爵閣下に促すと、彼はベッドで気絶したように眠るシオン様を覗き込み、魔法医が脈を取る。

　そして、娘の無事を確認した公爵閣下は涙を浮かべながら「よかった……本当に」と、喜びの嗚お咽えつを上げ続けていた。




　　　　◇




　呪詛刻印を消滅させた少し後、僕は公爵閣下と執事長に連れられ、応接室に来ていた。

　流石は公爵家の屋敷と言うべきか、応接室には一級の調度品が幾つも並べられている。絵画や壺つぼ、加えてソファやテーブルまでもが全て超高級品。座るように勧められたソファだけで、僕の給料何ヵ月分に相当するのか見当もつかないので、座るのを躊躇ためらってしまう。

　だが、そんなことを言っていては話が進められないので、僕は恐る恐る公爵閣下の真向かいに腰を下ろし、メイドさんの持って来てくれたティーカップを口に運ぶ。

　と、紅茶の味を堪能していた時、公爵閣下が深々と頭を下げられた。

「まず、シオンの件だが……本当に、本当にありがとう」

「感謝はまだ早いと思いますよ。それに、元々原因解明は頼まれていたことですし、あの場で施術したのも成り行きです。それよりも先に──」

「あぁ。シオンに呪詛刻印を刻み込んだ者を捜さねば」

　公爵閣下は気合い十分という様子だが、僕は違う、と首を横に振った。

　確かにそれが解決しないと、今後もこういったことが起きかねない。原因となる種は徹底的に潰しておかないと、安心して眠ることもできないだろうし。

　けど、まずやるべきことはそれじゃない。

「公爵閣下。先に済ませるべきは、シオン様の魔導書契約です」

　犯人捜しは一旦別の者に任せ、公爵閣下とシオン様はそちらに専念してもらうほうがいいと思う。魔導書と契約を結び、魔法を扱うことができるようになれば、今回のような事態を自分で解決することができるようにもなるのだ。

　しかも、シオン様の魔導書は智天書ケルビム。それほどまでに高位の魔導書ならば、呪詛刻印なんかに遅れを取ることもないだろう。魔導書の固有能力だってあるのだから。

「推測ですが、今回シオン様に呪詛刻印が仕掛けられたのは、彼女が契約しようとしている魔導書が絡んでいると思います。何しろ、智天書の魔導書は非常に貴重ですからね。それを狙っている連中は、少なくない」

「しかし、魔導書のことは誰にも話していないのだぞ？　それこそ、知っているのはここにいる執事長のゼフスくらいで……」

「旦那様、私もつい最近知りました」

「うむ。それに、あの子に痣……刻印が現れたのは、今から四ヵ月前なのだ」

「……そういえば、そうでしたね」

　四ヵ月前……調べ上げる人の数が多そうだが、犯人捜しのためにはやるしかないな。ここで犯人を野放しにしてしまうことは、絶対に避けなければならないから。もし逃がせば……今後も誰かが呪詛魔法の被害者になってしまう。

「公爵閣下、過去四ヶ月以前に会食やパーティーなどでシオン様に接触した者を、全て調べ上げてください」

「ゼフス」

「承知いたしました」

「頼むぞ。しかし、シオンに接触できるとなると、魔法学校の者たちも含まれるのではないか？　そうなれば、生徒たちにも疑いの目を向けることになるが……」

「学校の生徒たちは調べなくていいです」

「どうしてだ？」

　首を捻ひねる公爵閣下に、思わず「知らないのか？」という視線を向けてしまう。

　いや、公にされていないのかもしれない。公爵閣下にも内緒で、あの学校長が独断で行っているということも考えられるし、それなら王族貴族の方でさえ知らない可能性も考えられる。今度聞いてみるか。

「学校の制服には、呪詛魔法などの法に違反する魔法の行使を阻害する妨害魔法が施されているんです。生徒たちが若いうちから道を踏み外さないようにと、学校長が言っていましたが」

「そんな効果があったとは……あの学校長は、とことん子供想おもいらしいな。いや、素晴らしいことではあるのだが……」

「少し過保護すぎる面も見受けられますけどね」

「全くだな。さて──」

　ソファから立ち上がった公爵閣下は、何ど処こか心配そうな顔を浮かべる。

　察するに、シオン様のことが気になるのだろう。この人もかなりの子煩悩だよなぁ。愛まな娘むすめが命の危険に晒されたのだから、過敏になるのもわかるけどね。

「私はシオンのもとに向かうが、貴殿はどうする？　今日は泊まっていくか？」

「ありがたいお話ですが、僕はまだ少しやることがありますので、今日はこのまま帰ります」

「そうか。魔導書との契約の際には、貴殿にも是非立ち会ってほしい」

「了解しましたが、くれぐれも、シオン様の体調が万全になられてから行うようにお願いしますね。契約時には魔力を大量に使いますので、体調が悪い時に行ってしまうと、身体に支障が出かねませんし、契約自体が失敗する可能性もあります」

「わかっている。数日は絶対安静にさせるつもりだ」

「お願いしますね」

　シオン様の呪詛刻印を消滅させたとはいえ、まだまだ問題は山積み状態。犯人が捕縛されるまで、脅威が去ったとは言えない。警備の強化は公爵閣下に任せるとして、呪詛魔法の特性について詳しく調べる必要がある。シオン様から僕の身体に乗り移ったが、そもそも呪詛魔法とは遠隔で操作することができるものなのか。もしできないのであれば……近くに犯人がいたことになる。

　そうであれば、犯人候補が絞られるんだけど……考えるのは明日にしよう。今日はとても疲れたし、早く帰って休みたい。お風呂に入って冷えた果実酒を飲んで、早々に寝よう。

　どっと押し寄せてきた疲労感を堪えながら、僕は数人のメイドさんにお見送りをしてもらい、屋敷を後にした。




　　　　◇




　四日後。

「ねぇセレル」

「なんだい？　フィオナ」

　休館日のため来館者がいない、図書館の応接室にて。来客用のソファに腰を下ろしたフィオナは、離れたところでお茶の準備をしている僕に問いかけた。その声音は、怒っているとまでは言わないが、若干不機嫌そう。

「今日はシオンが魔導書と契約するから、そこに立ち会う、という話よね？」

「そうだね。ベルナール公爵閣下とシオン様からのお願いで、無事に見届けてほしいってことで」

「よかったわ。私の記憶に相違はないみたい。でも、そうすると疑問が残るのだけど──」

　キッと視線を鋭くしたフィオナは、対面のソファに座る人物を睨みつけた。

「なんで、エゼルがここにいるのよッ!!」

　フィオナの叫びは応接室内に反響する。

　今、この応接室内にいるのは三人。この図書館の司書である僕と、第三王女殿下であるフィオナ。そして、僕の友人であり、宮廷魔法士団第一部隊長のエゼルだ。

　今日は二人と情報の共有をするため、ここに来てもらったんだけど……実はフィオナにはエゼルが来ることを知らせていなかったんだ。事前に言ったら絶対に駄だ々だを捏こねるから。

「おいおい姫さんよぉ」

　案の定、怒りの矛先を向けられたエゼルはニヤニヤと笑い、何とも楽しそうにフィオナへ物申した。

「相変わらずセレルが絡むと我わが儘まま放ほう題だいか？　そういうところは昔から全く成長してねぇなあ……デカくなったのは図ずう体たいだけか？」

「エゼル……不敬罪で今すぐ処罰してあげようかしら？」

「お？　いいぜ？　ただ俺を不敬罪で処罰した後の第一部隊は任せるからな？」

「ぐっ……本当に性格悪いわね！」

「そう怒んなって。更年期でイライラしやすいのか？」

「私はまだ十代なんですけどッ!?」

　怒るフィオナを見て、エゼルはゲラゲラと品のない笑い声を上げる。

　フィオナが駄々を捏ねるのは……まぁ、エゼルに会うとこうして散々からかわれることになるから。傍はたから見ればその光景は微笑ましいものなんだけど、からかわれているフィオナは物もの凄すごく疲れるらしい。

　僕は準備したお茶をテーブルの上に並べ、フィオナの隣に腰を下ろした。

「相変わらず二人は仲が良いね」

「仲良くないわよ！　なんでこんなふざけた男が部隊長なんて……」

「実力」

「いちいち言わなくていいのよ！　もう、本当に疲れる」

「はいはい。本題に入りたいから、二人ともその辺でね」

　胸に顔を埋めてきたフィオナの頭を撫でつけ、二人のやりとりを中断させる。このままだと、二人は延々と喋しやべってそうだし。

　エゼルは「悪い悪い」と軽い口調で謝り、紅茶を一口含んで僕に問うた。

「それで、本題ってのは？」

「呪詛魔法のことだ」

　その一言を聞いた瞬間、二人は表情を引き締めた。こういう切り替えが素早くできる点は、素晴らしいと思う。

「知っての通り呪詛魔法は、使用はおろか学ぶことすらも禁忌とされた魔法だ。特別な許可なく習得した場合、処刑台行きは免れない。そんな大禁呪の一つが、一人の少女に向けられた」

「確か、ベルナール公爵家のご息女が被害に遭われたんだったか。その後の容体は？」

「呪詛は完全に消滅させたし、施術による後遺症も現れていない。順調に回復して、今日は魔導書との契約を結ぶ予定だ」

「シオンの容体に問題がないとすれば……私たちがやることは、シオンに呪詛刻印を刻んだ害虫の発見と駆除ね」

「かなり怒ってるな、姫さん」

「当たり前でしょう？　シオンは私にとって妹みたいな子なんだから」

　沸々と湧いて出てきた怒りを鎮めるように、フィオナは紅茶に口をつけて一息吐く。一見落ち着いたように見えるが、隣に座っている僕には彼女の身体から溢あふれる魔力が叩きつけられるので、彼女の怒りが収まっていないことが容易に理解できた。

　恐らく、犯人を捕縛し、処罰するまで怒りが収まることはないだろう。

「それで、セレル。呪詛刻印を刻み込んだ害虫を炙あぶり出だすことはできるの？」

「現時点で特定することは難しい。でも、手掛かりがないわけではないよ」

「手掛かりっつーと？」

「シオン様に使われた呪詛魔法だ」

　二日前、僕は読もうとしたところで中断した『禁呪大全』に目を通し、魔法的器官の機能を極端に低下させる呪詛魔法を発見した。そこには事件解決の手掛かりになると思われる情報が幾つも記されており、見つけた時は思わず禁書封印室で舞い上がってしまったよ。

「魔法名は衰低釘クトラロ。刻印を刻みつけた対象の魔法的器官の働きを阻害し、尚なお且かつ生命維持に必要な魔力を奪うことによって、衰弱死させるという呪詛魔法の中でも悪質なものだ」

「お前……『禁呪大全』を読んだってことは、処刑されるんじゃ……」

「馬鹿ね。国の安寧を脅かす緊急時には、図書館内の全書物の閲覧を許可されるのよ。呪詛魔法は太古に国を亡ほろぼす原因にもなった魔法なんだし、今回はその権限が適用されるわ」

　呆あきれた口調でエゼルにそう言ったフィオナは「それで？」と促し、僕は頷うなずきを返して続けた。

「呪詛魔法を対象に発現させる方法は、魔法によってさまざまだ。毒のように人が口に入れる食べ物や飲み物に混入させたり、武器に魔法式を書いて対象に切りつけたりね。で、衰低釘は魔法式を直接肌に触れさせることで発現するらしい。シオン様の鎖骨部分に痣あざが現れたのは四ヵ月前だから──」

「痣が出る直前の日付まで遡り、公爵令嬢と接触した人間の中から術者を探せばいいということか」

「そういうことになる。更に言えば、制服の件があるから生徒は除外してもいい」

「そうなると、調べるべき人物はかなり限られてくるわね。シオンは元々頻繁に夜会に出席する子でもないし……」

　恐らく、一ヵ月もしない内に容疑者全ての調査を終えることができるだろう。貴族はいつ誰と会ったのかを使用人に記録されているし、取とり零こぼすことはない。

「蛇足だけど、呪詛魔法は一度発現させてしまえば、遠隔で操作することができるらしい。途中で呪詛刻印が僕に乗り移ったから、近くに術者がいるのかと思ったけど、この線はなさそうだ」

「そうだな。そんな便利な力があんのに、態わざ々わざ近くにいるメリットがない。手て練だれの魔法士がいれば、少しでも不審な素振りを見せた瞬間に反応されるし」

「シオンの苦しむ姿を近くで見たい、って異常者ならなくもないけどね。でも、態々危険を冒してまですることではないわ」

「まぁ、どのみち呪詛魔法を使おうとする輩やからが何を考えているのかなんて、僕らにはわからないよ」

　犯罪者の気持ちは犯罪者にしかわからない、とは誰の言葉だったか。露見すれば処刑台行きになる呪詛魔法を習得し、実際に人に向けて使おうとする者のことなんか、僕らがどれだけ頭を捻って考えても、絶対に理解できない。

　それに、僕らの目的は犯人の気持ちを理解することじゃなく、捕縛だ。互いにわかりあおうとテーブルに着くことではない。

「それより、今後について一つ、エゼルに頼みがあるんだ」

「あん？」

「呪詛魔法の有効性が実証された今、次に狙われる人が王族である可能性は十分にある。そこで、君のところの団長に、団員の一部をフィオナの護衛に回せないか、お願いをしてほしいんだ。できれば、その中に副団長を加えてほしい」

「は？」

　その声を発したのは、隣に座るフィオナだ。まさか頼みごとが、自分に関することだとは予想もしなかったのだろう。それ以上言葉を発することなく僕を見つめているのは、多分言葉が出てこないから。

　一方、エゼルは頬ほおを引ひき攣つらせている。

「お前……自分が相当無む茶ちやを言っているって自覚はあるのか？」

「当然、無茶は承知だ。だけど、普段から護衛を徹底されている公爵家のご令嬢が今回、呪詛刻印を刻まれてしまった。だから、僕が実力を認めている人にフィオナの護衛をお願いしたいんだ」

　宮廷魔法士団の副団長は、王国トップクラスの実力者だ。実際に手合わせをしたことはないけど、訓練では実力のある団員を相手に多対一で圧勝する程。護衛としては、これ以上にない人物なのだが、どうやら隣の王女殿下は異論があるらしい。

「ちょっと待ってよセレル！　私の護衛にはルーナがいるでしょう？　しかも、彼女以外にも複数人が常に護衛についてくれている。これ以上の護衛は──」

「その慢心が、最も君を危険に晒さらしているということを覚えておくんだ。僕がフィオナの護衛に求めるのは、フィオナに迫る危険を事前に排除する力だ。副団長殿には、それができるだろう？」

「……まさか、知ってやがったのか」

　勘弁してくれよ、とエゼルは片手を額に当て、深い深い溜ため息いきを吐いた。僕の観察眼を舐なめすぎ、とだけ言っておこうかな。

「引き受けてくれないなら、僕はこのカードをどうするかわからないなぁ。街の情報屋にでも、高値で売ってしまおうか、って伝えといて」

「お前、やば。マジで忠告しとくが、あの女を脅迫するとか自殺行為もいいとこだからな？」

「フィオナの無事には代えられないよ。あ、そうそう。お願いはもう一つあってさ」

「はぁッ!?」

　と、最初は嫌そうにしていたエゼルだったが、お願いの内容が記された小さな紙を受け取って読み進めると、「まぁ、このくらいなら」と了承してくれることになった。

「よろしく頼むよ」

「わかったが……なんか俺、お前の頼み事無償で引き受け過ぎじゃねぇか？　流石さすがに、そろそろ対価を要求してもいいと思うんだが」

「対価？　散々断ったのに泣きついてきた挙句、仕事中で人目があるのにもかかわらず何度も何度もお願いしてきた君に固有魔法式を組んであげた僕に、対価？」

「あーもうわかったよ畜生がッ！　対価なんていらねぇよこの野郎ッ！」

　目元を覆いながら叫んだエゼルは、ティーカップの中に残っていた紅茶を一気に飲み干し「承ったぁッ！」と、勢いよく応接室を出て行った。

　騒がしい足音が消え、秒針が時を刻む音だけが反響する中、僕は先ほどからローブの裾を摘まんでいる王女殿下に顔を向けた。

「あー、フィオナ？」

「何をお願いしたの？」

「それは内緒」

「なんで」

「言ったら、間違いなくフィオナは大反対するから」

「だと思った！」

　不機嫌そうに叫んだフィオナは摘まんでいたローブの裾を引っ張り、駄だ々だを捏こねる子供のようにそれを上下に振り始めた。何だか、甘えん坊で世話の焼ける子供の相手をしている気分になる。

「どうして私が反対するようなことを勝手に決めるのよ！」

「こうやって駄々を捏ねて、全く話が進まなくなるからだよ」

「貴方あなたを心配してるから、こうして口を出すのよ？　なんでそれをわかってくれないのよ。しかも、護衛のことまで勝手に決めて……セレルは最近、身勝手すぎると思います」

「僕も君のことが心配だから、護衛の件をエゼルに頼んだんだよ。なんでそれをわかってくれないんだ」

「「……」」

　動きを止め、言葉を止め、僕らは互いに視線を交差させる。

　どちらも譲らぬ視線のぶつかり合いが数十秒間続いたが、やがてどちらからともなく、溜め息交じりに顔を逸そらした。

「……お互い、考えていることは同じみたいだね」

「そうね。貴方は私のことを考えてくれているし、私は貴方のことを考えて行動してる」

「あぁ、変だな。初めて会った時は、僕らは正反対の性格をしていたと思うのに」

「一緒にいることが多いから、同じように育ったんでしょ。私たちはお互いに、お互いの色に染まっていったの。あぁ、でもよかった」

「何が？」

「染まった色が、貴方の色で」

　フィオナは全く恥ずかしがらずにそう言い、右手を僕の左手に絡める。こういうちょっとロマンチックなことを天然で言うのは、流石にずるいと思うなぁ。

　彼女は空いていた左手を僕の顔に伸ばし、僕がかけていた黒縁眼鏡めがねを奪って自分で装着した。

「こういうところも、昔とは変わったわよね。眼鏡なんて、かけてなかったのに」

「本の読みすぎで視力が落ちたんだよね。でも、度数はそこまで強くないはずだ」

「私は目が良いから、これでも結構ぼやけるの。これ、返すわ。私には必要ない」

　と言って、フィオナは机の上にそっと眼鏡を置いた。返すなら、普通手に渡すと思うんだけど──絡めていた手を離し、フィオナは僕の頬に手を添えた。

「眼鏡なんてなくても、私の目には貴方がはっきり映っているもの。これから先も、ずっと」

「……言ってて、恥ずかしくないの？」

「……今、丁度羞恥心が襲って来た」

　フィオナは恥ずかしさに身を震わせ、僕の胸に顔を押し当てる。さっきの台詞せりふと今の台詞、恥ずかしがる基準がわからないな。僕からすれば、どっちも赤面ものの台詞なんだけど。

　ただ……こうして真まっ直すぐに気持ちを伝えてくれるのは、とても嬉しく思う。

「つい四日前も、君は羞恥心に襲われていたね」

「……何のこと？」

「憶おぼえてないの？　ほら、寝起きの無防備な声で甘えるように通信に出たの──」

「忘れなさいって言ったでしょッ!?」

　ガバっと顔を上げたフィオナはガルルッ！　と威嚇するように歯を見せて訴える。

　四日前……シオン様の呪じゆ詛そ刻こく印いんを破壊した日、僕はフィオナに一連の出来事を報告しておこうと、彼女に持たされていた通信具で連絡をした。深夜だったこともあり、寝ね惚ぼけていたフィオナは『なぁにぃ？』と、普段は絶対聞くことのないような声で応答したのだ。

　僕は可愛かわいいと思いつつも報告を続け、通信をしている内に段々と目が覚めてきたフィオナは最後に『最初のは忘れなさいッ！　というか忘れてお願いだからッ！』と必死に懇願。不覚にも改めて可愛いと思ってしまった。いつも思ってるか。

「……なんか、最近皆私に意地悪じゃない？　セレルもエゼルもルーナも」

「君を大事に思っているから、親しく接しているんじゃないか。何とも思っていない人には、ここまで親密にしないよ」

「大事なのは嬉しいけど……護衛の件は、もう少し私の意見を聞いてくれてもよかったんじゃない？」

　そっぽを向いて不ふ貞て腐くされながら、フィオナは口を尖とがらせる。

　どうやら、勝手に副団長殿を護衛にしてくれと頼んだことは、嫌だったらしい。

「ごめん。でも、フィオナの身に何かあってからでは遅いだろ？　勿論ルーナさんたちも信用しているけど……実績を見て、僕は副団長殿を選んだ」

「ふぅん」

「それに、もし君が危険な目に遭ったとしたら……僕はその犯人をどうするかわからない。ひょっとしたら、国を一つ亡ほろぼすことになるかも──」

「絶対に駄目よッ!?」

　必死の形相で訴えるフィオナに、僕は思わず笑ってしまった。彼女が浮かべる百面相は、本当に面白いし可愛らしい。

「しないしない。でも、そういう理由があるからさ」

「だったら、セレルが私の護衛をすればいいじゃない。そうすれば全部解決でしょ？」

「シオン様の件を他人に任せきりにはできないよ。犯人捜索にも協力するって、公爵閣下にも言ってあるし。約束を破る男になるわけにはいかない」

「もう……」

　再び頭を僕の胸に預けたフィオナは、ぼそっと呟いた。

「事件の犯人は、どんな奴やつなんだろうね」

「見つけてみないことには、何も言えないかな。ただ、真の悪人は善人のベールに覆われている」

「？　誰の言葉？」

「『禁呪大全』の著者──ルーカロ＝カルネウスの著書『人の悪』の冒頭ページに記されている言葉だよ」

　フィオナから身体を離し、僕は応接室の後方──壁を刳くり貫ぬいて作られた本棚から一冊の本を手に取った。表紙の題名は、『人の悪』。

「『禁呪大全』の著者の本が、この部屋にあるの？」

「これは禁書じゃないからね。それどころか魔法書でもない一般書物だから、置いてあっても問題はない。ほら」

　フィオナに本を手渡すと、彼女は表紙を捲めくった冒頭ページに目を通し、読み上げた。

「えっと、悪意の牙を剥むき出だしにしたままの愚者は真の悪人とは言えない。獰どう猛もうで凶悪な牙を狡こう猾かつに隠し、恰あたかも優良な善人のように振る舞っている者こそ真の悪人と言える」

「悪意を持っていることを悟られないように、善人の皮を被っている者が一番危険だって言いたいんだろう。中々説得力がある言葉だと思うよ」

「つまり、悪人は皆いい人を演じてるってこと？　それはかなり極端な気もするけど」

「そういうことではないと思うけど……そうだな」

　わかりやすい例を挙げてみる。

「フィオナは僕が良い人に見える？」

「勿論。一番信頼しているわ」

「ありがとう。でも、もし僕が君を殺そうとしているとしたら、君はそれを見破ることができる？」

「……無理ね」

　フィオナは首を横に振った。

　信頼を置いている人間が持つ悪意は、見破ることが難しい。歴戦の猛将や稀き代たいの賢王ですら、信頼していた側近の裏切りを見抜けずに歴史から姿を消している。愚者は経験に学び、賢者は歴史に学ぶという格言があるが、これらの歴史に学ぶと、人間は誰も信用してはならないという結論に辿たどり着つきそうになる。そんな人生は、嫌だな。

「話を戻すけど、僕としては、呪詛魔法なんて禁忌に触れるような人間だから、術者は簡単に尻尾を見せるような阿あ呆ほうではないと思う。狡猾に正体を隠している、頭が切れる奴じゃないかな」

「もしそうだとしたら、相当面倒ね。こっちが正体を突き止めるまでに、何かしら行動を起こしてくるかもしれない」

「そうだね。だからこそ、フィオナやシオン様には特に警戒をしてほしいんだ。呪詛魔法の使い手が公爵家以上の上級貴族を標的としていると考えれば、危険と常に隣り合わせにある状態だと思ってくれ」

　細かな注意で危機を退けることはできる。事件が収束するまでは、会談や会食を減らし、不必要に人と接触しないことも重要だ。

　フィオナは「わかった」と理解を示してくれた一方、疑問に思った点もある様子。

「でも、どうして公爵家以上を狙っているのかしら。目的はお金とか？」

「わからないけど……僕は魔導書が狙いなんじゃないかと思ってる」

「根拠は？」

「シオン様が狙われたことだ。彼女が今日契約する予定の魔導書の位階は智天書だから、高位の魔導書を奪うことが目的なんじゃないかな」

　未契約の智天書は、狙われるには十分すぎる理由だ。市場に出回る代物ではないし、奪うことができれば、とてつもない力を手に入れることができるのだから。

「ただ、シオン様の魔導書に関して、公爵閣下は誰にも話していなかったらしい」

「どうやってその情報を手に入れたのかも謎、ってことね」

「あぁ。最悪──公爵家の中に敵は潜んでいるのかもしれない」

　誰が犯人でも不思議ではない。

　疑いの目は常に向け、警戒を怠らないようにしなければ。失った後では、遅いから。

「セレル、怖い顔してるわよ」

「っ、ごめん」

「別に謝らなくてもいいけど、ちょっと色々考えすぎよ。もう少しリラックスしたら？」

「そうだね……じゃあ──」

　僕はニヤッと笑いながらフィオナの手を取り、力を込めて引いた。最初はきょとんとしていたフィオナだったが、僕の意図を察した瞬間に顔を赤らめ慌てた様子に。

「え？　え？　ちょ、ちょっと待って！　何するつもり!?」

「一説によると、ハグをすると人は心が落ち着いてリラックス効果が得られるそうなんだ」

「だ、だからなんで今するのッ!?」

「リラックスしろって言ったのはフィオナだろ？　何を緊張してるんだ？　普段は君のほうから抱き着いてくるし、膝枕だってしてくるじゃないか」

「じ、自分からするのと、相手からされるのとでは、心の準備というか恥ずかしさというか嬉しさというか……色々違うん、です……」

　パニックになっているらしく、しどろもどろになりながら俯くフィオナ。

　彼女は昔からこうで、自分から僕を求める時は何ともないんだけど、僕から求められると途端にパニックになってしまうんだ。やっていることは変わらないというのに……まぁ、こういうところが愛らしいんだけど。

　沸々と悪戯いたずら心ごころが湧いてきたところで、応接室の扉がノックされた。

『失礼。ベルナール公爵家のお迎えが参りました』

「わかりました……チッ」

「舌打ちしない！」

「はいはい。嫌だった？」

「……」

　フィオナは無言で、赤い顔のまま視線を逸らし、首を横に振る。

　僕はその姿が見られたことに満足感を覚えながら、机の食器を片付け、図書館の外で待っている馬車へと向かった。

　図書館を出るまでフィオナにずっと睨まれていたけど、可愛いだけで全く怖くなかったです。




　馬車に揺られること十数分。

　ベルナール公爵の屋敷に到着した僕とフィオナは、応接室ではなく庭園に通された。

　全体的に水場が多く、芸術的な彫刻が美しい噴水に、透明な水が滔とう々とうと流れる水路。花壇には季節の花々が咲き誇り、手入れを欠かしていないであろう樹木には赤い果実が実っている。

　公爵家の屋敷に恥じない見事な庭園だった。

　以前来た時は周囲が暗く、また状況も状況だったので、ゆっくり見るのは初めてだ。

「王宮にも劣らない、素晴らしい庭ね。水の流れる音が心地良いわ」

「お褒めいただき、大変光栄でございます。王女殿下」

　僕らが入り口で立ち止まっていると、庭園中央から屋敷の主であるベルナール公爵閣下が歩み寄ってきた。いつもの厳かさはあるものの、その表情は少しばかり緊張しているようにも見える。愛まな娘むすめの重要な儀式前だし、緊張するのは当然か。

「すまないな、セレル殿。本来の仕事もあったと思うのだが……」

「休館にしてありますので、ご心配なく。それに、智天書との契約をこの眼めで見られるのですから、この機会をくださったことに感謝しているくらいです」

「そう言ってもらえるとありがたい。王女殿下もお忙しい中、申し訳ありません」

「シオンは妹のように思っている子ですから、彼女の大切な儀式を見届けることは義務であると考えています。今は、あの子の契約が無事成功することを祈りましょう」

　優しく微笑ほほえみを浮かべたフィオナに、僕は内心で別人なのではないか、と思ってしまった。

　先ほどまでの振る舞いとは違う、それこそ他の貴族と会話をする彼女を見る度に、僕はそんなことを心の中で思うのだけど。いやぁ、本当に人は意識一つでここまで変われるものなんだなぁ、としみじみ思う痛ッ[image: かんたんふ]

「（変なこと考えているから、罰よ）」

　公爵閣下が庭園の中央に視線を向けている隙に、フィオナは凍えるような声音で囁ささやきながら、僕の脇腹に強烈な肘打ちをお見舞いしてきた。勝手に人の心を読むのは、勘弁してほしい。

　すぐに公爵閣下が振り向かれるが、何事もなかったかのように振る舞うように努める。そうしなければ、後から意地悪王女殿下に何をされるか、わかったのものではないから。

　幸い、公爵閣下は僕とフィオナのやりとりに気が付くことはなかった。

「ところで公爵閣下。かなり使用人が多いようですが、屋敷の使用人は全員、庭園に集めているのですか？」

「全員ではないが、大半の者は庭園に出ている。強制したわけではないが、シオンの魔導書契約に立ち会わせてほしいという声が多く上がったのでな」

「智天書の契約なんて、滅多に見られるものではないもの。そりゃあ、こんなチャンスを逃したくはないでしょう」

　僕も然しかり、智天書の契約には興味がある。

　同じく智天書を持つエゼルから聞いた話では、智天書と契約を結んだ際は、他では見られない光景が見られるそうだ。一体どのような光景が見られるのか、今から楽しみで仕方がない。

　僕が公爵閣下との会話も早々に終え、緊張に震えているだろうシオン様のもとへ向かおうとした時。

「！　あれは」

　とある人の姿を視界に収め、踏み出そうとしていた足を戻した。藍色髪と切れ長の目を持つ、執事服に身を包んだ青年。彼は身じろぎ一つせず、庭園の中央をジッと眺めている。彼は、確か……。

「僕に短剣を突きつけた使用人の……」

「アトスだ」

　僕が青年を注視していることに気が付いた公爵閣下が、名前を教えてくれた。

「数ヵ月前からこの屋敷で働いている青年だ。確か今年で二十三、だったか。元々分家の使用人をしていたのだが、私が引き抜いた」

「なるほど……見るからに、真面目そうですね」

「真面目だよ。二日前に数人の使用人で庭園を掃除させたのだが、誰もやりたがらない噴水や水路を自ら進んで掃除していた。誠実で優秀なのだが……その真面目さが祟たたって、貴殿に刃を向けることになったな」

「あれは僕が悪いですし、特に何も思っていませんよ。それより、今はシオン様の緊張を解いてあげないと」

「あぁ。勇気づける言葉を贈ってやってほしい。王女殿下も、お願いできますでしょうか？」

「勿もち論ろんです」

　頷うなずきを返したフィオナと並び、掃除されたばかりの綺き麗れいな石畳を歩く。庭園の入り口から見えた使用人たちは皆、固唾を飲んで中央の巨大な噴水を見つめている。正確には、噴水の傍にいる、一人の少女を。

「大分緊張しているみたいだね」

「無理もないわ。私だって、契約する時は緊張したもの。セレルは……わからないわよね」

「そうだね。でも、生涯の相棒を決めるって考えたら、その緊張も理解できるよ」

　シオン様が僕らの足音に気が付き、こちらを振り向く。その表情は、想像通りとても硬いものだった。

「セレル様、王女殿下」

「こんにちは。かなり緊張なさっていますね」

「貴女あなたがこんなに緊張している姿なんて、初めて見たかも」

「その……はい。緊張と不安が凄くて」

　見れば、彼女が胸元で固めている両手は微細に震えていた。

　彼女にとっては、人生で一番重要と言っても過言ではない儀式だ。寧むしろ、儀式の前に不安や緊張を感じないほうが無理。直前になって最悪のパターンが脳裏を過るのは、人間であれば当然のこと。

　ならば、年長者であり魔法士の先達として、彼女に助言をしてあげよう。

「シオン様、ここで一つ、僕からアドバイスを差し上げます」

「アドバイス、ですか？」

「はい。ずばり、魔導書は自分と対等な存在だと思うことです」

　魔導書を自分よりも下の存在と思ってはいけない。彼らは魔法士の下僕や道具ではなく、対等な関係で生涯を共にするパートナーなのだ。高圧的な態度で「契約しろ」と命じても、魔導書は決して応じてくれない。高位の魔導書であれば、その傾向は特に顕著に表れる。

「上から目線で『契約しろ！』なんて訴えてはいけません。命令ではなく、魔導書に語りかけるように、お願いをしてください。『私と契約して、私のパートナーになってください』と、心の中で訴えるのです。そうすればきっと、魔導書はシオン様の気持ちに応えてくれます」

「命令ではなく、お願い……」

「大丈夫よ。セレルのアドバイスをしっかり実行すれば、魔導書もシオンの力になってくれるわ。だから、バシッと決めてきなさい」

　フィオナは激励を込めてシオン様の頭を撫でつけ、シオン様は抵抗することなくフィオナに身を委ねている。傍から見れば二人は仲なか睦むつまじい姉妹のように見えた。

　もう少し二人のやりとりを見ていたい気持ちは強いけど、公爵閣下を始めとした多くの人が、契約の時を待っている。

「さぁ、心の準備ができたら──あの魔導書の前に」

　少し離れた場所に設置された、大きな書見台。その上に置かれているのは、蒼い表紙をした古書だった。

　禁書封印室に封印されている禁書のように、可視化した蒼い瘴しよう気きが周囲を漂っている。僕らの場所から距離は離れているのだが、あの魔導書が内包する濃密な魔力に肌が粟あわ立だつ。

　これが、智天書。

　能天書パワーズである僕の雷天断章ラミエルとは隔絶した力の差を実感する。させられる。あの魔導書と契約し、成長したシオン様はきっと、王国トップクラスの魔法士に成長していることだろう。

　今一度胸に手を置き深呼吸をしたシオン様は、魔導書のもとに向かう直前、僕に視線を向けた。

「あの、セレル様。一つお願いが」

「なんですか？」

　聞き返すと、シオン様は一度フィオナを見やってから言った。

「無事に魔導書と契約することができたら……私に魔法を教えていただけませんか？」

「……僕よりも、同じ智天書を持つ魔法士に教えを受けたほうが良いと思いますが」

　僕に智天書を持つ魔法士の雛ひなを導ける自信はない。確かに図書館で多くの知識を身に付けはしたけど、流石さすがにそこまで自惚うぬぼれては……シオン様の真剣な瞳に気け圧おされる。

「私は、セレル様に教わりたいです。貴方あなたの精密な魔力操作や膨大な知識からは、多くのことを学べると思うんです！」

「う～ん……フィオナは、どう？　僕がシオン様に教えるの」

　隣の王女殿下に意見を求めると、意外にも肯定の言葉が返ってきた。

「魔法士として成長したいのであれば、いいと思うわ。セレルは知識も豊富で学べることが多いのは事実だし、魔力の制御や個人の特性に合わせた戦い方を習得することもできる」

「なら──」

「た・だ！」

　ずいっとシオン様に顔を近づけたフィオナは、これだけは譲れないと告げた。

「セレルの負担が増えないように配慮すること！　司書の仕事だけでも忙しいのに、これ以上仕事を増やしたら、身体を壊してしまうから」

「別に大丈夫だと思うけど……」

「口を挟まない！　最近睡眠時間が二時間くらい少なくなってるの、知ってるんだからね？」

「何ど処こで仕入れてくるの、そんな情報」

「そりゃあ、見張り──勘よ」

「見張りって言ったの聞こえてるよ……まぁ、とにかく」

　その件は一旦置いて、シオン様に魔法を教える件だね。フィオナが了承している以上、僕は教えることに抵抗はない。力になれるかどうか、不安ではあるけど。

「魔法を教える件は、了解しました」

「！　本当ですか！」

「はい。ですが、教えるからには厳しくしますよ？　特に、僕は魔法に対して効率を求めるタイプですので、並大抵の学習量では収まりません。魔法が大嫌いになるかもしれません。それでも僕の教えを、受ける覚悟はありますか？」
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　多分、勉強量は他の子たちの三倍程にはなると思う。とても大変だし、途中で心が折れて挫折する可能性だってある。けど、僕の授業に食らいつくことができたなら、昔の自分よりも格段に成長することができるだろう。

　必要以上に脅したつもりだったが、シオン様は強い決意を胸に頷いた。

「受けます。どれだけ辛くても、苦しくても、絶対に食らいついてみせます！」

「……わかりました。では、行ってらっしゃいませ。貴女の相棒を、掴つかんできてください」

「はい！」

　背を向けたシオン様には、もう緊張は見られなかった。

　数ヵ月間悩み、苦しみ、涙で枕を濡ぬらしたこともあっただろう。だが、彼女は呪じゆ詛そ刻こく印いんに打ち勝ち、魔法士になるチャンスを掴むことができた。呪詛に苛さいなまれている時も決して腐らず努力を重ねたシオン様なら、絶対に契約することができる。

　魔導書の前でシオン様が立ち止まったところで、フィオナが呟いた。

「これでシオンも王国トップ魔法士の仲間入り、か」

「正確には、その卵だけどね。彼女はまだまだ未熟すぎる。これから色んなことを学んで……そうだな、今のエゼルと同い年になる頃には、トップを名乗ることができればいいね」

「五年でそこまで強くなれるの？」

「強くしてみせる。それが、教えを請われた僕の責務だから」

「……本当に、変わったわね」

　何処か嬉しそうにフィオナがそう呟いた時、凄すさまじい魔力の奔流と同時に視界が蒼あおい光で満たされた。恐らく、シオン様と魔導書の魔力が繋つながったのだろう。数ヵ月間魔力を操っていなかったのに、スムーズに体内の魔力を流すことができたのは、流石は魔法の名家の血筋というべきか、生まれ持っての才能というべきか。

　契約の際に必要とする魔力は、内包魔力のおよそ七割。

　内包魔力量の多いシオン様の七割なので、常人からすれば尋常ではない程の量になるだろう。急激な魔力放出に彼女が耐えられれば──瞬間。

『──ッ』

　轟ッ！　と周囲に強烈な風が吹き荒れ、思わず片手で顔を覆う。隣に居たフィオナは僕の腕に抱き着き、うっすらと目を開いて風が生まれた中心地を見ている。

　凄すごい風だ。様子を見守っていた使用人たちも、顔を覆い、建物の陰に隠れ、風をどうにか凌しのぐ。唯一、公爵閣下だけが風の吹き荒れる中、顔を背けることもなくシオン様のほうをジッと見据えている。

　吹き荒れる風の中心地点では、宙に浮かんだ魔導書のページが凄い勢いで捲めくられていく。

　風と共に感じられるのは濃密な魔力。その魔力は、徐々にシオン様が放出されている魔力と一体化、融合していくのが感じられた。

「お願い、私の力になってッ!!」

　急激な魔力低下による虚脱感にも負けず、シオン様は懸命に魔導書に訴えかける。

　その呼び声に応えるように、魔導書は風と共に放出する蒼い瘴気を濃密にしていき──直後、吹き荒れていた風はその勢いを止め、拡散されていた蒼い瘴気は白い霧となり、陽光を受けてキラキラと輝く。それはまるで、冬の森林で見られるダイヤモンドダストのように美しい光景。なるほど確かに、他の魔導書契約の際には見られない、美しい光景だ。

　僕は幻想的とも言える光景に目を奪われながら、ぽつりと呟いた。

「……無事に終わったね」

「えぇ。よかったわ。本当に」

　喜びと安あん堵どの交じった声でそう返したフィオナは、嬉うれし涙なみだを流しながら魔導書を胸に抱きしめるシオン様のもとへと歩み寄り、彼女の小さな身体をそっと抱きしめた。

　一時は魔導書との契約が敵かなわないのではないかとも思ったけど、こうして無事に契約することができて、僕も嬉しく思う。これから先、辛いことがたくさん待ち受けているだろうけど、きっと乗り越えられるはずだ。

　僕は魔法士として成長した未来のシオン様を思い浮かべながら、使用人たちが上げる歓声と拍手に耳を傾けた。




「無事にシオンが魔導書と契約を結ぶことができて、なによりだ」

　公爵邸応接室。

　僕とフィオナの対面に座ったベルナール公爵閣下は、目を伏せて厳かにそう言った。彼の隣では、魔導書を胸に抱きしめたシオン様が嬉しそうに微笑んでいる。

　何事もなかったかのように振る舞っている公爵閣下だが、庭園では魔導書契約を果たしたシオン様を、涙を浮かべながら抱きしめていた。「おめでとうございます」と祝福の言葉をかけていた僕に、それはもう凄い勢いのタックルをお見舞いして。吹っ飛ばされた僕はフィオナに抱き留められ、怪け我がをすることはなかったけど……嬉しさのあまり人を突き飛ばすのはどうなのか。

　ま、それだけ嬉しかったということにしておこう。

「改めて、おめでとうございます。王国で九人目となる智天書の魔法士の誕生は、王国にとっても喜ばしいこと。将来的には、シオン様はこの国のみならず、諸外国でも大きな発言力を持つことでしょう」

「権威よりも、私としてはシオンに自分が納得できる大人に成長してほしいがな。無論、力に溺れようなこともないと信じている」

「大丈夫ですよ。シオンは大きな力を振りかざすような子ではありませんから。そうよね？」

「はい。私より凄い人なんて……たくさんいますから」

　ちらりとシオン様は僕を見るが、すぐに僕なんか追い越すだろう。

　智天書を持ちながら驕らず謙虚であり続け、尚なお且かつ知識を貪欲に求め続ければ、二年もすれば見違えるような成長を遂げる。間違っても、図書館で騒ぎを起こした馬鹿貴族のようにはならないはずだ。

　寧むしろ、僕としては公爵閣下が娘の自慢話ばかりしないか、心配だ。

「シオン様が素晴らしい魔法士に成長してくださるよう、僕らも助力させていただきます。それで、今後についてなのですが」

　こうして場所と時間を設けたのは、具体的にこれからどんなことをしていくのかを話し合うためだ。

　何をするか、というのは大きく分けて二つ。

　一つ目に、呪詛魔法の使い手を炙あぶりだして捕縛する。

　二つ目に、犯人捕縛までの間、シオン様を護まもるために何をするのか。

「既に気づいているかもしれないが、この屋敷には結界が張ってある。外部から私の許可なく屋敷に侵入してくる者がいれば、鐘が鳴り響く上、正面の入り口以外からの侵入は不可能。それから、犯人を捕縛するまで、来客は許可しないことにした」

「屋敷内での対策は、それで十分かと。問題は、容疑者の特定ですが……」

　公爵閣下は腕を組み、難しそうに唸うなった。

「セレル殿に言われていた、過去四ヵ月前後の会談や会食、パーティーで接触した者のリストアップは終えているのだが……少しばかり数が多くてな。目星をつけることはできておらん」

「リストアップできているだけ、上出来だと思います。少なくとも、名前が挙がっている人物との接触を避けることができますからね。それと、しばらくの間、シオン様に護衛をつけましょう。今いる護衛とは、別の人を」

「具体的には、どのような人物だ？」

　公爵閣下の問いに、僕はあらかじめ考えてあった要素を伝える。

「当然護衛ですから、周囲に気を配れて、尚且つ強い人物が求められます。しかし、ただ強いだけでは、呪詛魔法などを事前に防ぐことができません。ですので、その予兆を敏感に察知することができる魔法士が望ましい」

　シオン様に直接向かってきたり、攻撃を仕掛けてきたりするような敵は今いる護衛だけで十分に対処することができるだろう。だが、呪詛魔法や毒などは、今の護衛では対処できない。その証拠に、今回シオン様は呪詛魔法を仕掛けられ、死の間際まで追いやられてしまった。事前に察知、対処ができる、強い魔法士を護衛につける必要がある。

　だが、公爵閣下は顔を顰しかめて額に手を当てた。

「そんな飛び切り優秀な魔法士がいるかどうか……。仮にいたとしても、既に他の貴族が抱え込んでいるだろう」

「そうですね……」

　僕も無理を言っている自覚はある。宮廷魔法士団に護衛を要請……は、難しいだろうな。既に副団長をフィオナの護衛に回すように要請してしまったし、これ以上宮廷魔法士団の戦力を削ると、王宮が手薄になってしまう。それでは本末転倒だ。

　公爵閣下の人脈を頼るしかない状況だが、彼の様子を見る限り期待はできそうにない。

　どうしようかと頭の回転速度を上げていると、不意にシオン様が公爵閣下に言った。

「お父様。私はセレル様に護衛をしてもらうのがいいと思います」

「え？」

「な──ッ!?」

　突然白羽の矢が立った僕は呆ぼう然ぜんと声を漏らし、フィオナは驚きよう愕がくの声を上げた。結構厳しい条件を上げたばかりなんだけど、どうして僕を護衛にしようと思ったのか。

「シオン、どうしてセレル殿を護衛にしたいと思ったのだ？」

「まず、セレル様は常に大規模な感知魔法を展開しています。隠れて迫る危険も、事前に対応することができるでしょう。それに、私は以前、図書館でセレル様が一歩も動かずに伯爵家の護衛騎士を無力化するのを見ました。並大抵の魔法士とは、比べものにならない強さだと思います。ですよね？　フィオナ様」

「た、確かに、そうだけど……」

　フィオナは納得がいかない、という様子。多分、彼女的には僕ではシオン様の護衛が務まらない、ということではなく、僕が自分以外の女の子と長時間一緒にいるというのが気に入らないんだと思う。そういうところは、昔から変わってないな。

「確かにシオン様の言う通り、僕は電磁網トラジアという感知魔法を常時広範囲に展開し、周囲の魔力反応などを捕捉しています。対人戦闘技術は……シオン様の見ていた通り、魔法を駆使して相手に気づかれる前に片を付ける戦法が得意です」

「ふむ。ここまで聞いた内容だと、貴殿を護衛にするのは得策のような気もするが……乗り気ではなさそうだな」

「……僕の魔導書位階は、能天書ですので」

　僕は魔導書の位階が絶対とは考えていないし、天書エンジエルが智天書に勝つ可能性だって大いにあると思っている。事実、過去にはそういった例が幾つも残っているのだ。

　だが、護衛をするとなれば、話は変わってくる。

「本来護衛とは、姿を見せない外敵に対する牽けん制せいの意味合いも持ちます。護衛の魔法士が持つ魔導書の位階が高い程、敵は攻撃を仕掛けることを躊躇ためらうでしょう。ですが、低位の魔導書を持つ者が護衛の場合、侮られて襲撃を受けやすくなるんです」

「そ、そうね。やっぱりシオンの護衛は、高位の魔導書を持つ魔法士にしたほうがいいと思うわ」

　フィオナの意見も加わり、公爵閣下は長考する。娘の要望を受け入れるか、はたまた僕の助言を聞き入れ、高位の魔導書を持つ魔法士を探すか。

　考え始めてから数十秒が経過したが、公爵閣下は答えを出せずにいる。

　このままでは無駄に時間を浪費するだけ。結論を出すことができないのなら、僕ははっきりとお断りを申し入れたほうが──。

「図書館ではセレル様以外魔法が使えませんから、一番安全だと思います」

　…………え？

「……まさか、知って？」

「以前レベスが魔導書を召喚する素振りを見せて、失敗した姿を見ていましたから。恐らく、魔法で図書館内はセレル様以外が魔法を使えないようにしているんですよね？」

　僕は思わず顔を覆い、深く溜め息を吐いた。

　痛いところを見られたが、まだ大丈夫。彼女は僕がこっそりとそういう魔法を使用していると思っているみたいだし、ここはその勘違いを利用させてもらおう。

「……まぁ、はい。正確には、雷天断章で生み出した微弱な雷で魔導書の召喚を妨害しているので、僕が許可した者以外は、魔導書を召喚できないんです」

「それならば、たとえ図書館に襲撃者が来たとしても、魔法が使えないというわけですよね！」

「そうですねぇ……」

　目を輝かせるシオン様に、僕は頷くしかない。

　何とか誤ご魔ま化かすことはできたが、この流れだと僕がシオン様の護衛になること、そして常に図書館にいることが確定してしまう。公爵閣下は「それなら」と僕に預ける気満々だし。

　はぁ、結局こうなるのか。

「わかりました。暫しばらくの間、シオン様は僕が図書館で護衛させていただきます」

「何から何まで、すまないな」

「いえ、乗りかかった船ですので。シオン様の身の安全には代えられませんし、図書館が一番安全なのは、事実ですから。ただ、退屈だと思いますよ？」

　一日中図書館にいても、本を読むしかやることはない。絶対に途中で集中は切れるし、飽きが来るはずだが……シオン様は「構いません」と。

「少しでも早く魔法士として成長できるように、勉強に勤いそしむつもりです。図書館なので教材には困らないでしょうし、セレル様に勉強を見てもらうこともできますよね？」

「やる気があるのは大いに結構。しかし、あまり前のめりになって、理解していないまま勉強を進めないようにしましょうね」

「はい！」

　ぎゅっと魔導書を抱きしめるシオン様は、心底嬉しそうだ。それだけなら微笑ましく、僕も引き受けてよかったと思えるのだけど……横から、フィオナの不満に満ちた視線が常時注がれる。

「……私も、図書館」

「駄目だ。フィオナは大事な公務が幾つもあって、一ヵ所に留とどまることができないだろう？　だから宮廷魔法士団の副団長に護衛をしてもらうんだし」

「うぅ……でも──」

「犯人を捕縛するまでの間だし、君が心配しているようなことは起こらないよ。代わりに……シオン様は、地獄を見ることになるかもね」

「地獄……あ」

　フィオナはその意味を理解したようで、シオン様に同情の視線を向けた。

　僕はあらかじめ、僕の教えを受けるなら心が折れて魔法が大嫌いになるかもしれないと言ってある。幸いシオン様もやる気十分のようだし、護衛の時間は魔法士として必要な教養を学ぶ時間になる。魔法学校は長期休み中だし、時間は有り余っているからね。基礎から応用、学校では習わない範囲まで勉強させるつもりだ。

　智天書を持つ教え子なんて、育そだて甲が斐いがありすぎる。僕の持つ全てを叩きこむつもりだ。

「シオン、貴女あなたはこの国の将来を担う魔法士になるんだから、こんなところで心を折っては駄目よ？」

「？　は、はい」

「セレル殿。あまり、娘を痛めつけぬようにな？」

「僕が教えるのは、実技ではなく座学ですので、怪我はしませんよ」

「そういうことではないのだが……いや、いい。貴殿なら塩あん梅ばいを加減しながらやってくれるだろう。それで、いつからシオンを図書館に預けるかだが、二日後からでどうだろう。今日は魔導書との契約で魔力も消費したので、休息が必要だろう」

　公爵閣下の言い分はもっともだ。魔導書契約で消費した魔力は内包量の七割。日常でこれほど大量に魔力を消費することはないので、今もシオン様は倦けん怠たい感かんや疲労感を覚えているはず。魔力と疲労の回復のために、二日程は休息に専念したほうがいい。

　だが──。

「お父様、私は今日からがいいです」

　公爵閣下の提案をバッサリと切り捨てたシオン様は、真剣な表情で告げる。

「少しでも早く、遅れを取り戻したいんです」

「し、しかし、魔力をかなり使っただろう？　今日明日くらいはゆっくり──」

「一日たりとも無駄にはしたくないのです。疲労もほとんどありませんから、ご心配なく」

「だが……」

「大丈夫です」

　笑顔で強硬姿勢を貫くシオン様（怖い）。何ど処こか、逆らうことを許さない威圧感のようなものを感じた。怒った時のフィオナに似ている気がする。

　公爵閣下も最終的（結構早い）に項うな垂だれ、了承の頷うなずきを返した。

「……わかった」

「ありがとうございます。セレル様、本日からよろしくお願いいたします」

「え、えぇ、こちらこそ」

　この時、地獄を見るのは僕のほうかもしれないと、密ひそかに思ってしまった。




　　　　◇




「なぜ呪じゆ詛そ魔ま法ほうがそうも簡単に解呪されるのだッ[image: かんたんふ]」

　窓から差し込む夕日が消えかかった時間帯、室内に耳障りな怒声が響き渡る。

　全く忌々しい。どうせ騒ぐのなら、俺のいない場所で騒げばいいものを。

　しかし、それだけ今回の件が想定外だったということだろう。魔導書との契約すら済ませていない少女の呪詛を第三者が解呪するなど、誰が予想できたものか。

「あれは魔法的器官の働きを阻害し、魔力操作を不可能にするものだろう！　しかも、外部から判別ができぬように態わざ々わざ痣あざに擬態するような魔法式を組んだはずではないのか！」

　椅子を蹴り飛ばし、その先に置かれていた高価な壺つぼが音を立てて割れる。

　順調に進んでいると思われていた計画が、たった一晩で失敗の文字にひっくり返ったのだ。こうなっても仕方あるまい。

　はっきり言って、俺にとっても想定外。

　呪詛魔法が雷系統魔法と相殺し合う関係を持っていることは知っていたが、本当に実行するとは思わなかった。たとえ呪詛刻印を消すことができたとしても、その時には宿主が雷で焼け死んでいるのが当然。宿主を生かしたまま呪詛刻印だけを破壊する程の出力制御が可能だとは……。

　しかも、呪詛刻印は公爵令嬢の身体から抜け出した直後、超高出力の雷で完全に消されてしまった。内包魔力の九割を使用して発動させたというのに、それが無駄になってしまった。

　これでは、計画に支障が──既に出ているか。今、公爵令嬢には呪詛魔法を消滅させたあの男が護衛についている。奴やつの雷系統魔法がある以上、同じ手は通用しないだろう。

　……ここは一つ、好き放題騒いでいるこの馬鹿を利用するか。

「まだ諦めるのは早いかと」

「何か策でもあるのか」

　今しがた破壊した壺を踏みつけていた腹の出た男はこちらに視線を向ける。血走った目には焦りと、怒りが見て取れた。

　一度計画が躓つまずいたからといって感情に身を任せ、我を忘れるとは滑稽でしかない。しかしそれを面に出すことはなく、俺は頭の中で思い浮かべた二次作戦を告げる。

「今一度、公爵令嬢に呪詛を刻み込めばよいのです」

「もう一度、だと？　方法でもあるのか？」

「勿もち論ろんでございます」

　懐から一枚の魔法式が描かれた紙を取り出し、男の前の机の上に滑らせる。荒い息を吐きながらそれを受け取り広げた男は、「ん？」と疑問の声を上げた。

「何の魔法式だ？」

「当然、呪詛魔法でございます。しかも前回より解呪が困難になるよう魔法式を改良致しました」

「ほぉ。して、どのような方法でこれをシオンに？」

「これは前回のように会食の際に十分近づき、握手をした際に発動するものではありません。離れた位置から視認し、式に魔力を込めるだけで発動することが可能です」

「なるほど。いや、素晴らしいッ!!」

　まだ手は残っている、と知った途端に上機嫌になった男は肉のついた顎を撫で、式を眺める。

　能なしの馬鹿は、これだから扱いやすい。自分で考えることもせず、言われたことを疑いもせず鵜う呑のみにする。こんな愚者を貴族の地位に据えている王家も、それなりの存在だということか。

　これで再び公爵令嬢を襲撃する口実ができたが、もう一押しだ。

「しかし、一つどうしても見過ごせない障害がございます」

「障害だと？」

「はい。今回の件を受けまして、公爵令嬢には一人、魔法士が護衛として加えられました」

「……まぁ、当然相手方も用心はするだろう。特に家柄が家柄だからな。その護衛の素性はわかっているのか？」

「王都の図書館で司書をやっている男とのこと。位階は能天書ですので、そこまでの脅威ではないかと思いますが、念のため」

「司書ッ!!　そうか、奴かッ!!」

　何処か歓喜したように笑う伯爵は、置かれていたワインボトルに口をつけ、一気に呷あおる。その様子からして、何か因縁があるようだ。

「あの小僧が護衛についているとはなんたる幸運。奴は先日、我が息子に狼ろう藉ぜきを働いてくれたようだからな。貴族を貴族と思わんその姿勢が非常に気に食わなかった。あれは我々貴族にとって害虫に等しい。ここで始末することができるのなら都合がいいわッ!!　しかも能天書だと？　取るに足らんッ！　こちらの襲撃部隊は全員力天書ヴアーチエス以上の魔法士を揃そろえてくれよう!!」

「力天書以上ですか。しかしそうなると、人数が限られてくるのでは？　襲撃部隊に必要な人数を集めるのは、容易ではありません」

「十人もいれば容易たやすい。力天書程度なら何処にも仕えていない魔法士がいるであろう。金を見せてやれば、乗って来るものだ」

「承知致しました。作戦に関しては、私に任せていただいても？」

「よいぞ。そもそも戦略や作戦を練るのは、私の性に合わないのでな。戦闘の心得がある者が行ったほうがよいだろう」

「承知致しました」

　感情を面に出すことなく一礼するが、内心では笑いが止まらなかった。

　こんなにも扱いやすい貴族など、そうそういないだろう。こちらの思惑通りに動いてくれる忠実な駒はお前のほうだ。

　しかも、力天書の魔法士が十人だと？　侮りすぎだ。あの司書はたったそれだけの戦力で討ち取れる程甘い相手ではない。

　恐らくではなく、襲撃は確実に失敗する。

　だが、それでいい。寧むしろ失敗してもらわなくては、俺が困るのだ。

「では、私は兵を集めてまいります」

　返答を聞かずに一礼し、俺は無駄に高価な品で飾った部屋を後にする。

　無能な主を持ったことに、深く感謝しながら。

























　シオン様が魔導書契約を果たし、僕が彼女の護衛に就任してから四日が経過した。

　護衛になったと言っても、特別何かやることが増えたわけでもなく、普段と変わらぬ日常を送っている。

　起床して身支度を整え図書館に出勤し、司書としていつも通りの仕事をする。強いて言うなら、空いている時間にシオン様の勉強を見る時間ができたことくらいだが……僕が彼女に付き添って教えることはほとんどなかった。

　以前勉強を見てあげた時からわかっていたが、彼女は非常に優秀だ。

　初日に一週間の目標を設定したのだが、四日が経過した現時点で当初の目標は達成。一人では理解しきれなかった問題も、数問しかなかった。

　しかも、シオン様は集中力がとてつもなく高い。人は集中できる限界の時間が九十分程度とされているが、彼女はその限界まで机に向かい、五分程度の休憩を挟めば再び机に向かうことができる。今日は合計で、十時間くらい勉強していたのではないだろうか。

　休息日を設ける必要はあるが、このペースなら中等部で習う範囲は二ヵ月もあれば終えることができるだろう。基礎だけなら一ヵ月もかからないが、応用も含めるとそれくらいの期間になる。

　本当に、将来有望で教おしえ甲が斐いのある子だ。

「勉強はかなり捗はかどっているようですね」

　図書館からの帰り道。

　公爵家所有の馬車の中で、僕は対面に座っているシオン様に声をかける。彼女は窓から覗のぞく王都の風景──筋骨隆々の男たちが、酒場で酒を酌み交わしている──に向けていた目を正面に向け、達成感に満ちた表情で頷いた。

「はい！　苦手だった計算式も理解することができましたし、学校での試験が楽しみになってきました」

「それは何よりです。この調子で、学年一位を奪取してくださいね。学年一位は自信になりますし、あの教師どもが僕よりも下だという証明にもなりますから」

「そういえば、仲が悪いんでしたね……」

「はい。とっても」

　奴らとは一生わかり合える気がしない。魔法の勝負を申し込まれたら、本気の本気で叩たたき潰つぶしてやるつもりだ。彼らの差別思想にはフィオナも不快感を示していたし、彼女も文句は言わないだろう。

「まぁ、僕の私情を抜きにしても、学年一位の成績を残しておくべきですよ。スネイエルス王国にいる智天書ケルビムの魔法士は、全員が学生時代常に学年一位でしたから」

「ぷ、プレッシャーが凄くかかりますね……」

「いずれはそのプレッシャーをも撥はねのける魔法士に成長なさってください」

　精神力を鍛える訓練だと思ってほしい。心配しなくとも、現時点で学年一位になれるくらいの学力は持っているから。

　少しだけ、僕も次の試験が楽しみになってきたな。あの教師どもがハンカチを噛んで悔しがる姿が目に浮かぶ。いや、そもそもシオン様が僕に勉強を教わっているということを知らないか。知ったら、また図書館に殴り込んでくるだろう。僕が司書をしている限り、彼らは図書館に入ることができないけどね。

「あの、セレル様？」

「っと、すみません。考え事をしていました」

　教師どもが地面に頭を擦り付けている姿を想像していたら、シオン様に心配されてしまった。危ない、危ない。変態のレッテルを貼られることは避けなければ。

　僕は窓の外に目を向ける。

「話は変わりますが、王都を出歩いたことは、あまりないのですか？」

「え？」

「先程、熱心に窓から外を見つめていましたので」

「あー……そう、ですね。自由に出歩いたことは、ほとんどないです」

　そう言いながら、シオン様は羨望の眼差しで外を練り歩く人々を注視する。

　王都は国王陛下のお膝元というだけあって、治安はそれなりに良好だ。稀に酒場などで喧けん嘩かが発生することはあれど、大抵はどちらかが飲みつぶれれば収束する。だが、幾ら治安が良くても貴族が外を出歩く時は、必ず護衛や使用人が付き添う。そのため自由に、好き勝手行動した試しがないのだろう。フィオナも同じようなことを言っていて、初めて僕と二人だけで王都を散策した時はとても喜んでいた。「自由って最高ねッ！」と、はしゃいでいたのをよく覚えている。

　お嬢様方にとっては、自由に外を出歩くというのは憧れなのだろう。

　ならば。

「シオン様が次の試験で学年一位を取ったら、二人で王都を散策しましょうか」

「！　本当ですか!?」

　途端に身体を前に乗り出し、シオン様は目を輝かせた。これは、フィオナにも負けないくらい自由に憧れを抱いているみたいだね……。

「えぇ。公爵閣下に掛け合ってみます。感知魔法を常時広範囲に展開している僕が傍にいるので、危険を事前に察知することができますし、恐らく大丈夫かと。ただ、目標達成ができたらですよ？」

「はい！　絶対に一位を取ります！」

　宣言したシオン様は、今まで以上にやる気が上がった様子。

　子供は望む報酬のためなら普段以上の力を発揮するというけど、どうやらシオン様にもそれは当てはまるらしい。こう言っては悪いけど、扱いやすいな。今後は落とせない試験の前には、何かご褒美を提示すると効果的かもしれない。

「実技は二年生の後期から試験に入りますので、夏季休暇に特訓をしましょう。今は座学に集中するように」

「はい！」

　と、そのタイミングで馬車が公爵邸の前に到着した。

　待機していた使用人たちが馬車の扉を開き、シオン様が手にしていた小さな鞄かばんを預かる。

「お帰りなさいませ、お嬢様。本日もお怪け我ががないようで、安心致しました」

「心配し過ぎよ。ずっと図書館にいたんだし、セレル様も傍にいてくださったんだから」

「特に不審な者も見られませんでしたので、大丈夫です」

「それならよろしいのですが……」

　初老のメイド長は、シオン様を見つめて心配そうにする。

　まだ呪じゆ詛そ魔ま法ほうを破壊してから数日しか経過していないので、気が気でないのだろう。またいつ、シオン様が命の危険に晒されるかわからない。護衛がいるとはいえ、絶対に大丈夫ということはないのだ。

　シオン様の護衛に就いてから今のところ、電磁網トラジアは不審な動きを見せる魔力反応を感知していないので、今のところは大丈夫──と、言っていた矢先。

「お？」

　電磁網の有効感知範囲の端で、奇妙な動きをする魔力を複数捉えた。一ヵ所に集中しているわけではないが、短距離間での連絡を取る魔法を駆使してやり取りしている。

　やっぱり釣れたか。

　ポケットの中で通信具に魔力を流し、西の方角を注視しながら、僕は内心で自分の予想が当たったこと、相手は結構短絡的な性格だったことを嬉しく思った。

「予想以上に早いけど、結構なお馬鹿さんなのか」

「セレル様？」

　訝いぶかし気げに僕の名前を呼んだシオン様には返さず、僕の様子から何かを察したらしいメイド長に頼む。

「騎士や魔法士をシオン様の護衛に集めてください。それから、公爵閣下に臨戦態勢を整えるようにと伝えてください。屋敷の総戦力が、いつでも動けるようにしてくれと」

「わかりました。セレル様は？」

「え？　え？」

　状況が理解できていないシオン様の頭を一度撫なでつけ、僕は心配させまいと、できるだけ軽い口調で告げた。

「ちょっと掃除をしてきます。大丈夫、すぐに戻ってきますから──雷天断章ラミエル」

　瞬時に雷天断章を召喚した僕は雷を纏まとい、不審な魔力を捕捉した場所へと駆け出す。壁から壁、屋根から屋根へと渡り、王都を全力疾走する。

「一旦到着」

　僕は身体に纏わせていた雷を霧散させ、懐から鍵を取り出す。

　数分もかからずに到着した場所は、勤務場所である魔法図書館。当たり前だが、貴重な書物や資料が大量に保管されているここで戦うわけではない。

　相手方は僕が雷を身に纏って走りだした瞬間から、警戒するような素振りを見せた。このまま馬鹿正直に彼らのもとに到着したところで、全員を捕まえることはできない。

　という考えのもと、僕は敢あえて魔力反応がある地点から見える場所を通過し、図書館に戻ってきた。あたかも忘れ物を取りに来たように見せるため、裏口から館内に入り、数分程、中で待機する。その間、魔力反応は図書館の周囲を囲むように移動していた。

　予想通り。

　敵が再びシオン様に呪詛魔法を仕掛けようと画策しているなら、刻印を破壊する術を持つ僕を始末しようとするはず。僕がいる限り、どれだけ仕掛けても刻印を破壊されるだけだからね。こんなに早く動き出すとは、思っていなかったけど。

「で、敢えて人通りの少ない道を通る」

　裏口から出て施錠をした後、街灯のない暗い道を通って公爵邸を目指す。魔力反応は僕を八方から囲う配置に変わっていた。

　抹殺対象である僕が自ら人気のない通りに入ったんだ。殺すつもりで来たなら、ここで襲ってくれることを期待しているよ。

「……はい来た」

　歩幅を微かすかに狭めながら歩くこと数分。

　電磁網が捕捉していた魔力が僕の眼前にまで迫った時、前方の建物屋上から、僕の首を切断せんと剣を振りかざし、二人の黒装束が襲い掛かってきた。隠おん密みつ性せい能のうを自分に付与する魔法を使用しているようで、音もなければ気配も感じない。僕からすれば、隠密魔法を発動するために使用している魔力でバレバレだけど。

「伝雷ロド」

　歩く足を止めることなく、僕は地面を伝わせた雷を二人の黒装束に浴びせる。殺傷力は低いが確実に意識を狩り取る強さの雷撃を受けた二人は、直後に脱力し地面に落下。手にしていた剣はカランと音を立て、僕の足元に転がった。

「残り……八人か」

　襲撃にしては少ない人数だ。大方、敵は僕の魔導書が能天書パワーズであるため、この程度の人数でも十分殺すことができると踏んだのだろう。嘗なめられたものだな、全く。こちとら、修羅場を幾つも潜ってきているっていうのに。

　建物の陰や屋上で僕の様子を窺う者たちを数え上げ、気絶した二人の傍で立ち止まる。流石さすがにこの二人を回収され、証拠隠滅でもされたら今回の苦労が無駄になる。そんなことは絶対にさせない。

「──ッ」

　僕が移動したことで回収は困難と判断したらしく、全方位から魔法の散弾を僕に飛ばし、二人が僕との距離を一気に詰める。いずれも短剣にスピア、メイスと、各々が扱いに慣れているであろう武具を手にしている。魔法の練度もそれなりと思われるが……まだまだ未熟な点が幾つも見受けられた。

　僕は一瞬だけ暴風を周囲に生み出す。その暴風で、射出された魔法の散弾は消滅。風に煽あおられバランスを崩した三人の内二人は雷で意識を狩り取り、残る一人にはシンプルな膝蹴りを鳩尾みぞおちに叩たたき込こんだ。

　地面に転がる三人を一いち瞥べつすることもなく、僕は転がっていた剣を拾い上げて、風を纏わせ投とう擲てき。二秒後、男の苦く悶もんに満ちた声が響き渡り、その足下に置かれていた木箱が音を立てて砕けた。狙ったのは太ふと腿ももなので、走ることはできないが死にはしないだろう。

　戦力の半分以上を無力化され、残された者たちは止やむを得えないと、四方に撤退を始めた。全員が同じ方角に逃げないのは、誰か一人でも逃げ切れる確率を上げ、このことを主に伝える必要があると判断したからだろう。

　この状況下でその判断を下す程の冷静さを持っていたことは、素直に褒められる。けれど、悲しいかな、僕は既に逃亡できないように先手を打ってある。

　その証拠に、一人の青年が僕の前に姿を現した。

「これで全部か？　襲撃者の割には、しけた人数だな」

　逃亡を図った四人をドサッと地面に投げ捨てた青年は、友人であるエゼルだ。彼は地面に転がる十人を冷めた視線で見下ろし、落胆を隠し切れず溜ため息いきを吐いた。

「お前が図書館で渡した紙に『襲撃者が来る可能性が高い。遭遇時は、すぐに通信具を鳴らすから来るように』とか書いてあったから期待したのに……がっかりだ。襲撃なら普通二十人以上は使うだろ」

「僕の雷天断章が能天書だから、この人数でも楽勝だと思ったんだろうね」

「はぁ？　馬鹿なんじゃねぇのか、その首謀者。セレルを襲撃して闇討ちするなら、少なくとも百人は寄よ越こさないと可能性を掴むことすらできねぇぞ。しかも、全員が座天書スローンの魔法士で」

「流石に全員座天書で百人は勝ち目がないと思うけど……」

　上位三書の魔導書は、固有能力がそれ以下の魔導書とは比べものにならない力になる。流石にそんな強者百人を相手にするなんて、僕でも無理だよ。

　逃げるだけなら、絶対に逃げ切れるけど。

「それより、今回は随分と良心的なんだね。身体を金属の輪で拘束するだけなんて」

「そこまで痛めつける必要もないだろ。つか、俺としてはお前が結構派手に怪我させたことが驚きだ。木箱の近くで伸びてる奴やつ、足に剣が突き刺さってるぜ？」

「殺さなかったんだから、優しいほうだと思うけど。本来この人数なら、一人生かせば事足りるんだし」

「お前なぁ……相変わらず、中身は結構凶暴なんだな」

「寧むしろ、心の底まで温厚な魔法士なんているの？」

「いねぇな。そんな奴はそもそも魔法みたいな殺人性能の高い代物使えねぇよ。それに、そんな心根の奴は大半がすぐに治癒士になる」

　カラカラと笑うエゼルに、僕も同意見だと返す。

　人を傷つけることを恐れる者は、魔法士には向かない。魔法を使える人間は大前提として、人を傷つける勇気を持っている人間だ。極端に言えば、人を助けるために人を殺すことができる。それができなくとも、傷つけることができる。

　実際に魔法で人を傷つけ心が耐えられなくなった魔法士は、早々に攻性魔法を諦め治癒系統しか使わない、治癒士に転向することが多い。

「しかし、こんなに早く襲撃が来るとは思わなかったな。まだ話を聞いて四日だぜ？」

「僕も予想外だよ。もう少し準備を整えたり、期間を空けて警戒心を薄めてから仕掛けると思っていたんだけど……警戒心が一番高い時に向かわせるなんて、雇い主は相当の馬鹿か無能……は、流石に言い過ぎかな」

「いや、そうでも……ククッ、ないみたいだぜ？」

　捕縛した襲撃者たちの持ち物を物色していたエゼルは、突然口元を押さえ笑いを堪えながら、一本の短剣を手渡してきた。

　一見すれば、何の変哲もない短剣。

　僕はエゼルから受け取ったそれを数秒間眺め──思わず吹き出した。

「これは、笑うしかないというか……本当に馬鹿だね」

「あぁ。だが、幾ら馬鹿で阿あ呆ほうで無能だからって、襲撃者に家紋が入った短剣を持たせるか？　くっくっく……マヌケすぎて、笑えて来る。つーか、面白すぎだろなんだこれ、ギャグでもやってんのか？」

　居酒屋で話が盛り上がった時のように、エゼルは陽気に笑いながら、僕が持っていた家紋入りの短剣を奪い取った。

　刻まれている紋章は、スネイエルス王国内に存在する貴族の家紋であり、その家の名前は──。

「グランツ伯爵家。決まりだな。面白れぇ」

「孫子の代まで笑われるおおまぬけだ」

　僕とエゼルは襲撃者を雑に運びながら、暗い路地を歩く。

　こんなに早く犯人が見つかるとは思わなかったし、こんなに面白い発覚の仕方をするとは思わなかったな。




「この者たちが、襲撃者か？」

「はい。僕と、」

「宮廷魔法士団第一部隊長、エゼル＝フロイジャーと申します」

「の、二人で迎え撃ち、拘束致しました。負傷している者もおりますが、言葉を話すことに支障はないかと」

　エゼルと共に襲撃者たちをベルナール公爵邸まで運んだ僕とエゼルは、正面玄関前で公爵閣下に事情を説明していた。その間も、意識のある襲撃者は鋭い視線で僕たちを睨にらんでいるけど、拘束されている状態ではなけなしの抵抗にしかならない。下手に魔法を発動させれば、身体を電流が駆け抜けるからと忠告してあるので、それくらいしかできないのだ。逃げる素振りも見せない。そもそも逃げられないけど。

「呪じゆ詛そ魔ま法ほうをシオンに施した者の使い、ということか。それについては彼らを徹底的に尋問し、雇い主を吐かせねばならんな」

「あー……それについてなんですけど」

「ん？」

　エゼルは苦笑しながら、家紋の入った短剣を公爵閣下に差し出した。公爵閣下はそれを受け取った直後、「！」と目を見開いた。

「……グランツ伯爵家の家紋だな」

「大変マヌケで笑い話にしかなりませんが、この者たちが持っていました。僕に狙いを定めていましたから……恐らく、そういうことでしょう」

「俺たちからすれば、犯人が簡単に特定できるのでありがたいことですがね」

「馬鹿で阿呆だとは思っていたが、ここまでとはな。しかし、考えれば思い当たる節もあるというものだ」

「そうだったのですか？」

「あぁ。過去四ヵ月の間にシオンと接触した者の中に、グランツ伯爵の名前があった。悪い噂うわさが絶えない者なので、もしかしたらと思っていたが……こんなことになるとはな」

　忌々し気に短剣を握る公爵閣下の手は、怒りで震えている。

　短剣に描かれた家紋を持つ家の名前を聞いた時は「あぁ、なるほど」と思ってしまった。図書館で騒いでいたあの馬鹿貴族の一族なら、納得だ。子があれなら親も相応の人間ということ。逆も然しかり。

　グランツ伯爵が疑わしい……というか犯人なのは確実か。まさか襲撃者に家紋が入った短剣を持たせるとは思わなかったけどね。

　とにかく、この後は襲撃者の尋問と並行して、グランツ伯爵を容疑者として捕縛。証拠を集めて裁判を行い、刑罰を確定……という流れになるかな。まぁ、呪詛魔法という禁呪を人に使ったのだから、確定で死罪、家は取り潰しだろうね。自業自得だし、特に同情もしない。

　と、その時。数人の騎士を連れた使用人の青年がやってきた。アトスという名前、だったかな。

　彼は地面に転がる襲撃者たちを冷めた瞳で一瞥し、すぐに公爵閣下に向き直った。

「旦那様、自警団の騎士様をお連れ致しました」

「あぁ、ご苦労。自警団には迷惑をかけるが、この者たちを厳重に拘束し、地ち下か牢ろうに投獄してくれ。それと、後程尋問してほしい内容を記したメモを届けさせるので、そこに書かれている内容は全て聞き出してほしい。多少手荒になっても構わん。呪詛魔法が関わる事件だ。法院も文句は言わんだろう」

『はっ！』

「頼むぞ。二人は……疲れただろう。帰ってゆっくり休むといい」

　公爵閣下は労ねぎらいの言葉をかけてくださるが、戦闘直後の高揚感で満たされているので、このまま帰っても眠れそうにない。エゼルは戦いに来たのに戦えなかったので、不完全燃焼といった様子だ。僕らは揃そろって、首を横に振った。

「俺は部下との訓練を途中で抜け出してきたので、そちらに戻ります」

「僕は騎士の方々と一緒に、地下牢へ行きます。魔力反応を見る限り、全員が力天書ヴアーチエス以上の魔導書を持っています。強引に脱走されても困りますので、全員に魔封じを施しておきましょう。ついでに、自白剤の調合も」

「そうか……すまないな、色々と面倒をかけた」

　公爵閣下は僕たちに礼を返すと、「働き者たちだな」と嬉しそうに呟き、屋敷の中に入っていった。

　横ではアトスさんや自警団の騎士たちが、縄で厳重に襲撃者を拘束している。連行は彼らに任せるか。

「エゼル、今日はありがとう。タイミングはバッチリだったね」

「遅かったくらいだけどな。ほとんどお前が倒したし」

「拘束してくれてなかったら、確実に逃がしていたよ。部下の訓練もあったのに、すまないね」

「別にこれくらい構わねぇよ。ただ、あんまり無理は言ってくれるなよ？　俺にだってできないことはあるんだ」

「わかってるよ。そういえば、副団長殿は護衛に就いてくれた？」

「一応な。ただ、次に会った時は覚悟しとけよ？　捕まえてボコボコにするとか言ってたぞ」

「会わないように努力するから大丈夫」

　幸い事件の犯人も見つかったし、すぐにフィオナの護衛から外れるだろう。それまでの間、極力フィオナにも会わないようにしないと。

　エゼルが「じゃあ、王宮に戻るわ」と走り去った後、僕も襲撃者の拘束を終えた自警団と一緒に地下牢へと向かった。

　さっさと吐いてもらいたいし、強めの自白剤を調合するとしよう。




　　　　◇




　その後の話をすると、僕が作った自白剤を服用した襲撃者たちは、あっさりと口を割った。

　自分たちは雇われた身で、シオン様の護衛をしていた僕の抹殺を命じられていたこと。手にしていた短剣は、任務を受けた際に代理人を名乗る執事服の男から渡されたこと。その執事服の男の素性は全くわからないが、彼が仕えている主人が、グランツ伯爵だということ。

　これらの情報が記された紙はベルナール公爵閣下に渡り、メイドさんの話によれば、彼はとても機嫌が良さそうに身支度を整え、王宮まで馬車を走らせたという。

　娘の命を危険に晒さらした罪人を粛清できるとあって、嬉しかったんだろう。

　グランツ伯爵の悪行を公爵閣下から伝えられた国王陛下は大激怒。民の模範となるべき貴族が禁忌を侵し、一人の少女を殺害しようと画策するなど、到底許されることではない。

　伯爵が起こした此こ度たびの事件を重大に受け止め、今後は一層規律を厳しくするとのこと。残念ながら処分に関しては、国王陛下の一存で決められるものではないが、裁判でしっかりと裁かれるだろう。

　そして、当のグランツ伯爵の捕縛については──。




「邪魔な衛兵はこれで全部か？」

　王都にあるグランツ伯爵邸の一室。

　剣を振りかざして向かって来た衛兵の男を壁に叩きつけたエゼルは周囲を見回し、これ以上向かってくる者がいないことを確認した。

　屋敷に乗り込んでから数十分が経過したが、その短時間で実に百人以上の衛兵が地に伏すことになった。それも、先陣を切ったエゼルだけの力で。公爵閣下に頼まれてついてきたけど、正直僕は来た意味がなかったと思う。数十分間、エゼルの後ろを歩いていただけだし。

　そう思っていたのは僕だけではなかったようで、一緒に来たエゼルの部下たちも退屈そうに言った。

「多分そうっすね」

「俺たち歩いていただけなんで、わからないです」

「つーか俺たち来た意味あるんですか？　考えたら智天書を持ってる隊長が負けるわけないですし」

　敵地とは思えない緩やかな空気に、僕は苦笑せざるを得ない。

　国王陛下よりグランツ伯爵の捕縛を命じられたのは、宮廷魔法士団第一部隊の隊員たちだった。激しい戦闘が予想されたため、隊長のエゼルを含む第一部隊の中でも優秀な魔法士が選ばれ、屋敷に突入したのだが……結果はこのざま。エゼルが一人で先陣を切り、一方的に叩たたき潰つぶすという蹂じゆう躙りん劇げき。僕らはエゼルのストレス発散を眺めているだけだった。

「まぁ、お前たちはここにいるだけで十分なんだよ。人数多いほうが迫力も出るし」

「だとしても、戦う気でいたこっちの気持ちも考えてくださいよ」

「それについては悪い。帰ったら訓練場で相手してやるから勘弁しろよ」

「国王陛下の命令なので、皆さんも我慢しましょう。僕も図書館を閉館にしてここにいるわけですから。それより──申し開きはありますか？　伯爵」

　僕は談笑を中断させ、自分の護衛が一瞬で無力化された光景に肩を震わせていた太った男──グランツ伯爵に言葉を投げかける。今日の主役は彼だというのに、今の今まで空気だったからね。そろそろ触れてあげないと。

「貴方あなたには、えっと……罪状が多すぎるな。まぁ、捕縛令が出ていますので、連行します」

「き、貴様らッ!!　一体、何のつもりで私の屋敷に立ち入っておるのだッ!!　これは貴族に対する反逆行為であり、死罪に値──ブッ!?」

「はいはい。少し黙っとけ犯罪者」

　エゼルは怒声を上げるグランツ伯爵の鼻頭を、金属で覆われた拳で容赦なく殴りつけた。その衝撃でグランツ伯爵の鼻はへし折れ、歯も数本欠けた。

「あ、あぁぁぁ──ッ!?」

「うるせぇなぁ、黙らないなら声帯切り取るぞ」

　顔面を押さえて蹲うずくまるグランツ伯爵に追い打ちをかけるように、エゼルは脂肪がたっぷりとついた腹を手加減なしで蹴りつける。

　悲鳴を抑えて身体を丸くする伯爵に、貴族としての威厳は全く見られない。

「エゼル、そこまで。何も痛めつける必要はないだろ？　僕らはこれを捕縛すればいいだけなんだから」

「別にいいだろ。どうせこいつは、これから拷問で洗いざらい吐かされた後に裁判で断頭台行きが確定だろ？　その前に、ここで多少なりとも恨みを晴らしたところで、誰も文句は言わないはずだ」

「恨み？」

　エゼルはグランツ伯爵との関わりはないと思っていたのだけど。

　と、背後にいた魔法士が教えてくれた。

「第一部隊の魔法士が昔、そいつのせいで家族全員失っているんですよ。自分の領地で好き勝手やっていたらしいですから」

「まだまだ余罪がありそうですね……お」

　僕は近くの机に置かれていた、小さなメモ用紙を手に取る。中を開くと、汎用魔法ではない特殊な魔法式が描かれていた。この形状と特殊な文字から察するに、恐らく呪詛魔法の式だろう。僕を抹殺した後、シオン様に仕掛ける予定だったと見た。

　これだけで死罪確定級の証拠。言い逃れは不可能に近い。

「呪詛魔法を使っていた証拠は押収しました。これだけで大罪ですが、他にも多くの余罪があるようですね。貴方をこのまま、地下牢まで連行致します。近日中に、全ての血縁者が拘束される予定ですので、逃れることはできませんよ。御子息はどちらに？　ここにいないということは、何ど処こかに隠したのですか？」

「……」

　悔し気に奥歯を噛むグランツ伯爵は、やがて観念したように脱力した。

　今は喋る気力もないのだろうが、黙秘を続けるようなら自白剤を使うし、無理に喋しやべってもらう必要はない。

　その後、グランツ伯爵は自警団に連行され、事件は一旦幕を閉じた。彼が一体何を目的としていたのか、またどうやって呪詛魔法を手にしたのか、色々と教えてもらおうか。




　　　　◇




「それで、その後はどうなったのですか？」

「地下牢に投獄されたグランツ伯爵に尋問をしました。が、口を割ろうとしなかったので早々に自白剤を投与して、洗いざらい吐かせました。手心を加える義理もありませんし」

「せ、セレル様は結構、過激なことをなさるのですね……」

「勿もち論ろん、時と場合によりますよ。けど、必要なことならば躊ちゆう躇ちよせずに実行する覚悟は持っています」

　頬ほおを引ひき攣つらせるシオン様に、僕は笑顔で返す。

　グランツ伯爵を捕縛した日から、丁度一週間が過ぎた日の夜。

　僕はシオン様の私室にあるテラスでくつろぎながら、伯爵捕縛時のことを話していた。投獄されたグランツ伯爵の尋問は既に終わっており、色々と知りたかった情報を吐いてくれたよ。長時間拷問するよりも、薬の力に頼ったほうが効率的なことは知っていたし、尋問は一時間もかからなかったな。

「何か知りたいことはありますか？　シオン様は直接的な被害者ですし、知る権利はありますよ」

「知りたいこと、ですか……」

　シオン様は上を向いて暫しばし考え、「あ」と思い付いたことを僕に問うた。

「結局のところ、動機は何だったんですか？」

「……不快になると思いますが、よろしいですか？」

「大丈夫です。自分が狙われた理由は、知っておきたいので」

　これ以上言っても、シオン様は意見を曲げないだろうと考え、僕は躊躇いがちに言った。

「婚姻が目的だったそうです」

「婚姻、ですか？」

「はい。要するに、グランツ伯爵は公爵家との繋がりが欲しかったようです。シオン様が魔導書と契約できなければ、ベルナール公爵閣下が貴女あなたを他家へ嫁に出すと考えたみたいで、その相手に長子のレベスをと思っていたそうです。そのために、貴女に魔法的器官の機能を停止させる呪詛魔法を仕掛けたと」

「……腹が立ちますね。そんな身勝手な理由で、私は酷ひどい目に遭ったということですか」

「そういうことになりますね」

　僕も話を聞いた時はイライラしたよ。自己中心的で私利私欲のままに、禁忌とされる魔法に手を出すなんて許せない。まぁ、卑劣な伯爵は裁判で確実に死刑判決が下されるだろうけど。

「とりあえず、グランツ伯爵家はこれで終わりです」

「伯爵には法院が公正な処罰を下してくださると思いますので、私がこれ以上怒っても無駄ですね。あ、やはりグランツ伯爵本人が私に呪詛魔法を？」

「えぇ。四ヵ月前に開かれた夜会の際、握手をした時に発現したようです。ただ、呪詛魔法そのものを組んだのは彼ではないようです」

「術者が他に？」

「はい。伯爵の話ですと、魔法式を組んだのは彼の執事であると。しかしですね……」

「何か問題が？」

　即答はせず、僕は暫し考える。

　これはシオン様を不安にさせることなので、言うべきかどうか迷う。だが、いずれは確実に知ることになるし、ここで隠すのは逆効果か。

「その執事、行方不明なんです。屋敷内をくまなく捜索しましたが、痕跡すら見つからず。加えて、グランツ伯爵の長子であるレベスと、その護衛十三名も行方知れず」

「伯爵が捕まることを予期して、姿をくらましたのでしょうか？」

「わかりませんが、伯爵の自白を得た今、妙な点が幾つかありまして」

　そう前置きし、僕は気がかりな点や矛盾点を話し始めた。

「一つ目に、自白剤を投与されたグランツ伯爵が、その執事の姿や名前、素性を一切覚えていないんです。隠し事ができない状態なので、本当に記憶にないとしか言えません。消えたレベスや護衛に関しても、見ていない、の一点張りです」

「限定的な記憶喪失でしょうか？」

「記憶を失うような事故に遭っていたのかどうかがわからないので、はっきりとしたことは言えません」

　記憶喪失が起きるには、外部から脳への強い衝撃が必要となる。それほどの強い衝撃を受けたのなら、頭部に傷跡が残っているはずなのだが、グランツ伯爵には傷跡など一つもない。自然に起きたとは考えにくいだろう。

「二つ目に、グランツ伯爵はレベスとシオン様の結婚を画策していました。しかし、シオン様に使われた呪詛魔法は、衰低釘クトラロという対象を殺すもの。計画のためには生きていなければならないシオン様を殺す魔法を使う意味がわかりません」

「魔法を間違えたとか？」

「呪詛魔法は一つ一つが全く違う形状や式をしています。間違えることは、ほとんど考えられません」

　そもそも魔法を間違えるなんて、呪詛魔法でなくても考えられない。子供ですら、魔法を間違えるという失敗はほとんどない。あるとすれば、式の構築や使用する魔力量を間違え、出力が足りないか、制御不能な出力で暴走させてしまうことだ。貴族に仕えるような人間が、初歩以下の間違いをするとは考えにくい。

　わからないことだらけだが、一ひと先まず僕は一つの仮説を立てた。

「考えられるとすれば、消えた執事が伯爵の記憶を消し、レベスが捕まらないように逃がしたということくらいですかね。見つかった際、少しでも抵抗できるように護衛を連れて」

「でも、こそこそ逃げるにしては護衛の数が多い気がしますけど」

「そうなんですよね」

　この仮説には穴がありすぎる。恐らく、正解している部分はごく僅かだろう。

「なんにせよ、自警団は失踪した執事とレベス、護衛の捜索に追われています。僕も怪しげな行動をしている魔力反応がないか捜してはいますが、成果はないですね。そもそも、不審に思われるような怪しい行動は取らないでしょうし。はぁ、まだ危機が去ったとは言えませんね」

　頭が痛い、と肩を落としていると、シオン様は期待に満ちた眼差しで言った。

「と、ということは……護衛はまだ継続ということですよね？」

「そうですね。ここで気を緩めて護衛から外れたら、取り返しのつかないことにもなりかねません。しばらくは、護衛任務を継続させていただきます。公爵閣下にも、お願いされていますし」

「やった！」

　魔法書で口元を隠したシオン様は、とても嬉しそうだ。全く、自分が危険に晒されている本人であるという自覚を、少しは持ってほしい。過度に緊張されても困るけど。

「もっと緊張感を持ちましょうね？　狙われている身なんですよ？」

「セレル様が護ってくださるので、安心なんです」

「信頼してくださるのは、ありがたいことですが……いいですか？　一流の魔法士を目指すのなら、自分の危機は自分で対処できるように、心構えをですね──」

「それは魔法が上達してから覚えます！」

「……それでもいいですけど」

　まぁ、シオン様なら魔法の上達も早いだろうし、精神力の鍛錬もすぐに始めることができるだろう。まずは……一週間、甘いものを禁止することからかな。フィオナにやらせたら「地獄……生き地獄よ」と、号泣していた。泣いている彼女の前でケーキを食べた時は、本気で死を覚悟したね。シオン様は僕に本気の殺気をぶつけてこないことを願う。

「とにかく、まだまだ警戒を解くことはできないので、十分気をつけましょうね」

「はい！　大人しく勉強します！」

「よろしい」

　その言葉を最後に、僕たちは各々教材や本を開き、自分の世界に入っていった。

　シオン様は勉強の続き、僕は図書館から持ってきた本──『人の悪』を開き、押し花の栞しおりが挟まれていたページから読み進める。




　章題──牙を剥むく悪。

　悪意は何者にも見つけることができぬよう、巧妙に隠されているものである。他者を騙だまし、時には自分自身をも騙す悪意は、牙を見せる時を常に窺い、準備をしている。

　そして……獰どう猛もうな悪意の牙を剥き出しにする時は、全ての準備が整った時。善人のベールを脱ぬぎ棄すて、信頼という陰から飛び出し、人に牙を突き立てる。

　時には信頼を疑うことも重要である。その疑念こそが、自らの命を救うことに繋つながるのだから。




　……妙に説得力がある。

　以前も話したが、歴史に名を刻む王や英雄は、信頼を置いていた仲間の裏切りによって死を遂げることが多かった。歴史の教訓をそのまま生かせば、最も信頼している人物を疑えということなんだろうけど、僕は別の解釈をした。

　著者が読者に訴えかけているのは、疑いの目を向けない人物にも疑いを向けるように、視野を広げて考えろ、ということだろう。

　ありえないという言葉で片付けるのではなく、まずは一度疑いの目を向ける勇気を持つことも必要である、と。

　言っていることは理解できるし、必要なんだと思うけど……実際に実行することは、かなり難しそうだな。僕にフィオナを疑う勇気はない。

　僕はパタンと本を閉じ、星の瞬く夜空を見上げた。

　夜に冷やされた冷たい風が身を包み、身体が自然とリラックスしていく。こんな絶好のリラックススポットが自宅にあるなんて、羨ましい限りだ。

「いい場所ですね。こんなテラスをいつでも使えるなんて、ちょっと妬やいてしまいます」

「普段はあんまり使わないんですけどね」

「勿もつ体たいないですよ？　折せつ角かくこんな素晴らしい場所を独り占めできるんですから」

　僕の下宿先にあったなら、毎晩風呂上がりに冷たい飲み物を楽しみながら涼むというのに。使わないのは、宝の持ち腐れだろう。

　シオン様は手にしていたペンを置き、くすりと笑った。

「でしたら、セレル様がここを毎晩使いますか？」

「それは流石さすがに遠慮します。毎晩シオン様の部屋に来ていたら、公爵閣下に怒られてしまいますからね」

　護衛とはいえ、愛まな娘むすめの部屋に年頃の男が毎晩出入りするのは、父親的にいい気分ではないだろう。もしも自分に娘がいたら、何かあるのではないかと警戒してしまう。しっかりとした線引きはしないといけないからね。

「ただ、今日みたいにお邪魔した時は、使わせていただけると嬉しいですね。涼しい場所は、考え事には最適ですから」

「考え事……って、先ほど言っていた疑問についてですか？」

「それもありますが、伯爵の証言以外での疑問です」

　グランツ伯爵の証言からも疑問が生まれたが、それ以前に抱いていた疑問がまだ解決していないのだ。

「襲撃者を捕縛した際はマヌケだと笑っていましたが、貴族の執事を務めるような人間が襲撃者の雇い主を特定できる短剣を持たせるでしょうか？　何だか、敢あえて伯爵家が襲撃を企てたと教えているような気がしてならないんです」

「ミス、にしては大きすぎますね」

「決定的なミスを犯すことはないと思います。それに、襲撃者にも疑問が残ります。本来暗殺者などは捕縛された時のことを考えて、奥歯などに自決用の劇薬を仕込んでおくものなんです。でも、それもなかった」

「確実に任務を成功させる自信があった、とか？」

「それも考えられなくはないですけど、可能性は低い。襲撃者は執事の男に、仕込むなと態わざ々わざ言われたと証言しています」

　深読みしすぎなのかもしれないが、行方不明になっている執事の目的は、僕たちに襲撃者を捕まえさせて、情報を掴ませること？　でも、そんなことをする目的がわからない。

　グランツ伯爵に恨みがあり、遠回しに彼が企てたことであると伝えるため？　でも、もしもそうなら息子のレベスを連れて姿を消したりはしないだろう。一緒に捕まるように、屋敷へと残すはず。それに、一人のほうが逃げられる確率は上がるだろうし……。

　どれだけ考えても、僕にできるのは予想だけ。正解を知っているのは、消えた執事だけだ。

「セレル様？」

「！　すみません。つい考え事を」

「あんまり、根を詰め過ぎると疲れてしまいますよ？」

「シオン様の安全に直結することですから、どうしても考えてしまうんです」

「心配してくれるのは嬉しいんですけど……あ、そういえば」

　なんですか？　と問う前に、シオン様は姿勢を正した。

「まだ、呪詛魔法を解呪していただいたお礼を言っていませんでしたね」

「あぁ、別にお礼なんていいですよ」

「そういうわけにはいきません。私は命も、魔法士としての人生も救っていただきました。この大恩を感謝しないなんて、恩知らずどころではないですよ」

「う～ん……個人的には、あの雷に耐えきったシオン様を褒ほめ称たたえたいくらいなんですけど……」

　あの苦痛に耐えきることができたのは、彼女の精神力の賜たま物ものだ。僕への感謝は程々にして、自分自身を褒めてあげてほしい。が、シオン様は納得いっていない様子。

「だとしても、セレル様がいなければ私は今頃死んでいました。命を救ってもらった以上、最大限の感謝をし、恩返しをしなければなりません」

「恩返し、ですか」

「はい！　何か、私にしてほしいことはないですか？　できることなら、なんでもいたします！」

「……じゃあ、一つ」

　シオン様の額を軽く小突き、人差し指を立てる。

「あぅ」

「そういうことは軽々しく言わないでください。相手によっては、危険なことを要求してくることもあるんですよ？　一晩共にしろ、とか」

「一晩共に……って」

「ご想像にお任せします」

　シオン様は顔を赤くして頬ほおを押さえる。

　全く、箱入り娘だな。今の内に教えておかないと、いずれ悪い人に騙されるかもしれない。

　その点、フィオナは案外しっかりとしているのかもね。自分が下手に回るようなことは絶対口にしないし。王族たるもの、人の上に立てる存在であれ、と教育されていたのかもしれない。

「せ、セレル様がそういうお願いをされないのは、わかっていますから!!」

「当然です。シオン様は大変可愛らしい方ですが、まだまだ子供です。いかがわしい要求をすれば、僕は地ち下か牢ろうに投獄されてしまいます」

「……子供扱いされるのは、ちょっと気に食わないですね」

「子供ですから」

　僕は不貞腐れているシオン様に、笑顔で告げる。

　彼女は今年十四歳。大人になれば少しくらいの年齢差など恋愛の障害にはならないのだろうが、生あい憎にく彼女はまだ子供だ。女性としてではなく、護まもるべき子供として見てしまう。

　あと二～三年もすれば、大人としての魅力に溢あふれる素敵な女性に成長なさると思うけど……フィオナを悲しませるわけにはいかないからな。

「まぁ、特別な恩返しは必要ありません。以前言ったように、学年一位になってくださることが、僕にとっては嬉しいので」

「……わかり、ました。ふぁ」

　口に手を当て欠伸あくびを噛かみ殺ころしたシオン様は、とても眠そうに目を擦る。まだ深夜というには早い時間だけど……事件の疲れが出ているのか、僕もかなり眠い。

　今日は早く帰って休もうかな。

「勉強で疲れているでしょうから、眠い時は寝て、頭を休めてください。僕も眠たいので、帰りますから」

「はい……」

　横になれば即座に夢の世界に旅立ちそうなシオン様と共に室内へ戻り、テラスへの扉を閉じ、施錠する。

「ではシオン様、おやすみなさいませ」

「はい。また明日……」

　扉を閉める直前に見えたシオン様の表情から察するに、彼女は既に半分寝ていたな。ちゃんとベッドで眠れるのか心配だけど、そこは信じるしかないだろう。子供とはいえ、十四歳だし。

　屋敷の廊下を歩き、僕は公爵閣下に挨拶をするため、執務室に向かう。

　その間も、時間が経過するにつれて眠気が増大しているように感じた。

　変だな。普段はこの時間、睡魔に襲われることはないんだけど……余程疲れているのか？　なんだか怠だるさも感じる。身体に力が入らないような……。

「けど、思い当たる節もあるか」

　多忙な司書の仕事と並行してシオン様の護衛を行い、少し前には襲撃者とグランツ伯爵の捕縛に助力。伯爵に吐かせた情報を元に、様々なことを考えて……明らかに身体と頭を酷使しすぎたな。

「今日くらいは早く寝るのも悪く──」

　──ガシャン。

　眠気を堪えようと頭を左右に振った時、不意に陶器が割れるような音が響き渡った。

　確か、近くには調理場があったはず。一瞬、仕事をしていた使用人が不注意で食器を落としてしまったのかと思ったが、嫌な予感を信じて音が聞こえた場所へと向かった。

「どうかし──ッ！」

　扉を開き、目に飛び込んで来た光景に思わず息を詰まらせた。

　調理場の中は、明らかに異様な光景。床には幾つかの食器が割れた状態で散乱しており、中にいたシェフや使用人に意識はなく、床や壁に身体を預けて寝息を立てている。

　つい居眠りをしてしまった、なんて話ではない。これは──。




　──全ての準備が整った時、善人のベールを脱ぎ棄てる。




　不意に脳裏に浮かんだ、『人の悪』に書かれていた言葉。

　今起きていることが、仕掛けられた悪意の片へん鱗りんなのだとしたら──意識が朦もう朧ろうとし、僕はその場に膝をつく。頭が上手うまく回らず、視点も一ヵ所に定まらない。

　やられた。

　油断は一切していなかったが、相手のほうが何枚も上手だった。

　このままでは……シオン様が危ない。

　意識が消えつつある中、僕は右手を伸ばしながら──床に倒れ伏した。




　　　　◇




　使用人が寝息を立てながら沈黙している廊下を、俺は目的の場所に向かって直進する。

　呪詛魔法が解呪されるというトラブルはあったものの、軌道修正した作戦は全て順調に進めることができた。今、この屋敷の中に俺の邪魔をする者はいないだろう。

　焦らず、落ち着いた気持ちで廊下の角を曲がり、二階へ上がる。

　振り返れば、長い道のりだった。

　従順で有能な執事を演じ続け、グランツ伯爵の理不尽さや無能さに呆あきれ果はてながらも働き、有力者たちの信頼を得ながら野心を隠し続ける。

　そして今夜、長年の努力が遂ついに実を結ぶのだ。

　昂たかぶる気持ちを抑えながら、俺は花が飾られた扉の前に立ち、音を立てぬよう気を配りながら中へと入る。

「……流石に眠っているか」

　室内に置かれたベッドの上では一人の少女──シオン＝ベルナールが、入室した俺に気が付くこともなく眠っている。恐らく、少しのことでは目を覚まさないだろう。

　俺はゆっくりと彼女に近づき、そっとその身体を抱き上げる。

　よし。これで、この屋敷にはもう用はない。あとは術式を発動し、この屋敷から消えてしまえば──。

「やっぱりか」

　背後から聞こえた声に、俺は舌打ちをしながら振り返る。

「不可視のガスは、吸っているはずだが」

「悪いなぁ。生憎、大人しく眠っていられる性格じゃないんだ。安心してぐっすり眠れるのは……そうだな、君を地獄の門に引ひき摺ずりこんだ後だろうね」

「……なるほど」

　俺は視線を下に向け、納得した。

「右手に皿の破片を突き刺し、痛みで眠気を飛ばしたか。単純だが、効果的と言えるだろう。貴様の覚悟を侮っていたな──司書」

「それはどうも。で、ぶちのめされる覚悟はできたかな──アトスさん？」

　口角を釣り上げた司書に、俺は苛いら立だちの籠もった視線をぶつけた。

























　何とか間に合った。

　僕は右手から滴る血の温度を感じながら、内心でホッと一息吐いた。調理場で意識を失いかけた時、一瞬でも自傷行為を躊躇ためらっていたら……今頃アトスとシオン様はこの場にいなかっただろう。

　僕は雷天断章ラミエルを宙に浮かせ、紫電を放電させて威嚇する。

「無駄だと思うけど、一応聞いておこうか。大人しく投降する気は？」

「……やっぱり、と言ったな」

　僕の問いは無視して、アトスは疑念を口にする。無視＝応じるつもりはない、ってことでよさそうだな。

　僕は時間稼ぎの意味合いも込めて、彼の問いに答える。

「まぁ、黒幕が貴方あなただと予想したのは、ついさっきだけどね。悪意は善人のベールに包まれ、信頼の陰に隠れている。疑うべきだったのは、僕ではなく公爵閣下から信頼されている者だったんだ」

「……それだけでは不十分だ」

「僕が常時展開している電磁網トラジアを、数秒間だけ超強化したんだ。そうしたら、強烈な眠気を誘発する夜や香こう花ばなの蜜が気体になって屋敷の敷地内に充満しているのがわかった。ついでに、夜香花の蜜が庭園の噴水や水路の水に多く含まれていることも。そこから考えられることは──」

　僕が痛みに耐えながら、十数秒の間に導き出した答えが、これだ。

「水路や噴水の水に夜香花の蜜を混入させ、屋敷外周に張られた結界を利用して屋敷内に充満させた。一度水に混ぜてしまえば、水と一緒に自然蒸発して勝手に気体に変化する。しかも、夜香花の蜜は無色透明で無臭だから、気づかれることはない」

「正解だが……もう一つ」

　僕を見据えたまま微動だにしないアトスは、もう一つの問いを僕に投げかけた。

「俺は屋敷内にいる人間に対して、ブレメルドの機能を阻害する呪じゆ詛そ魔ま法ほうを行使している。なのに、なぜ貴様は魔法が使える？　対抗する魔法でも使ったのか？」

「あぁ、わからないのか」

　僕はアトスに「落第」と言い放つ。

　確かに、魔力を体外に放出する器官であるブレメルドが機能を失えば、魔法を行使することができない。二流の魔法士ならば、どうすればいいのかわからず、オロオロと困惑することになるだろう。

　だけど、僕は魔導書の位階こそ高位ではないが、魔法士としては一流だと自負している。

　魔法的器官が一つ使えなくなったからと言って、慌てることはない。残る二つの器官を使って、復活させればいいだけの話だ。

「貴方が使っている呪詛魔法の効果は、正確にはブレメルドで放出される魔力の一部を逆流させる。だから、逆流している魔力量を上回る魔力量で押し込めば元に戻る。自分の使っている魔法の詳細くらい把握しておけよ。三流魔法士」

「勉強不足だったようだ。貴重な命を一つ消費したというのに、このざまとはな」

　意味深な言葉を口にしたアトスはシオン様を抱えたまま──今まで貫いていた無表情を捨て、口元を不気味に歪ゆがめた。

「ッ」

「ご忠告感謝するよ、宮廷司書。確かに、自分が使う魔法の詳細は理解しておくべきだったな。しかも、犠牲を払わなければ発動できない呪詛魔法だ」

「犠牲──まさかッ！」

　アトスの足元に浮かび上がった魔法陣に、僕は思わず声を上げる。

　それは、『禁呪大全』を読んだ僕の記憶に新しい魔法式であり、発動するためには人間としての禁忌を犯さなければならない魔法だった。

　僕は紫電を纏わせた右手を振り上げ、部屋が壊れることを承知で雷を放つ。が、一直線にアトスへと向かった雷は魔法陣が放出する瘴しよう気きに阻まれ霧散した。

　クソッ！　まさか本当に使う奴やつがいるとは!!

「さらばだ、宮廷司書。次に相まみえる時は、貴様の教訓を活いかして戦うとしよう。今よりも強くなった、新しい俺でな」

「待てッ[image: かんたんふ]」

　手加減なしの雷撃を放つが、時すでに遅し。アトスとシオン様の姿は一瞬で消え、僕の雷撃は虚空を突き抜けテラスへと続く扉を粉砕した。ガラガラと木片が床に落ちる音が響く中、僕は奥歯をきつく噛かみしめ、右手に刺さっていた食器の破片を一気に引き抜く。勢いのまま、苛立ちに任せて手中のそれを握り潰した。

　完全に出し抜かれた。

　アトスが使用したのは、呪詛魔法の中でも特に凶悪とされる類い──転移魔法だ。

　図書館にある転移魔法と効果は同じだが、発動の方法が全く違う。古代魔法は僕たちが普段使う魔法と同じく魔力を使用するが、呪詛魔法の転移は生いけ贄にえの命を使用する。アトスが転移した位置からして……行方不明の護衛全員が生贄として捧ささげられたと思われる。

「……クソ」

　僕の苛立ちと連動して、バチバチと紫電が激しく放電する。

　魔法の効果をまともに把握していない三流魔法士が、呪詛魔法なんて使い勝手の悪い魔法を習得しただけで、無敵になったと勘違いしているらしい。

　僕は懐から通信具を取り出し、魔力を込めて耳に当てる。

　シオン様を取り返すために、これからアトスのもとへと向かうわけだが……一度出し抜かれた以上、万全を期する必要がある。転移する間際、奴は今よりも強くなると言い残しているため、油断は絶対にできない。

　恐らくアトスは、強くなる手段を有している。

　と──。

『はい、フィオナよ。どうしたの？』

「ごめんよ、フィオナ。少し緊急事態でさ」

　通信に出た相手──フィオナが応答した直後、僕は神妙な面持ちと声音で事情を説明した。シオン様が連れ去られたこと、犯人の正体を告げ、今からシオン様を奪い返しに行くことも詳細に伝える。

　一方的に説明されたフィオナは困惑気味だったが、嚙かみ砕くだいた説明をしなくても、持ち前の頭脳でしっかりと理解してくれたようだった。

『……何となく、貴方が言いたいことは察したわ。要するに……使うかもしれないと』

「うん。一応、君に相談もなしに使うとマズイと思ったから、連絡をね」

『それは元々セレルのものだから、私に止める権利はないわ。けど、それは最後の手段よ。可能な限り、雷天断章で戦って勝ちなさい。それが世間に知られれば、貴方はどうなるか──」

「わかってる。だけど、シオン様の命には代えられないから」

『……わかったわ。でも、私が心配していることは、忘れないでね』

「うん。ありがとう──そういうわけで、行ってまいります」

　通信を切った僕は振り向き、部屋の壁に身体を預けていた公爵閣下に告げた。

　彼も気化した夜香花の蜜を多分に吸っており、意識が朦もう朧ろうとしている様子。だが、痛みで強引に目を覚ました僕とは違い、彼は自らの強きよう靭じんな精神力だけで意識を保っているようだった。

「……シオン、は」

「黒幕であるアトスによって連れ去られました。可能な限り早くシオン様のもとに向かわなければ危険ですので、僕が今から救出に向かいます」

「場所は……わかるのか？　確か、転移した、と……」

「二人が転移する直前、アトスの服に僕の魔力を含んだ血を付着させました。今は……王都より西に五キロの場所にある古城にいますね。僕が本気で向かえば、数分足らずで到着できます」

　僕の身体が耐えられる限界出力の雷を纏まとって向かえば、そのくらいで到着できるだろう。今は一分一秒も惜しい。幾ら公爵閣下と言えど、これ以上付き合っている暇はない。

「公爵閣下、僕が必ずシオン様を救出してみせます。ですので、今はゆっくりとお休みください」

「……すまない。シオンを……頼む」

　それを最後に、公爵閣下は深い眠りに落ちた。

　さて、ここで呆ほうけている時間はない。一刻も早くシオン様のもとに駆け付け、アトスの身も心もボコボコにへし折ってやらなければ。

　僕は身体が耐えられる限界出力の雷を全身に纏い、破壊したテラスの扉を抜け、夜の王都に身を躍らせた。




　　　　◇




「……ここは」

　眠りから覚め目を開いた時、視界に映ったのは見知らぬ場所だった。古く錆さびついた鉄格子や鎖、亀裂の入った壁と天井。そして──どれほど昔に亡くなってしまったのか、頭部に穴の開いたしゃれこうべが床に転がっている。

　こんな場所に来た記憶はない。

　少なくとも、私はベッドに入って眠りに就いたし、自分の足でこんなところに来るなんて、目を覚ましていてもあり得ない。

　夢遊病というわけでもないし……眠っている間に、誰かに連れ去られたのかな。

「──ッ、そんな感じみたい」

　自分の両手に視線を落とすと、枷かせと鎖で拘束されているのがわかった。

　抵抗や逃亡ができないようにするためだろう。ご丁寧なことに、魔法を封じる効果もあるみたい。私の力では強引に外すことはできないし……ちょっと待って。この状況、少し妙な気がする。

「私が狙われていたのはわかっている。けど。屋敷には結界も張ってあったし、電磁網を張っているセレル様もいて、侵入は困難。でも、私がここにいるということは、結界もセレル様も出し抜いたということ……」

　どちらもあり得ない。結界はお父様が張ったものだし、セレル様の電磁網を欺くことなんて、不可能だ。私が眠っている間に、セレル様は倒されてしまった……それこそ現実味がない。まして、屋敷の中だとお父様もいるのに──。

「驚きのようですね、お嬢様」

　突如鉄格子の奥にランプの光が灯ともり、私のいる牢ろう内ないを照らす。

　この声は、まさか。

「ですが、無理もない。ここまで、ほぼ全て私の計画通りに進んでいますからね。誰も私を疑おうとしない。まぁ、貴女あなたを連れ去る直前に宮廷司書には気づかれましたが……転移呪詛で逃げ切りました」

「全部、貴方の仕業だったんだ──アトス」

　歯を噛みしめ、私は鋭い視線でこちらを見下ろす執事服の青年を睨にらむ。

　普段の冷徹な無表情ではなく、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべていた。口元は歪ゆがめられていて、その笑っている表情が私に恐怖心を抱かせ、胸中を不安で満たす。

　普段の冷徹で優秀な姿は、演技だったようだ。

「その通り。貴女に仕込んだ呪詛魔法を組んだのは私です。まぁ、今更気が付いたところでどうにもなりませんがね。鎖に繋つながれ、魔法も行使できない今の貴女は鳥籠の小鳥に等しい」

「私を、どうするつもりなの？　そもそも、ここは何ど処こ？　見たところ、かなり昔に使われていた要塞みたいだけど」

「教える必要はない、と、言いたいところですが、そういうわけにもいきませんね。これから行う儀式には、貴女の協力が不可欠ですから」

「儀式？」

「はい」

　一体、何の儀式なんだろう。私を誘拐して、廃はい墟きよの牢に閉じ込めて……これがアトスのいう儀式に必要な工程なの？　全容が全く掴めないけど、碌ろくでもない儀式だということは確かだ。

「私が尊敬する先人たちしか足を踏み入れていない領域の、それは素晴らしい儀式ですよ。手間はかかりますが、魔法士の価値そのものを上げる、まさに究極の儀式です」

　目を輝かせながらそう言ったアトスは、一度大きく指を鳴らした。直後、部屋中に置かれていた蝋ろう燭そくが一斉に灯り、薄暗い空間を明るく照らす。

　この階層は円形になっており、私の目に映っているだけで十は超える牢が存在していた。いずれも手入れは全くされておらず、金属部分が分厚い錆さびで覆われている。

「円柱状の建物……ってことは、ここはもしかして──え？」

　蝋燭の明かりに照らされた建物内を見回し、私は正面の鉄格子で目を留めた。他の牢には錆びた拘束具や朽ち果てた骨が放置されているだけだったのに、その牢はやけに黒く汚れていて……人のような形をした何かがあった。いや、完全に人の形をしているとは言えず、何となく見えただけなのだけど……何処かで見たことがあるようにも見えた。

「ん？　あぁ、あれは残骸ですよ」

「残骸？　……何の？」

「レベス＝グランツ」

　何でもないように告げられた言葉に、私は呼吸を忘れて、絶句した。

　あれが、レベス？　行方不明になっているとは聞いていたけど、私と同じくアトスに誘拐されて……あの牢の中で殺された。黒い汚れに見えたのは、床や壁に飛び散ったレベスの血液。飛散した血を見れば、彼が無残な殺され方をしたのは容易に想像ができる。

　身体が急速に冷えていく感覚に襲われながら、私は呆ぼう然ぜんとアトスに視線を投げかける。

「……なんで？」

「別におかしなことではないでしょう。人間ならば、皆やっていることです」

　アトスは手にしたナイフを白い布で拭きながら、一抹の罪悪感も抱いていない声音で答える。

「動物を殺し、自分が必要としている部位を奪い取り、その他の部分はいらないからと捨て置く。その対象が、同じ人間になっただけです。人間も、言ってしまえば動物ですから。他の人間とやっていることは変わらないのです」

　アトスは刃を磨いた短剣を机に置き、代わりに全く形状の違う、奇妙な物体を手に取った。彼の掌てのひらで微かすかに形状を変化させたそれは明かりに照らされ──私はその物体が何なのか、一目で理解した。

　実際に目の当たりにするのは初めてだけど、魔法的器官を勉強した際、図説に何度も目を通したからはっきりと覚えている。

「心、臓？」

「その通り」

　嘘うそであってほしいという願いがあっさりと否定され、一気に吐き気が込み上げてきた。

　あの心臓が誰のものだったのか。目の前の光景と状況を考えればすぐに理解できるのだけど……どうしても、自分の中に嘘であってほしいと願う自分がいた。

　だけど、アトスは私の儚はかない願望を、現実という暴力で徹底的に踏ふみ躙にじる。

「ご理解していると思いますが、これはレベス＝グランツから頂戴した心臓です。彼をここに連れてきたのは、彼の心臓と彼が持つ座天書スローンの魔導書を奪うためです。全く、本当に苦労しましたよ。最後の慈悲として、殺してから心臓を取り出そうと思ったのに、聞くに堪えない声で泣き叫ばれまして。腹が立ったので、生きたまま心臓を抉えぐり出だしましたが」

「……人の心は、ないの？」

「何を言っているんですか？　寧むしろ、ここまで残虐になれるのは人間だけですよ？」

　寒気がした。

　こんな狂った感性の持ち主が、短い期間とはいえ同じ屋敷の中にいたというのだから。人を実験動物のように扱い、命を道に転がる石ころ同然に扱う人間が、すぐ近くにいたなんて。

「まぁ、無事に心臓と魔導書を手に入れることができたのでよしとしましょう。これで、魔導書を強大な魔人書へと昇華させることができますし」

「魔人書？」

「知らないのも無理はありませんね。これは私が尊敬する先人たち以外には知られていないことですが……儀式に協力してもらうわけですから、お嬢様にはお教えしましょう」

　そう言って、アトスが召喚したのは自分の魔導書。

　表紙の中央部分に大きな水晶が埋め込まれ、煌きらびやかな見た目をしている。

「私の魔導書──天導の書ハシユマルの位階は主天書ドミニオン。低位とは言いませんが、座天書以上の上位三書には到底敵かないません。特に、智天書ケルビムともなれば次元が違う」

　自分の魔導書を見つめるアトスの視線は、失望を含んでいた。

　確かに魔導書の位階は大きな差になってくる。

　だけど、セレル様が言っていたように、位階だけが全てじゃない。現にセレル様は能天書パワーズという決して高位ではない魔導書で、高位の魔導書を持つ魔法士を凌りよう駕がする力を持っている。でも、アトスはそんな考え方はできなかったみたいだ。

「これ以上魔法を磨いても、上位三書には勝つことができない。なので、私は魔導書の位階を上げることにしました。いや、位階を上げるというのも違います。作り変える、と言いましょう。魔導書の上を行く、魔人書という代物に作り変え、絶対的な強さを手に入れる。そして、私の尊敬する先人たちに近づくのです。そのために──」

　アトスは丁寧に磨いていた短剣を手に取り、私が鎖で繋がれている牢の中へと入ってきた。

「貴女にも心臓と魔導書を差し出してもらいますよ、シオンお嬢様」

「──ッ」

「高位の魔人書を作るには、より高位の魔導書を贄にえとして捧ささげる必要があります。本当は熾天書セラフイムが望ましいですが、あれは手に入る代物ではありませんからね。貴女の智天書が現実的に手に入る最高位のものです」

　何の装飾も施されていない短剣の刃が、私の首元に当てられた。

　冷たい金属の感触と、薄く肌が切れる痛みが走る。

　──殺される。

　数秒後には首に当てられた短剣が一気に引かれ、動脈を掻かき切きられることだろう。そして、私が死んだ後、智天書の魔導書が奪われてしまう。

　嫌だ。死にたくない。まだ、生きていたい。

　だけど、逃げようにもここは牢で、尚なお且かつ鎖で繋がれている。魔法も使えない状態で、助かる術はない。

「大丈夫です、お嬢様。苦痛は少しの間です。喉笛を切り裂けば、数秒の間に意識は闇に沈みますので」

「いや……嫌ッ!!」

「あぁ、暴れないでください。刃が乱れます」

　刃から逃れようと身を捩よじるが、アトスは私の髪を強く掴つかみ押さえつける。

「う──ッ」

「では、シオンお嬢様。俺の儀式への協力、深く感謝致します」

　冷たくそう言ったアトスは、私の首元に当てた短剣に力を加え、浅く切られた首からは血が溢あふれ出でる。

　もう、助からない。

　ようやく魔導書と契約できたのに、まだまだやりたいことがたくさんあったのに、まだ……何も恩返しできていないのに。

　抵抗する気力も消えてしまった私は、恐怖と悔しさに涙を流しながら、瞳を閉じようとした──瞬間。




「間に合った」




　聞きたかった声と共に視界の端で紫電が迸ほとばしり、眼前にいたアトスが声を上げる間もなく一瞬で真横に吹き飛んだ。

　石造りの壁が崩壊する大きな音が響いた直後、私の両手を拘束していた鎖と枷が同時に粉砕され──優しく抱き留められた。

「遅れて申し訳ありません、シオン様」

「──ッ」

　死の恐怖から解放された私はその声を聞き、安あん堵どのあまり涙が込み上げてくる。

　その涙を隠すように、私は優しく抱きしめ背中を撫でてくれる彼の胸に、顔を押し当てた。

「セレル様……」

「怖かったですね。ですが、もう大丈夫です。僕が今から、あの腐れ外道執事の身も心も叩き折りますので」




　　　　◇




　僕は胸に顔を押し当て、身を震わせながら涙を流すシオン様の背中を撫でながら、アトスを殴り飛ばした方向に視線を向けていた。

　お世辞にも余裕とは言えず、間一髪だったと言わざるを得ない。あと少し遅れていたら、シオン様の喉笛は掻き切られていただろうね。全く、今日は間一髪なことが多い。

「普通なら、今の一撃で頭蓋骨が砕けていると思うけど……そう簡単にはいかないか」

　雷の熱で融解した鉄格子と、衝撃で砕け散った石の壁。その奥に広がる暗い空間からは、まだ魔力反応が感知できる。だが手加減なしで殴り飛ばしたので、無傷とはいかなかったみたいだ。動く様子が見られない。

　アトスが立ち上がるのを待っていると、シオン様が今にも消え入りそうな声を上げた。

「セレル様、怖かった、です……」

「えぇ。痛かったですし、心細かったですよね。申し訳ありません。あらゆる角度から可能性を考えることができなかった、僕の落ち度です。でも、もう怪け我がはさせませんから」

「……はい」

　僕はローブを脱ぎ、薄着のまま外に連れ出されたシオン様の肩にかける。

　まだ十代前半の少女に、苦しい経験をさせてしまった。帰ったら、たくさん慰めてあげないと──ガラガラと音を立てながらアトスが身体を起こし、姿を見せた。瞬間的に防御魔法を行使したようだが、残念ながら僕の拳に砕かれ、頭部からは出血が見られる。

　彼は傷口を片手で押さえながら、鋭い視線で僕を射い貫ぬいた。

「貴様……何な故ぜここに？　転移先を教えた覚えはないぞ。しかも、公爵邸から転移して、ものの数分しか経たっていないというのに」

「シオン様、少し離れていてくださいね。それと、できれば目を閉じていてください」

「は、はい」

　ローブの前方を握りしめたシオン様から離れた僕は、即座に雷を纏まといアトスに接近。目を見開くだけで全く反応できていない彼の鳩尾みぞおちに拳を食い込ませた。

「ガ──ハッ!?」

「立場ってわかるか？」

　肺の空気を全て吐き出したアトスに冷たく告げ、左手で彼の首を掴み締め上げる。既に十人以上殺しているのだし、これくらいはしても問題はないだろう。

「お前が僕に質問する権利はないんだよ。あるのは、僕がこれからする質問に「はい」か「いいえ」だけで返答する義務だけだ。抵抗した時点で、質問は拷問に切り替わる。わかったか？」

「……」

「おい、返答する義務があるって聞こえなかったのか？」

　勿もち論ろん、首を締め上げているため声が出せないのはわかっている。だが、こいつの行いを考えれば、これくらいの理不尽はされて当然だろう。寧ろ、優しいくらいか。

　とはいえ、僕も鬼ではない。質問に答えることができるように首を離し、肋ろつ骨こつ部ぶ分ぶんに雷を纏わせた回し蹴りを叩たたき込こむ。

　伝わってきた感触からして、恐らく骨は何本か折れただろう。現にアトスは苦しそうに呻うめき、口から血を零こぼしている。

　しかし、血を吐きながらも、彼は僕に向ける殺意を強めていた。

「貴様……俺の邪魔、ばかり……」

「害虫は駆除されるもの。当然だろ」

「……ならば──」

　口元に付着していた粘り気のある血を乱暴に拭ったアトスは、膝に手をつき、ふらつきながら立ち上がる。そして、脇腹の痛みに顔を顰しかめながら片手を前に突き出し、自らの魔導書を召喚して叫んだ。

「俺にとっては貴様も害虫。この場で駆除してもいいわけだ！」

「……へぇ」

　召喚された魔導書は、表紙に大きな水晶が埋め込まれた煌びやかなものだった。全体的に灰色をしており、電磁網で感知できる魔力は決して低位のものではない。上位三書には及ばないものの、近しい力を持っているだろう。

「主天書か」

「そうだ。俺はこの位階に満足しているわけではないが……貴様とまともに戦うことはできるだろう──大炎蛇メビルム」

　闘志を瞳に宿したアトスは炎の大蛇を召喚。

　まともに息を吸えば灰が焼けるような熱気と黒煙を周囲に振りまきながら、大蛇は大きく開いた口こう腔こうで僕を丸飲みにしようと飛びかかってくる。大蛇の這ったあとの石畳が溶けて形状を変化させ、焦げ臭い香りを漂わせていた。

　死を齎もたらす大蛇が迫りくる中、僕は思考を巡らせる。

　アトスの魔法の練度は上々。少々魔力過多な気がしないでもないが、自らの意思で制御することができているため及第点。この規模の魔法を連発できればかなり優秀かな。

　だが、粗あらも多い。

「風道グローリー」

　僕は炎の大蛇を丸ごと覆いつくす竜巻を発生させ、肺を焦がす熱気や黒煙ごと階層の外へと吹き飛ばした。この古城は廃はい墟きよのため窓や一部の壁が崩れ落ちており、風が通り抜けるスペースは十分に存在しているんだ。

「く──ッ」

「遅すぎる」

　瞬時にアトスへ肉薄した僕は彼の右足を乱暴に掴み、付近にあった牢ろうへと投げ飛ばす。鉄格子に叩きつけられたアトスは脇腹を押さえて吐血するが、僕は一切同情することなく顔面を全力で殴り飛ばした。その衝撃でアトスは再び石畳の上を転がり、やがて少し離れた場所に置いてあった机の近くで動きを止めた。

「ぅ──あ」

「お前、本当に主天書の魔法士なのか？　ある程度は魔法が使えるようだけど、状況に応じた戦い方ができてないし、一度技を崩された程度で油断しすぎだ。一応言っておくけど、僕の雷天断章は能天書なんだぞ？」

「……化け物、が」

「私利私欲のために人を殺したお前に言われたくはないな……ん？」

　不意に鼻び腔こうを擽くすぐった生臭い血の匂いに、僕はアトスから視線を外した。先程から彼が吐き散らかしている血とは明らかに別物──微かすかに肉の腐ったような匂いも混じっている。ここはかつて要塞として利用され、ここで多くの死人が出たことは知っているが、それは何百年も昔の話。その時の死体が残っていたとしても、無臭の骨だけだろう。

　では、この匂いは一体……と、周囲に視線を巡らせていた時、見つけた。

「レベス……まさか、こんなことになるとは思っていなかっただろうな」

　数多くある牢の一つに、自らの血で形成された血ち溜だまりに身を浸しているレベスに、僕は静かに目を伏せた。僕が生きている彼に会ったのは一度だけだったし、その時の印象ははっきり言って最悪。性格も父親譲りの酷ひどいものだったが……だからと言って、アトスが勝手に殺していい理由にはならない。

　僕がレベスの死体を見つめていると、鉄格子に凭もたれかかっていたアトスが笑った。

「あの姿になった、奴やつに……同情するのか？」

「だから質問は……いや、もういいか。答えはノーだ。彼が父親の所業を知りながら、その甘い汁を吸っていたのは事実だからね。でも、しっかりと法の下で裁かれるべきだったとは思う」

「クク、どのみち、法の下でも死が宣告されるだけだ。ならば、俺が奴をどう殺そうと、結果は同じ死だ」

「そうか……」

　僕は冷たい視線で、アトスを見下ろす。

　確かに、レベスの死は僕にとってはどうでもいいことだ。彼も今回の呪じゆ詛そ魔ま法ほうの事件に関与していただろうし、裁判では過酷な刑が下されたことだろう。

　だが、善人だろうが罪人だろうが関係なく、代えの利く物同然に命を扱ったアトスには、とても強い怒りを覚える。

　と──。

「セレル様ッ！　アトスがッ！」

「！」

　シオン様の叫びで我に返った時、視線の先ではアトスが机を倒し、床に転がった二つの物体──謎の魔導書と人間の心臓に手を伸ばしていた。

「──ッ、何をする気だ！」

　咄とつ嗟さに雷の槍やりを生成し、アトスに向けて投げ放つ。

　彼の行動が一体どんな結果を齎すのかは予想ができないが、僕の直感があの二つをアトスに触れさせてはまずいと訴えかけている。不穏な未来が到来する前に、アトスを行動不能にしなければならない！

　だが、この時の僕はアトスを殺す選択を取らず、あくまで行動不能にしようと、即死する急所を外してしまった。この期に及んで、彼をここで捕縛するという、甘い選択を取ってしまった。




　その結果──アトスの身体が赤い瘴しよう気きで包まれ、古城全体が微細に揺れ始めた。




「──、シオン様ッ！」

　視界が赤い瘴気で満たされる中、僕は彼女の名前を叫ぶ。

　この瘴気が一体何なのかはわからないが、電磁網で感知する限り濃密な魔力を含んでいる。つまりこれも魔法と同質の存在であり、下手に吸い込めば人体に悪影響を及ぼす可能性があるのだ。

　一刻も早くシオン様のもとに駆け付けなければならないが、視界は既に頼りにならない。

　僕は電磁網で感知している魔力反応を頼りに駆け出し、腰を抜かしていたシオン様を抱いて上層へと逃れた。

「ケホッ、ケホッ」

「大丈夫ですか？」

「な、何とか……」

　シオン様は少し瘴気を吸い込んでしまったようで、何度も咳せき込み息を整えた。崩壊して吹き抜けになっていた上層に逃げ込む際、空気の流れを操作していたんだが……どうやら、回収するまでの間に吸ってしまったようだ。今のところ咳以外に異常は見られないので、即効性の効果を持つ類いのものではないらしい。

　僕は彼女を床に下ろし、先程まで僕たちがいた階層を見下ろす。

「あの瘴気、アトスが魔導書と人間の心臓を掴つかんだ瞬間に発生しましたね」

「は、はい。どうして掴んだ瞬間に発生したのかは──あ」

　シオン様は何かを思い出したかのように声を上げ、次いでポツリと呟いた。

「もしかして、これが儀式なんじゃ……」

「儀式ですか？」

「はい。セレル様が古城に来られる前、アトスが上機嫌に色々と喋しやべっていたんです。魔法士の心臓と魔導書を贄にえとして捧ささげることで、自らの魔導書を魔人書へと昇華させるって──」

「魔人書……」

「私を誘拐した理由も、それだと言っていました。セレル様、魔人書が何かを知っていますか？」

　シオン様に問われたが、僕は首を横に振る。

「残念ながら、初めて聞く言葉ですね。ただ、これがアトスの言っていた強くなる方法だということは、理解しました。そして……その危険さも」

「危険さ、ですか？」

「はい。魔法士とは本来、自分の身の丈にあった魔導書としか契約することができないんです。たとえ智天書を手に入れたとしても、魔法士が魔導書にそぐわない器であれば契約ができません。一リットルの水しか入らない器に、二リットルの水が入らないことと同じ、という解釈でいいですよ」

　つまり、アトスの天導の書を自らの器を超える魔導書に作り替えたとしても、今のままでは扱うことができないということになる。恐らくこの赤い瘴気は、彼の身体で受け止めることができなかった魔力だ。

「では、アトスは自分の身体に収まる程の力しか手に入れることができない、ということですか？　それでしたら、先ほどまでと何も変わらないはずでは……」

「残った魔力を捨てるなら、そうですね」

「え？」

　僕は電磁網が感知し続けている反応に、額から嫌な汗が流れ伝うのを感じた。

　シオン様の言う通りなら、どれだけ楽だったことか。けれど悲しいかな、事態はそこまで簡単ではないのだ。

「魔力が器に入りきらないのであれば、全て入る器に作り替えればいいんです」

「……まさか」

　青あお褪ざめた様子でシオン様が下層を覗のぞき込こんだ瞬間、石が砕ける大きな音が響き渡り、赤い瘴気が充満していた階層が崩落。同時に、視界を覆っていた瘴気は一点に吸収されていき、星明かりに照らされた古城の最下層がはっきりと視界に映った。

　見るも悍おぞましい──魔人のような存在も、一緒に。

「書物の力に適合させるため、人間の身体を魔人へと作り変える。恐らくそれが──魔人書と名付けられた由縁です」

　古城の最下層──浅い水が張られた貯水地の中央で直立し、アトスだったと思われる生物が僕をジッと見据えていた。

　赤黒い肌に、刃物のように鋭い指。頭部から生える一本の角に、およそ人間のものとは思えない獣の牙。

　その姿は、まさしく魔人と呼ぶに相応ふさわしい。人間を捨ててまで力を求めた者のなれの果て、と言ったところか。正直気持ち悪いし、できれば近づきたくもない。

　だけど、ここで逃げれば、アトスは確実に王都までシオン様を追ってくるだろう。そうなれば、無関係の人々まで犠牲になるかもしれない。

　ならば、必然的に僕が取れる選択肢は一つしかない。

「シオン様。貴女あなたは可能な限りアトスから姿が見えないように、姿を隠してください。気になる気持ちはわかりますが、決して下層を覗のぞかないように」

「セレル様は？」

「当然、ここでアトスを殺します」

　もう、捕縛なんて考える余裕はない。ここで確実に息の根を止め、王都に奴が侵入する可能性を完全に排除するのみ。

　だが、問題は雷天断章で勝てるかどうか。

　今のアトスは数分前とは全く別の存在。恐らく戦闘能力も向上しているだろうし、強力な魔法も行使してくるだろう。はっきり言って、現状では負ける可能性のほうが……いや、そんなネガティブなことを考えるのはやめよう。戦う前に負けることを考えるなんて、弱者のすることだ。

「すぐに終わらせてきますから──雷鳴降槍フルールー」

　先手必勝。

　最下層に向けて宙に身を躍らせた僕は、即座に巨大な雷の槍を七本生み出し、仁王立ちで僕を待ち受けるアトスへと投とう擲てき。手加減なんて一切加えていない、この一撃で魔人を完全に消滅させるつもりで放ったのだが──。

「甘いぞッ！　アッハハハハハッ[image: かんたんふ]」

　殺し合いには似合わない笑い声を上げたアトスは両手を突き出し、眼前に半透明の障壁を生み出して雷を防ぎ切った。暴発寸前まで魔力を込めた一撃だったんだけどなぁ……。

　風で落下の速度を落としながら、余裕を持って着水。いつでも攻撃に対応できるように警戒心を最大限に高めつつ、姿の変わったアトスに向けて口を開いた。

「随分と、人間離れした姿になったな。気持ち悪さに磨きがかかったみたい」

「減らず口を叩たたいていられるのも今の内だぞ？　座天書を贄として捧げた俺の魔人書は、貴様の魔導書とは隔絶した力を持つ──暴力書イエーリーの位階へと進化したのだからなッ!!」

「暴力書??」

　なんだ、その位階。

　魔導書が持つ九つの位階には、そんなものはなかったはずだが……魔人書にも、書物の格によって位階が存在しているのか。

「そうだ。魔人書にも位階が存在し、より高位の位階になるほど強大な力を秘めた魔人書となる。俺の魔人書──堕天炎書クザフアンの位階である暴力書は上位三書の一つ。魔人書の位階の中では、三番目に高位の存在となる」

「上から三番目、ねぇ……」

「貴様の魔導書は下から四番目の能天書。決して覆すことのできない力の差だ」

「さっきまでボコボコにされていたくせに、調子のいいやつだな。新しい玩具おもちやを手に入れてはしゃいでいいのは、八歳までだぞ？」

「……馬鹿にしやがって」

　アトスが片手を上げると、彼の背後に炎の槍が無数に出現。黒煙を上げながら燃え盛る穂先を僕に向け、攻撃準備を完了させた。

「安らかに殺してやる。痛みはない。一瞬で身体ごと蒸発させるからなッ！」

「やれるものなら、やってみなよッ！」

　降り注ぐ炎の槍を雷と風の防御壁で相殺し、隙を見て攻撃に集中しているアトスに向けて雷の槍を投擲。大気を弾く激しい雷鳴を轟とどろかせながら迫るそれは、アトスの腹部を穿うがつ寸前で身体を反らされ回避。直後、お返しと言わんばかりに射出された巨大な火球を即座に打ち消し、互いに魔法の応酬を加速させた。

　常人なら避けることなどできないはずだが、魔人化によって身体能力や反射神経も強化されているようだ。

　何にせよ、このまま攻防を繰り返していたら何も変わらない。

　僕は状況を一変させるため、水面を伝う雷を制御しアトスの脚へ一気に流した。

「！」

　仁王立ちで直立していたアトスの身体が一瞬傾かしぐと、絶えず射出されていた炎の槍が一瞬途切れた。そのチャンスを逃すことなく、僕は防御壁を瞬時に解除しアトスへ肉薄。雷と風を纏わせた拳を鳩尾に突き刺し、赤黒い巨体を本気で殴り飛ばした。

　幾ら魔人になったとはいえ、魔法が全く通じなくなったわけではない。現に僕の魔法を受けたアトスの身体には傷が生まれ、タールのように黒い血が流れている。

「まぁ、大体理解できた」

　膝を突いたアトスは荒い息を吐きながら「何な故ぜだ？」と訝し気に自分の両手を見下ろしている。魔人の力を手に入れたのに、どうして勝つことができないんだ？　と言っているのが丸わかりだった。先程から魔法を行使しようと必死になっている様子だが、僕に殴り飛ばされた動揺が大きく、全て不発に終わっている。加えて……怒る僕にアトスが恐怖していることも影響しているだろう。

　僕は呆ぼう然ぜんとしているアトスの横っ面を蹴り飛ばし、真正面から戦った感想を告げる。

「上から三番目と言っても、座天書程の魔力は感じられないね。大体、主天書以上座天書未満ってところか。微妙な力だな」

「何、だと？」

「魔人化でパワーアップすると言っても、劇的に強くなるというわけではないってことだ。座天書を生いけ贄にえにしたとしても、その力をそのまま引き継ぐことはできない。僕にとっては、その程度のパワーアップは誤差でしかないよ」

「貴様──」

「その証拠に」

　僕が勢いよく腕を振り上げると、高電圧の雷がアトスの左腕を関節部分で切断した。断面から溢あふれ出でる黒い血が、足元に広がる水に浸透していく。

　痛みに顔を顰しかめつつ、アトスは呆然と呟いた。

「な、なぜ……」

「そんな付け焼き刃みたいな力で、洗練された魔法に勝てるわけがないだろう。確かに位階は大きな力の差を生むけど、絶対とは限らない。場合によっては天書エンジエルが智天書に勝つことだってあり得るし、決して不可能ではない。どれだけ位階に差があろうと、本人の戦い方次第で戦況は幾らでもひっくり返る。そう、今の僕とお前のようにな」

「こ、んな……はずでは……」

　完全に自信を喪失したアトスは、もはや腕の断面を押さえることもしなかった。両膝を突き、魔人の姿のまま失意に沈んだ瞳を見せている。

　ここまでだな。

「お前を生かして捕縛することも考えたが……その姿に魔力、並大抵の魔法士では拘束することはできない。このまま王都に連行するよりも、この場でお前を殺したほうが安全だ」

「……」

　気力を失ったアトスは何も答えない。俯うつむいているため、その表情を窺うことはできないが……恐らく、もう抵抗することもないだろう。死に物狂いで求めていた力を手にしたが、結果は位階で遙はるかに劣る僕に惨敗。魔法士として、勝てると思っていた相手に負ける悔しさや衝撃は理解しているつもりだが……アトスに、この挫折を次に活いかす機会はない。

　僕は右手に雷を纏わせた手刀を作り──アトスの首に向けて一いつ閃せんした。

　切断された首から頭部が落下し、一拍遅れて黒い鮮血が噴き出す。それは瞬く間に水面を黒く濁らせ、水底に沈んだアトスの頭部を覆い隠した。

　唐突に訪れた沈黙。

　僕の鼓膜を揺らす音は、風に揺らめく水と、壁の隙間を吹き抜ける風、そして──上層で今しがた僕が屠ほふった魔人の名を呟つぶやく、シオン様の悲しい声だけ。

　彼女の気持ちは、理解できないわけではない。

　敵ではあったが、アトスは昨日まで普通の執事を演じ続けていたのだ。シオン様も、少なからず彼に対して信頼を置いていただろう。

　だから……まだ心の何ど処こかで、夢であってほしいと願っているのだ。

　だが、だからといってアトスを生かしておくことはできなかった。

「彼女の願いを聞き届けた結果、何百という数の人が殺されるかもしれなかった。こればっかりは、どうしようもない。敵に慈悲を与えるわけにはいかないし、これも人生の試練だと思って耐えてもらうしか──」

　シオン様のもとに向かおうとした、その時。




『──堕天、炎書』




　背後からノイズの交じった声が聞こえ、次いで僕の全身を悪寒が駆け抜けた。

「──ッ、まさか!?」

　危機の来訪を鳴らす警鐘が脳内に鳴り響き、僕は無意識の内に振り向いた。

　そこにいたのは、もはや生物なのかすら怪しい、悍ましいものだった。

　闇のように黒い硬質な肌には明滅する赤い線が浮かび、四本に増えた腕の先にある大きな手には、鋼鉄さえも切り裂いてしまいそうな鋭い鉤かぎ爪づめ。身体から不気味な瘴しよう気きを噴き出し──転がっていたアトスの頭部は、何事もなかったかのように元通りになっている。

　首を切断したのに復活するって……そんな生物聞いたことないぞッ!?

『ガ、アアァァ』

「これが最終的な魔人の姿か。魔人書に自我や身体を乗っ取られ、欲望に従って行動する怪物……」

[image: ]

　こんな生物、この世界に存在していいはずがない。

　制御する気がないのか、魔人は常時濃密で膨大な量の魔力を放出しており、近くにいるだけで重圧を感じる。

　僕は後方に跳躍して魔人から距離を取った。

　さて、困ったな。首を切断しても復活するような相手を殺しきる自信は、今の僕にはない。恐らく、身体のどの部位を消し飛ばしたとしても、即座に再生されるだろう。全身を一撃で消し炭にする程の魔法……は、無理。雷天断章は能天書であり、防御壁ごと消し飛ばす超高威力の魔法は使えないのだ。

　何とか勝ち筋はないものかと必死に思案するが、思い浮かんだ案は悉ことごとく否決されていく。万策尽きたか？　だが、今の状態では──。

「なんだッ!?」

　魔人が咆ほう哮こうし、巨大な口を開いた尾を射出。僕の背後に向かって伸びたそれは、上層の崩壊と共に地下層へと落ちてきたレベスの死体に噛かみつき、血に濡ぬれた身体を丸飲みにして取り込んだ。

「死体を──」

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッァァァァァッ[image: かんたんふ]』

　レベスの死体を取り込んだ魔人は絶叫し、四つの腕を天へと掲げる。瞬間、禍まが々まがしい漆黒に染まった魔人書──堕天炎書が虚空に現れ、水面に巨大な魔法陣を生み出した。

　あの魔法陣は……まさかッ！

「雷鳴天偽鳥ガルザドーラッ！」

　僕は片手を天に掲げ、十羽の巨大な雷の鳥を生み出し魔法陣を展開した魔人へと急降下させる。あの魔法は……まずい。非常にまずい。何とかして止めないと、最悪上層にいるシオン様にまで被害が及んでしまう！

　雷の鳥は一直線に魔人の身体へと直撃し、雷鳴を轟とどろかせながら激しく放電。更に、触手のような首を焼き切り、再び頭部を水中に落とした。

　だが──。

『……ファ』

「チィッ！」

　やはり、首を落とした程度では絶命させることができなかったッ！

　僕は即座に魔法の発動阻止を諦め、風を纏い宙へと舞う。阻止することができないのであれば、何とかしてシオン様に危害が及ばないよう全力を尽くすまで。

　地下層を覆いつくすように透明な防御壁を展開した、直後。

『炎爆フアサン』

　魔法陣の中央に立つ魔人を起点として黒い炎が燃え広がり──轟ごう音おんを奏でながら、大爆発を起こした。

「う──っ」

　僕の身体が、喉を焦がし肺を焼く爆炎に包まれる。シオン様のいる上層を護まもっているため、僕自身を保護する防御壁は非常に薄い。そのため、膨大な魔力を含んだ炎が続けざまに叩きつけられ、数秒も経たないうちに亀裂が入った。高温の熱気に肌が焼かれ、激痛が身体を駆け抜ける。

　炎系統の中でも凶悪な、広こう域いき燃ねん焼しよう殲せん滅めつ魔ま法ほう、炎爆。銀を融解させる高温の炎を、防御壁越しとはいえ受け続けるには限界がある。焼やけ爛ただれた肌が溶け落ちるのが視界の端に映る。

　まだ、終わらないのか？

　永遠とも思える数秒を耐え続け、黒い炎が視界から消えた時。防御壁が音を立てて砕け散り、蒸発して少なくなった水の上にくずおれた。

　この一瞬で、ここまで重症を負うとは思いもしなかったな。全身のいたるところに火傷やけどを負い、呼吸をすれば喉に激痛が走る。

　特に酷ひどいのは左腕だ。大部分の皮膚が溶けて爛れており、一部は黒く炭に変化している。動かそうにも全く力が入らず、もはや使い物にならない。

　参ったな。この先の人生を隻腕で過ごすのかとか、これからの生活が不便になるとか以前に、まだ魔人を地獄に叩たたき落おとしていないのに……。

「けど、上は、無事か……」

　上を見上げると、防御壁を展開した甲か斐いもあって上層は崩壊していない。多少石壁が崩れている場所もあるが、崩落する程の損傷ではないだろう。とりあえず、シオン様は無事のようだ。

『死にかけ、みたいだなぁ……』

「……喋しやべれるのか」

　水を踏みしめながら僕に近づく魔人──アトスは、長い首を揺らしながら軽快に笑っている。てっきり自我を完全に失ったのかと思ったが、そういうわけではなかったみたいだ。しかも、さりげなく切断した首が戻っているし、面倒な。

「魔人というより、怪物だな」

『死にぞこないが、まだ口を開くのか……』

「その台詞せりふはそっくりそのまま返すよ。殺しても一定時間過ぎれば再生するし……一体何度首を切られたら死ぬんだ？　お前の先祖はトカゲか何かなの？」

　馬鹿にした口調で言い返すと、アトスは額に青筋を浮かべて僕の胸倉を掴み、強引に立たせた。

『貴様の魔導書には興味がない。このまま、嬲なぶり殺ごろしにしてもいいんだぜ？』

「全身を焼かれて、既に嬲り殺し状態だろう？　それより──汚ねぇ手離せよ」

『……あぁ、望みどおりにしてやるよッ[image: かんたんふ]』

　怒声を上げたアトスは全力で僕を上層へと投げ飛ばした。

「ガフ──ッ」

　上層の床──亀裂が入り脆もろくなっていた箇所を突き破って勢いを殺した僕は、重力に導かれて落下し、放置されていた古臭い木箱の上に着地した。その衝撃で木箱は粉砕され、周囲に黴かび臭くさい砂すな埃ぼこりが舞う。

　僕は口から血を零こぼしながら身体を起こし、切れた額から流れる血を右手で乱暴に拭った。

「最悪だ……」

　僕はべったりと血が付着した右手で首元のネックレスを持ち上げ、溜ため息いきを吐いた。

　宝石の部分が割れていた。

　さっきアトスに胸倉を掴つかまれた際、嫌な音がしたと思ったら……ネックレスを着用してここに来てしまったことを後悔しながら、がっくりと項うな垂だれる。

　一概に宝石といっても、このネックレスにつけられているものはパワーストーンと呼ばれるものであり、高価なものではない。王都の露店に行けば、全く同じものが売られているだろう。だけど、このネックレスは代えの利かない大切なものだった。

　なぜなら──これは昔、フィオナが僕にプレゼントしてくれたものだから。

　絶対になくさない、大事にするよと約束したものなのに……あんなふざけた野郎に壊されるなんて、許せないな。

「セレル様ッ！」

　と、この階層に隠れていたシオン様が僕の名を呼ぶ声が聞こえ、咄とつ嗟さに壊れたネックレスから手を離し、声のした方向へと顔を向ける。

「シオン様、お怪け我がはないようですね」

「私は大丈夫ですけど、セレル様が……あぁ、こんなに怪我をして……」

　全身に火傷を負った僕を見て、シオン様は悲痛な表情を浮かべて慌てる。

　早く処置をしないといけない。だけど、今の自分に処置をする手段はなく、どうすることもできない。負傷者を前に見ていることしかできない自分に、歯がゆさを感じているようだった。

　自分を責めなくても、僕はその気持ちだけで十分嬉しい。

「大丈夫ですよ、シオン様」

「こんなに酷ひどい怪我で、大丈夫なわけ──」

「それより、一つ僕のお願いを聞いてほしいんです」

　シオン様の言葉を遮ると、彼女は「なんでしょうか」と応じてくれた。アトスの魔力反応が接近しているので、手短に話す。

「今から僕は、ここでアトスと戦います。奴やつは魔人書によって強化されていますので、僕はシオン様を護まもりながらでは戦えないんです。ですので、今から僕が風魔法で貴女あなたを古城の外へと逃がします」

「そんな……そんなボロボロの状態で、何を言っているんですかッ！」

「確かに負傷はしていますが、信じてください。必ずアトスを倒して、後から追いつきますから」

「嫌ですッ!!」

　が、頑固だなぁ……。いや、確かに何も事情を知らないのでは、傷だらけの僕が魔人に勝つなんて言われても信じられないのはわかるけど、ここは大人しく言うことを聞いてほしかったな。というか、何としてでもシオン様だけは逃がさないと──床を砕く轟音が響いた。

『貴様も人間離れしてるみてぇだな。その怪我でまだ立っていられるとは』

「～～～ッ、わかりました」

　シオン様に背を向け、僕はアトスの正面に移動する。

　これはもう、仕方ない。フィオナから色々と文句やお説教は受けるだろうけど、僕とシオン様の命には代えられない。

　覚悟を決め、雷天断章を虚空にかき消そうとした時、

『八首炎蛇アルノヒユドラ』

　アトスは八つの首を持つ炎の大蛇を生み出し、大蛇は牙を剥むき出だしにした口腔を開いて僕を噛かみ砕くだかんと迫ってきた。

「クソ──ッ」

　咄嗟に冷気を含んだ風の防御壁を生み出し、炎と熱を回避。魔人化する前に見た炎の大蛇とは、威力も魔力量も桁違いだ。このままでは死ぬことはないにせよ、雷天断章を消すことができない。

　どうする？　再び雷で首を切断することも考えたが、アトスはそれを防ぐために自分の周囲を炎で護っており、それはできない。

　ならば、このまま冷気の風を増大させて、炎の大蛇と打ち消し合うか？　だが、こちらが威力を上げれば相手も同じように、魔法の威力を増大させるはず。しかも、仮に互いの魔法を消滅させたとしても、僕が魔導書を消した瞬間を好機と見て襲ってくるはず。魔人化で身体能力が格段に向上しているアトスの前では、一秒だって隙を見せるわけにはいかない。僕は奴と違って、首が切断されればそこで終わりなのだから。

『さぁ、貴様を殺して、俺は早く智天書をッ!!』

「……ッ」

　思考を巡らせている間に、アトスは昂たかぶった感情のままに魔法の威力を強めてきた。更に強化された炎と熱気に、僕の防御壁が僅かに押される。

　もう、やるしかない。

　僕は冷気と風の防御壁を増幅させようと、更に多くの魔力を魔導書に流し込もうとし──。




　──突如として出現した大量の水に、炎の大蛇が消滅した。




『な──ッ』

「これは……」

　驚きに目を見開く僕の眼前で、大量の水はアトスの魔法を瞬時に消滅させ、アトスに襲い掛かる。次いで、渦潮のような水流を生み出し、渦の中心に彼を追いやり閉じ込めた。

　一体何が起こったんだ？　この大量の水は何ど処こから？

　呆ぼう然ぜんと疑問を浮かべていたのも束つかの間ま、微量の水が僕の身体を這はい回まわり、直視し難がたい状態だった傷を瞬く間に癒いやしていった。

　凄すさまじい魔法の連続に思わず魅入られていると、不意に背後から声が聞こえた。

　この現象を引き起こした、張本人の。

「この子の力です」

　振り返り、僕は即座に納得した。

　なるほど、確かに彼女なら、これくらいのことをやってのけても不思議ではない。やはり、彼女はいずれ王国の中核を担う魔法士になる子だ。

　僕を真まっ直すぐに見据えるシオン様。

　その眼前には、彼女が契約を結んだ智天書の魔導書が浮かび、淡い水色の光を放っていた。




　　　　◇




　アトスの猛攻にセレル様が歯を食いしばって耐えている姿を見て、私は悔し涙を流した。

　重症を負いながらも必死に戦う彼を、私は黙って見ていることしかできない。何の力にもなれない自分が嫌で、彼の役に立ちたくて、少しでも力になりたくて……。

　僅かな時間が進むごとにその気持ちは強くなり……私は右手の紋章に視線を落とし、胸中で叫んだ。

　セレル様を助ける力が欲しい。

　彼がこのまま死んでしまうのは嫌だ。

　だから──お願い、貴女の力を私に貸してッ！

　零こぼれ落おちた涙が紋章の上に落ちた時、頭に直接語りかけるように声が聞こえた。

　私の記憶にない、女の子の声が。

【いいよ。私のシオン】

「え？」

　呟いた後も、その声は続く。

【この力は私のものであり、貴女のもの。私と貴女は一心同体。だから──思うままに使って】

　声が止やんだ瞬間、眼前には私の魔導書が淡い光を放ちながら浮いていて……手に取ると、色々な情報が頭に流れてきた。

　この魔導書が持つ固有能力や名前など、私が彼女を使う上で必要なものは全て理解できた。

　後は……彼女の力を、形にするだけ。

　導かれるままに魔力を込めて、言葉にする。力の名を、彼女の名を。

「水天慈章サキエル──絶壁渦エペト。そして、癒天水マレルダ」

　アトスを水の渦に閉じ込め、セレル様の傷を癒やした時点で、私の身体からは力が抜けた。

　慣れない魔力操作に、初めての魔法発動に身体がついていかなかったのだろう。

　でも、自分のやれることはやりきることができた。

　それだけで、私は──優しく身体を抱き留められ、頭をそっと撫でられる。次いで、セレル様の優しい声音が鼓膜を揺らした。

「お見事です、シオン様。魔導書の力を掌握されたのですね」

「セレル様……もう、魔法の効果が切れます。アトスが……」

　水の檻おりが解除されれば、再びアトスが攻撃をしかけてくる。セレル様の傷は癒えたとはいえ、失った血は元に戻っていない。

　その状態で、また戦えば、セレル様がどうなるか……。

　しかし、私の心配を他所よそに、彼はこんなことを言った。

「大丈夫です。ここから先は、アトスに同情してあげてください」

「ど、同情、ですか？」

「えぇ。人の身を捨ててまで力を求めた彼ですが……悲しいかな。どれだけ堕おちたところで──最高位の存在には遠く及ばないものなんです」

　雷天断章を虚空へと消したセレル様は、治癒したばかりの左腕を前に突き出す。すると、何も描かれていなかった左手の甲に、右手のそれとは全く形状の異なる紋章が浮かび上がった。

　でも、おかしい。魔導書とは本来、一人につき一冊しか契約ができないはずなのに……。

「くれぐれも、この力のことはご内密に。でないと、大変なことになってしまいますからね」

　人差し指を口元に当てたセレル様の左手には、黄金の粒子を放出する神々しい魔導書が一冊。そして、何よりも視線が吸い寄せられるのは──彼が背中に携えた、六枚の白い翼。

　その姿はまるで、神話に出てくる天使そのもの。見つめているだけで崇拝の念を抱いてしまう程、美しかった。

　天使へと姿を変化させたセレル様は、見み惚とれる私に片かた目めを瞑つぶってみせた後、魔導書を開いて呟いた。

「さぁ、裁きを下そうか──暁星王書ルシフエル」




　　　　◇




『ゲホッ！　……ルシ、フェル？　なんだ、その姿は……』

　シオン様の魔法の効力が切れ、水の中から姿を現したアトスは飲み込んだ水を吐き出した後、僕の姿を目に留めそう呟いた。

　直前まで見ていた火傷やけどに覆われた瀕ひん死しの状態ではなく、六枚の白い翼を携えた天使の姿。そんな反応を示すのは、無理もないことだ。

『人間じゃ、ねぇ』

「お前に言われるのは心外だな。少なくとも、お前よりは人間味があると思うよ。翼を携えているけど、人間離れした長い首も持っていないし。それより、かかってこないのかい？　僕の暁星王書は、お前が欲していたシオン様の魔導書を超える代物だ。手に入れば、堕天炎書は更に強くなれると思うんだけど」

『智天書よりも、上の魔導書だと？　……まさかッ[image: かんたんふ]』

　理解したアトスは血相を変え、僕が手にしている魔導書を凝視する。

　興奮によって荒くなった息を整えることもなく、視線を完全に固定。同時に緊張感から手先が微細に痙けい攣れんし、それを抑えるようにぐっと拳を固めた。

　まぁ、そんな反応にもなるだろうね。強さを求めて人間をやめたアトスが、世界に存在する魔導書の最高位を目にしたのだから……何としてでも手に入れたいと思うだろう。

　彼は口から溢あふれた涎よだれを乱暴に腕で拭い、血走った瞳で叫んだ。

『熾天書の魔導書ッ[image: かんたんふ]　馬鹿な、世界で六つしか確認されていないはずッ!!』

「とある古代の文献には、熾天書は全部で七つあると明記されている。つまり、僕は残る一つと契約を結んだということさ。公にはされていないけどね。で──」

　僕は暁星王書を召喚した高揚感と万能感に包まれながら、アトスの神経を逆なでするように嘲笑した。

「どうだ？　散々低位階だと馬鹿にしていた相手が、実は最高位階の魔導書を持つ人間だった。位階を絶対視しているのなら、お前に勝ち目なんて残っていないのは理解できるだろう？　それとも、頭まで魔人書に侵食されてしまったのか？　傀かい儡らい野郎」

『へ、へへへ……』

　数分前までなら、嘲笑されれば怒りを露あらわにしていたアトスは、不気味な声で笑い始める。圧倒的な位階の差を理解し、頭が混乱してしまったのかもしれない。もしくは、自分の負けを悟った絶望が面に出たのか。

　何も動かずに観察し続けること十数秒。アトスは笑い声を止め、肩を微かすかに震わせた後──。

『寄よ越こせえぇぇぇぇぇぇぇぇッ!!!!』

　巨大な炎の球を生み出し、こちらに向かって投げつけてきた。

　火球の熱に当てられた鉄格子はドロドロに溶け、まるで小さな太陽が出現したかのようにも思える。アトスを一いち瞥べつすると、急激な魔力消耗による脱力感で余裕のない表情を浮かべていた。これは、彼が持ちうる最大威力の魔法なのだろう。

　直撃ではなく、近くにいるだけで命が危ない程の魔法。

　だが、視界の大部分が光に覆われる中、

「はぁ」

　彼の短絡的な行動に、僕は思わず溜め息を吐いた。

　どうやら、本当に頭を魔人書に侵食されていたらしい。

　確かに、この大火球の威力は申し分ないだろう。瀕死状態だった先程の僕なら、その一撃で身体を消し飛ばされていたかもしれない。

　だが、あくまでそれは僕が雷天断章を使っていたらの話。暁星王書を召喚した今の僕には、こんな魔法は児戯以下だ。

「神信焔ゼラフ」

　拳を合わせると、背中の六翼が静かに揺れ──僕の身体は黄金の焔で包まれた。

　この焔は、アトスの熱量だけに重きを置いた赤い炎とはわけが違う。神への信仰心で燃える聖なる黄金の焔は、あらゆるものを焼き尽くし、燃やした全てを灰へと変える。愚かな魔人など、一瞬にして灰塵と化してしまうだろう。

　加えてこの焔は、僕が悪だと断じた者に対して、絶大な力を発揮するのだ。

『ぐ──ギィアアアアアアァアアッ!!!!??』

　神信焔は悪であるアトスの腕に触れた瞬間、彼の存在を焼き尽くさんと腕を瞬時に飲み込んだ。更に、この神滅の焔は大火球を丸ごと覆いつくし、同種の黄金色へと塗り替えていく。

　腕を焼かれて絶叫したアトスは、その腕を自ら切断することによって難を逃れ、同時に後方へと跳躍。荒い呼吸を吐き、恐怖で瞳を痙攣させる彼に、僕は丁寧に説明した。

「この焔は、あらゆる炎を黄金の焔へと作り変え、同化させる力がある。これは全ての熾天書が持っている、言ってみれば通常能力だ。魔人書なんて悍おぞましい代物を持つお前には、よく効くみたいだな。それだけ、焔自身がお前を悪だと認識したということさ」

『クソッ、堕天炎書──』

　反撃の糸口を掴もうと、アトスは魔人書を召喚するため名前を告げる。だが、幾ら待っても彼の禍まが々まがしい魔人書が召喚されることはない。どれだけ繰り返し名前を叫び、紋章に魔力を込めても、一切の反応がなかった。

『な、なんで──ッ!?』

「王怒恐拝デイモス」

　慌てふためくアトスに、僕は淡々と告げた。

「熾天書は魔導書の頂点に立つ最高位の存在。その契約者が抱く怒りに当てられた魔導書は畏怖を感じ、魔法士は魔法が使えなくなる。この力は対象の精神力が強い程効果が薄れるものなんだけど……大口を叩たたいておきながら、お前の精神力はその程度だったということだ」

　図書館でレベスが魔導書を召喚できなかったのも、この力が原因だ。精神力が未熟な者は、熾天書と戦う土俵に上がることすらできないということ。抵抗する手段を失ったアトスは、絶望からその場で膝を折った。

　魔人にも恐怖心はあるんだな、と他人事のように思いながら、僕は暁星王書に手を伸ばした。

「このまま焔で消滅させてもいいけど……アトス、お前は罪を重ね過ぎた」

　僕が一言命じれば、神滅の焔は速やかにアトスの身体を焼き、燃やし尽くすだろう。その名の通り、魂すらこの世界に残ることはない。

　だが、それでは甘すぎる。

　こいつは呪詛魔法で多くの人を苦しめ、命を弄び、私利私欲のために数多あまたの犠牲を出した。

　自らの行いを苦しみながら懺ざん悔げし、後悔する苦しみを与えないなんて、そんなものは罰とは呼べないだろう。

　たとえ神が消滅を許したとしても、僕は絶対に許さない。

　だから、死よりも辛い神罰を下す。

「罪の天秤アストライアー」

　呟いた瞬間、僕の眼前に黄金の天てん秤びんが出現。

　金の光沢を持つ支柱の左右に乗せられた皿には、二つの物が乗せられていた。

　一つは、闇を圧縮したかのように黒く禍々しい玉──アトスが犯した罪を具現化したもの。

　そしてもう一つの皿には──一枚の羽毛。

　天秤は羽毛と玉を乗せた皿を交互に上下させて重さを計測し──やがて、黒い玉を乗せた皿が下がった状態で停止。罪を具現化した玉が、一枚の羽毛よりも重いことを示した。

　一見すれば、ただお互いの重さを計っただけ。

　しかし、僕の罪の天秤におけるこの事象は、一つの判決を意味する。

　即すなわち──。

「──有罪」

　判決を言い渡した瞬間──アトスの背後に巨大な門が出現した。

　扉には幾つもの天使や悪魔が模かたどられ、上部には眼前にあるそれと同じ天秤が。

　振り返ったアトスは、呆ぼう然ぜんとその門を見上げる。

『な、んだ──』

「有罪判決が下されたよ、アトス。お前の罪はこの羽毛よりも重いことが証明された。よって、神の審判に従い、お前には死ぬほうが断然マシな程の神罰を受けてもらうことになる」

『有、罪？』

「あぁ。まぁ、簡単に言えば──」

[image: ]

　ビッと親指を下に向け、最高にいい笑顔を作って告げる。

「──地獄行きだ」

　その瞬間、大きな音を立てて門が開き、その中から無数の亡者たちが手を伸ばし、アトスの身体を掴つかんだ。青白い腕に掴まれたアトスは咄とつ嗟さに抵抗しようと身を捩よじるが、無数の手に押さえつけられ、門の中へと引き摺り込まれていく。

『ア、ガアアアアアアァッ!!!!』

「抵抗しても無駄だ。その亡者たちは掴んだ者の魔力を吸収し、抵抗力を奪う能力を持っている。そして、一度掴んだものは門の中に引き摺り込むまで決して離さない」

『ど、何ど処こへ──ッ!!』

「悪いがそれは僕にもわからない。門の向こうは完全なる地獄だ。死ぬこともできないし、中がどうなっているのかも知らない。ただ、引き摺り込まれたあとは、その亡者たちと同じ存在になるだろう。せいぜい、地獄で罪を贖あがない続けてくれ──永遠にな」

　断末魔の叫びを聞かせる間もなく扉は閉じ、地獄の門は粒子となって虚空に消えた。

「あぁ、やっぱり夜はこうでないと」

　一瞬にして訪れた静寂に、僕は耳を澄ます。力を求めて凶行に走る魔人の声も、あらゆる悪を滅する神罰の炎が燃える音も、罪人を地獄に引き摺り込む石門の開閉音も、一切聞こえてこない。聞こえてくるのは、野鳥の鳴き声や水滴が水面に落ちる音など、身近に存在する自然音だけ。

　ようやく、いつもの夜が訪れた。

　僕はそのことに満足感を覚えながら、ジッと僕を見つめるお嬢様のもとへと歩み寄った。

「先ほども申しましたが、この力のことはご内密にお願い致します。シオン様が他者へと話してしまったら……僕はこの国を去らなければなりませんから」

「は、はい！　誰にも言いません！」

「よろしい。と、それだけ大きな声が出せれば、怪け我がの心配はありませんね」

　一瞬、アトスが生み出した火球の熱気で喉が焼かれていないかと心配したけど、それは杞き憂ゆうに終わったらしい。

　僕はシオン様の身体に異常がないことに安あん堵どしながら、彼女が知りたがっていることを教えることにした。既に力を見られた以上、隠すつもりはないからね。

　暁星王書をシオン様の眼前に浮かせる。

「僕が契約を結んだ魔導書は、この暁星王書なんです。位階は最高位である熾天書。最強の魔導書と言われる七つの内の一つですね。同時に、公にはなっていませんが、僕は世界で七番目の『天神』ということになります」

　熾天書を持つ者は例外なく『天神』という称号を与えられる。

　他の何者の追随も許さない絶対的な力と、六枚の翼を携えた姿。神にも等しい存在ということで、この名がつけられたらしい。

　本来『天神』には、どれだけの地位や権力を持つ者であろうと無礼な態度を取ることは許されないのだけど……僕は知られてないから例外だ。グランツ伯爵なんて、知ったら発狂するかもしれないね。

「普段使われている、雷天断章は……」

「あれは暁星王書の力の一部を宿した魔導書です。雷天断章自体とは契約を結んでいません。能天書程度の力に留とどめているのは、権能の一つを与えてしまうと、それだけで智天書の魔導書になってしまうからです。司書をやるだけなら、そこまで大きな力はいりません。目立ちますし。あ。それとですね──」

　一番肝心なことを言い忘れていた。

　多分シオン様は内心で「そんな力があるなら最初から使いなさいよ！」と思われたかもしれないけど、それができない理由があったんだ。

　他者に知られてはならない、ということもあるんだけど、もっと根本的に、この力を使うには厳しい条件がある。

「暁星王書は、雷天断章で勝てない強敵が現れた時にしか使うことができない、という制約があるんです。その分、絶大的な力を持ってはいますが……いつでも召喚し、力を振るうことができるわけではないんです」

「自由に使える、というわけでもないんですね」

「そうなります。はぁ、フィオナのお説教が今から恐ろしいですが……いつまでもここにいるわけにもいきませんし」

　座り込んでいるシオン様を横抱きに抱え、背中の翼を広げた。

「帰りましょうか。もうすぐ夜明けになりますし、流石に疲れましたからね」

「──はい」

　返事の後、シオン様はすぐに気絶するように眠ってしまった。

　精神的にも肉体的にも、疲労で限界が来ていたのだろう。

　僕も泥のように眠りたい気分だけど、ここで寝るわけにもいかないし、もう一踏ん張りだ。

　シオン様を背中に担いで古城を出た時、明け方を告げるように、東の空は白み始めていた。

























　古城からの生還後、ベルナール公爵邸に到着した僕は目を覚ましていた使用人にシオン様を預け、執務室で待機していた公爵閣下に一連の出来事を説明した。

　古城でアトスと戦闘になったこと。アトスがレベスを殺害し、彼の心臓と魔導書を用いて魔人書なる書物を作り上げたこと。そして、魔人書によって魔人化したアトスは僕が塵ちりも残さず消滅させたこと。

　最後は当然、暁星王書ルシフエルのことを隠すための嘘うそだ。

　馬鹿正直に地獄の門に引ひき摺ずり込こみました、なんて言えるはずがない。熾天書セラフイムのことを知るのは、僕以外に二人しかいないわけだし。

　事情を聞いた公爵閣下は、額に手を当て状況の複雑さ、大きさに頭を悩ませていた。

　多数の死人が出たこともそうだが、それ以上に魔人書という書物の存在が大きい。

　他者の心臓と魔導書を贄にえとして捧ささげることで、術者の魔導書を一段階上の強さへと引き上げ、首を切断されても再生してしまう程の人間離れした治癒力も手に入れてしまう。加えて、魔人書の契約者を魔人のような悍おぞましい姿へと変貌させる……。

　仮にこの魔人書を持つ者が大勢いて、それが全て敵となれば……どれだけの死人が出るかわからない。

　現在、王国内に魔人書の作り方を知っている者は僕と公爵閣下、そしてシオン様しかいない。

　危険なので無む暗やみに広めることは絶対に避けるべきだが、国王陛下やフィオナの耳には入れておく必要がある。国の脅威になる可能性があるものについては、国の中枢が把握しておかなければいけないからね。

　報告することやこれからの対策など、話し合うことはまだまだたくさんあったけど、公爵閣下が「ここから先は我々の仕事だ。君はもう休むといい」と気を利かせてくれた。

　何でも、顔色が悪すぎる、とのこと。

　シオン様に傷を癒いやしてもらったとはいえ、かなり血を流したんだった、と他人事のように思い出して立ち上がった直後、意識が暗転。

　その後のことは覚えていないけど、大慌てで公爵閣下が使用人を呼び、客室に運んでくれたらしい。目を覚ました時、非常に申し訳ない気持ちでいっぱいになった。




　そして、アトスとの死闘から三日が経過した日の、午後──。




　　　　◇




「……」

　図書館の司書室にて、ソファで足を組んで座っている王女殿下──フィオナは不満そうに口を尖とがらせ僕をジッと見据えていた。図書館に来たときからずっとこんな感じで、何も言葉を発さない。だけど、僕には彼女が何を訴えているのかは、よく理解できた。

「フィオナ、通信で事情は説明した通りだよ」

「だとしても！　不満、不満よ……貴方あなたの秘密を知る者が私以外にできたことが！」

「って言われても……あの時召喚しなかったら、僕もシオン様も確実に殺されていた。それに、事前に使う可能性があるって話はしたじゃないか」

　実際、シオン様が魔導書──水天慈章サキエルの力を使ってくれなかったら、かなり危なかった。雷天断章ラミエルから暁星王書に切り替えることができたことも、奇跡に近い。

　ということを含めて、目を覚ました後すぐに通信で説明したんだけど……フィオナは不満そうに口を尖らせたまま、言った。

「でも……わかっているでしょう？」

「知られることは危険そのもの。最悪、周辺諸国から抗議や不満がスネイエルス王国に殺到し、僕を引き渡せと要求されるだろうね」

　大陸には多くの国が存在しているが、大国と呼ばれるのはスネイエルス王国を含む七つのみ。その中で、唯一熾天書を保持していないのが王国だった。が、最高位の熾天書がない代わりに多くの智天書ケルビムを保持していることで、この国は他の大国と対等の力を持っていたといえる。そんな中、突然「実は熾天書を保持している」なんてことが露見すれば、均衡を保っている大国のパワーバランスが一変してしまう。

　熾天書にはそれだけの価値があるのだ。

「私はセレルに大きなトラブルに巻き込まれてほしくないの」

「ありがとう。でも、仮に諸外国から文句を言われても、僕が「他国に行くつもりはない」って言えばそれまでなんじゃない？　それでも食い下がるなら、国を亡ほろぼすって脅迫するよ」

「王国から動かないって宣言しても、どうにかして引き抜こうとしてくるわ。例えば……い、色仕掛けとか……」

「フィオナが傍にいる時点で色仕掛けなんて効かないけど」

「そういう問題じゃ──へ？」

　僕の言葉をしっかりと理解したフィオナは、みるみる顔を紅潮させていく。対して、僕は顔色一つ変えず、フィオナの瞳をジッと見つめ続ける。

　言葉一つで表情を一変させるフィオナは、見ているだけで楽しいし、面白い。本当にからかい甲が斐いのある女の子だよ、彼女は。

「とにかく、僕は必要だと判断したら、躊躇ためらいなく力を使う。君や大切な存在を護まもるためなら、尚なお更さら躊躇ってなんかいられない」

「う、うん……ありがと」

　ティーカップを両手に持ったフィオナは、赤くなった顔を隠すように自分の膝に視線を固定。本人的には隠しているつもりなんだろうけど、残念ながら耳まで赤くなっているので全然隠せていない。

　僕は可愛かわいいフィオナを微笑ほほえましい気持ちで観察し──とあることを思い出し、首元に手を伸ばした。

「ごめん。これ、壊しちゃったよ」

「なに？　それ」

「君が誕生日……というか、君と僕が出会った記念日にくれたプレゼント」

「…………嘘でしょ？」

　驚きの声を上げながら僕の隣へ移動したフィオナは、割れた宝石のネックレスを至近距離から見つめ、顔を上げた。

「これ、十歳の誕生日の時にあげたネックレスよね？　まだ持ってたの？」

「まだっていうか、フィオナから貰もらうプレゼントは実用性のあるものが多いから、今も全部使ってるけど？　コップとか、オルゴールとか。壊してしまったのはこれが初めてなんだけど……ごめんね」

「別に謝らなくてもいいんだけど……というか、私としては八年前にあげたネックレスを着けていることに驚きよ」

「そうかな？　あ、ということは、フィオナは僕があげたプレゼントは時間が経たてば捨てているの？」

「そんなわけないじゃない。壊れたり失くしたりしないよう、大事に保管しているわ。三年前に貰もらった指輪なんて、厚さ十センチのガラスケースに入れて警備させているわよ？」

「それは流石さすがにやりすぎだと思う」

　三年前にあげた指輪というのは、確か小さなサファイアが輝く指輪だったはず。多少値は張るものの、そこまで厳重に保管するような代物ではない。

　僕が若干苦笑いしていると、フィオナはネックレスから手を離した。

「とにかく、気にする必要はないわよ。セレルにあげたものなんだから、貴方がどう扱おうと私は文句を言えないわ」

「……ごめん」

「だからいいって……あ、なら！」

　フィオナはパッと笑顔を咲かせ、輝いた目で提案した。

「今日は図書館を早く閉めるのよね？」

「え？　あぁ、うん」

「じゃあ、こ、この後は暇よね？　一緒に装飾店に行って、新しいネックレスを見ましょう？　大丈夫、私がプレゼントしてあげるから！」

「あー……」

　その誘い自体は嬉うれしいのだが……今日は先約がある。

「ごめん。今日はこの後──」

「私に勉強を教えてくださる約束ですので」

　音もなく開かれた扉から、一冊の魔法書を手にした少女が現れ、僕の言葉を遮った。

　図書館内なので静かに扉を開けたのはいいことだが……少々タイミングが悪い気がする。いや、これはもう意図的か。

　フィオナは何ど処こか底冷えするような微笑を浮かべ、入室してきた少女を見つめる。

「シオン、貴女あなたはまだ休んでいなきゃダメでしょ？　どうして図書館に来ているのかしら」

「もう身体は大丈夫です。元々大した怪け我がはしていませんし。私としては、休むべきなのはセレル様のほうではないかと」

「それはもう散々言ったわよ。けど、セレルは意外と頑固だからね。何度言い聞かせても『大したことない』で終わらせてしまうの」

「あー……なるほど」

　二人して僕をジッと見据えるが、何も答えまい。実際、怪我は完治しており、身体を動かす度に痛みが走る、なんてこともない。元気なのに仕事を休むのは、ただのサボりだと思ってしまうんだ。家にいても落ち着かないし……これは仕事中毒という奴やつなのか？

「というか、セレルの心配をするなら、今日の勉強は辞退しなさい。身体はともかく精神的な疲れは取れていないだろうから、今日は私と買い物に行ってリフレッシュさせるわ」

「な──ッ、駄目です！　私は二日前から約束していたんですからッ！　それに……早く、水天慈章の力を引き出せるようにならないと……」

　シオン様は呟つぶやき、右手の甲に刻まれた紋章に視線を落とした。

「……そういえば、魔導書の力が使えるようになったって言っていたわね」

「まだ十全じゃないけどね。あの時も、無我夢中で発動できたみたいな感じだったし。だけど、一と零では大きな違いだ。一度発動できたのだから、そう遠くない未来にシオン様は水天慈章の力を掌握できるよ」

　本人の頑張り次第だけどね、と付け加えると、シオン様はとても嬉うれしそうな表情で僕のほうへと歩み寄ってきた。

「わかっています。ということで、勉強を教えてください、セレル様」

「やる気があるのは大変結構。ですが、あまり頑張りすぎないように。あと一時間で図書館は閉めますので、それまで自習をしていてください。その間にわからない箇所を纏まとめてくれると嬉しいです」

「はい！」

　シオン様は僕に頷うなずき、足早に司書室から出て行った。

　向上心があるのはいいことだけど、後で休むことの重要性も教えておかなければ。でないと、自分の限界を超えて努力し倒れることになりそうだからね。

　僕はパタンと閉じられた扉から視線を外し、隣でむくれているフィオナに向き直った。

「そういうわけで、今日は無理かな」

「ちょっとシオンに甘いんじゃない？」

「そうかもね。でも、許してほしい。シオン様は古城から帰って目を覚ました後、自責の念でずっと泣いていたんだから」

　自分が誘拐されたことも、僕がアトスとの死闘で瀕ひん死しになったのも、自分に力がないせいだと言っていたのだ。

　責任感が強いことは、決して悪いことではない。だけど、何もかも背負ってしまうのは悪いことだ。しかも、シオン様はまだ十四歳になろうかという子供。重い責任を背負うのは、もっと年齢を重ね、立派な魔法士に成長してからでいい。

　それまでは、僕たち大人が護まもってあげないと。

「……まぁ、私も鬼じゃないし。いいわ、今日くらいはシオンに譲ってあげる」

「ありがとう。あと、明後日の休日は一日中空けておく」

「！　……わ、わかった、けど……」

　フィオナは僕の腕に手を伸ばし、心配そうに優しく撫なでる。その箇所は、アトスの炎に当てられ炭と化していたところだった。

「本当に、大丈夫なの？　シオンが治したとは聞いているけど、一時は全身の火傷やけどで瀕死状態だったんでしょ？　その日からまだ三日しか経たっていないし、まだゆっくりしていたほうがいいんじゃない？」

「寧むしろ三日も休んだんだ。これ以上は流石に気が引ける。それに、あんまり長いこと図書館を閉じていると、王宮にいる「賢者」のお爺じい様さまたちに怒られてしまうだろ？」

「過去の栄光に縋すがって踏ん反り返っているだけの偉そうな老人なんて気にしなくていいの！　貴方は王宮で「賢人」「大賢」「聖哲」、他にも色々な呼ばれ方をしている凄すごい魔法士なんだから！　言い返してやればいいのよ、「ぶっ飛ばすぞ」って」

「はいはい。どうぞお好きに仰おつしやってください、王女殿下。ただ──」

　僕自身、王宮を歩くと妙な呼ばれ方をしているのは理解している。しかも、明らかに僕には不相応な程、偉大な者に与えられるような称号で。それは当然、王宮に住んでいるフィオナの耳にも入っており、事あるごとにからかわれるのだ。

　最初は真っ向から「違うよ！」と否定していたのだが、いちいち否定の説明をするのも馬鹿馬鹿しく思えてきた。

　そこで僕は、フィオナを含めて他の人に妙な称号で呼ばれた時、ある言葉を言うようにしている。

　それは嘘うそではなく、明白な事実。

　怒るフィオナの頭を撫でながら、僕は常じよう套とう句くとなった台詞せりふを口にした。




「──何と言われようとも、僕はただの宮廷司書ですから」








あとがき






　初めまして、安あ居ぐ院い晃こうと申します。

　今作について色々と語りたいところではありますが、あとがきに使用可能なページ数が驚異の一ページのみということですので、割愛させていただきます。この作品をお手に取ってくださった皆様が楽しんでいただけたのなら、望外の喜びでございます。

　それでは、謝しや辞じを。

　あんべよしろう先生。とても綺き麗れいで素敵なイラストをありがとうございます。特にフィオナは私の心の臓を時速百マイルの剛速球で抉えぐり取とっていきました。悔いはありません。

　担当編集様。大変多くのことで面倒を見ていただきました。ありがとうございます。今後もご迷惑をおかけするかと思いますが、よろしくお願い致します。

　校正担当様。土下座したい気持ちでいっぱいです。

　そして、この作品を読んでくださった全ての読者の方々に、精一杯の感謝を申し上げます。

　またこうしてご挨拶ができることを、楽しみにしております。


安居院　晃





















何なんと言いわれようとも、僕ぼくはただの宮きゆう廷てい司し書しよです。








安あ居ぐ院い 晃こう
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